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「一緒の世界で、共に歩もう」

『『『『『うんっ！』』』』』

　電話口の向こうから、みんなの力強い声が聞こえた。

　そこでブツッというノイズと共にすぐに通話は切れてしまう。

「……あれ？　もしもし？」

　反応が完全になくなった。

　時間制限があると秀ひで之ゆきさんは言っていたから、それかな？

　正直なところ、もっともっと話をしたかったけど……。みんなと言葉が交わせただけでもよかったと思う。充分過ぎるほど気力が回復したしな。

　それに向こうの世界と連絡が取れるようになったのはとてもありがたかった。みんなの声が聞けるというのは、やはり大きい。

　ただ、限られた時間しか使うことができなさそうだし、今後のためにも次にいつ電話がかかってきても対応できるよう相談することや確認事項をまとめておこう。

　世界の統合まで、残された時間も限られているしな。

「ふーん」

　満たされていたところで、少しだけ冷めた相あい槌づちが入る。

　今いる公園にはそんな声を出せるのはひとりしかいない。顔を横に向けると、そこにいた高たか橋はしは妙に難しい顔をしていた。

「な、なんでしょう？」

「今のが、お前が元いた世界での恋人たちってわけか？」

　不機嫌だ。とても怖い。さっきまで、そんなことなかったのに。

「そう、です……」

　とはいえ、噓うそを吐つくわけにもいかないので本当のことを伝えるしかない。

「はぁ……。まあ、いいけどな」

「怒らないの？」

「あとでな」

「あとで!?」

「お前の抱えてることが解決したら怒る。叱しかる。ヤキも入れる」

「ヤキまで入れられるのかよ！」

　何をされるんだ。鉄拳制裁か？

　しかし、不機嫌だった表情はすっと緩む。

「……冗談だよ。それでお前が解決したくなくなったら困るしな」

「あ、ありがとう」

　自然に安あん堵どの溜息が出た。しかし、やっぱりこっちの世界の高橋も怖い時は怖い。翔しよう也やも普段の高橋は怖かったと言っていたしな。

　ただ、勝手ながらひとつの疑問が浮かび上がる。

「あのさ」

「ん？」

「上書きせずに、このままでいてほしいって思ったりはしないのか？」

　この世界だけをこのまま維持するためには、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を削除する必要がある。

　だけど、言い換えてしまえば、それだけでこの世界はこのまま維持される。俺はほとんど何もする必要なく、世界は平穏なままだ。

　この世界の高橋からすれば、別の女の子が出てくるわけだし……。

「そういう願望がないわけじゃねぇよ」

「………」

「でも、さ。世界がこのままだったら、お前はきっと心に傷を負う。違うか？」

　ドキリとする。指摘通り、もし向こうの世界のみんなと絆きずなが切れてしまったら、生きるための気力が消えるんじゃないかと思う。

「あたしは、そんなお前は見たくねぇんだよ。やることやって、その上であたしの隣にいてほしいからな」

「高橋……。うん、ありがとう」

　しかし、高橋は一転、厳しい表情となる。

「でも、多少時間ができた時……。具体的には世界が統合される前には佐さ崎さきとの話だけはつけてもらうからな。それぐらいはちゃんとやってくれよ」

「う、うん。了解です……」

　この件はここにいる本来の『俺』の落ち度だ。ふたりに対して、ずっと曖昧な態度を取ったままでいた『俺』の。

　沙さ耶やも言っていたけど俺はこの世界の『俺』に極力近付いてたって話だったし、今の俺がふたりと仲良くしてたら絶対選べていないはずだ。

　でも、きっとふたりを真剣に想っていたが故だろう。

　優柔不断と笑わば笑え。

　俺は今更ひとりを選ぶなんてことはしない。幸せにするなら全員だ。

「で、なんか手伝うことあるか？」

「もちろんあるんだけど、これからやるべきことをまとめるから、頼むとしたらそれからかな」

「了解。なんかあったら絶対に言えよな。それと、ひとりで悩むなよ。何度も言うけど、あたしはお前のことは必ず信じるから」

「あ、ああ……」

　こうして面と向かって言われると恥ずかしいな……。さっきも向こうの世界の秀之さんや高橋に向かって、結構すごいこと言ってたし。

　とはいえ、今は恥ずかしがってる場合じゃない。やるべきことをまとめないと。

「それにしても、世界を統合とか雲の上の話にしか思えないな……」

　高橋が神妙に本心を明かす。そんな気持ちもまた理解できた。話が壮大すぎるしな。

「俺も同じだよ。本当にしなきゃいけないのかどうか、疑わしいぐらいだ」

「でも、さっきの光とか見てると、この世にはあたしの知らない不思議なことがあるってのもわかるよ。ＣＧには見えなかったしな。だからこそ、お前の言ってることにも多少の説得力があるんだと思うし」

　あの時、指輪が光って、みんなと俺を繋いでくれた。

　沙さ耶やは『接続媒体リンクカタリスト』とか口にしていたけど……。まだよくわからないな。

「何にしても、冗談とも思えないからな。いつ統合の瞬間が来てもすぐに動けるようにする。さっきみたいに起こってからあたふたするのはもうゴメンだ」

　高橋が倒れた時。

　麻ま衣いが倒れていた時。

　父さんと母さんが消えてしまった時。

　俺は何もできなかった。

　南な雲ぐもさんが起こしたことが、統合の瞬間に起こらないとも限らないんだ。

　最後まであがいて。

　準備を整えて。

　後悔だけはしないようにしたい。

「それで、これから君はどうする気だい？」

　投げかけられる問い掛け。声がした方を見やれば、いつの間にか南雲さんが戻ってきていた。

「南雲さん、どこ行ってたんですか？　それに沙耶は？」

「まあ、ちょっとね。沙耶なら僕との重複を解いて、君のやるべきことを準備しにシステムの中に戻ったよ。また近いうちにこちらに来るはずだよ」

　そうか。システムからしてみたら状況は大きく変わっただろうからな。それに関連する手続きか何かで戻ってるのかもしれない。

「それよりも、君はこれからどうする？」

　再び、南雲さんは同じことを尋たずねてくる。

「まずはそもそも統合の手順を聞きたいな」

　鋭い視線を向けて。俺の覚悟を見定めるかのように。

　俺はその視線を正面から受け止めて、考えていたことを口にする。

「事故のなかったこちらの世界をベースにしつつ、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消去。そして、その瞬間に『現実補正リアリテイ・デバイス』を使用して、人の記憶を融合させる。これが俺の計画の基本となります」

　ただ、あくまでこれは俺の理想。現時点では、その理想に至るための道筋が塞ふさがれている。

「ただ、俺が望む統合には三つほど障害があります。まずはそれをひとつずつ片付けていこうかと」

「三つ、とは？」

　ここからミスも何も許されない。少しでも迷いがあったら終わり。

　暗にそう言っている気がした。

「ひとつは、統合するときに使う『現実補正リアリテイ・デバイス』の問題です。正常に動かなければ、記憶の統合が適切にできないということになります。ですので、このプログラムの処理を、正確に把握しなければなりません。沙耶も言ってましたが、処理が重いということであれば、プログラムの改造や軽量化――問題点の解決をする必要があります」

「しかし、記憶の統合を無理矢理するつもりなのかい？」

「いえ、できれば選べるようにしたいです。こちらの世界の記憶か、『例外エクセプシヨナルレイヤー』上の記憶か。あるいは、そのふたつを統合するという選択も含めて。三択ですね」

　ふたつの世界を維持することが不可能だということなら、どちらかを選んでもらうか、結合してもらうしかない。

　事故で亡くなった人は、こちらの世界の記憶を保持する形だ。わざわざ事故で死んでしまった時の記憶を統合する必要もないだろうしな。

「なるほど。都つ筑づきくんの理想を押しつけるだけじゃなくて、選択はできるようにする、と」

「ええ。プログラムがそういう機能を持っていなければ、追加する。そこまでやって初めて俺の理想と言えます」

　その記憶の誤差を持つ人たちがどれだけいるのかも調べたい。プログラムがどこまでできるのかも、すべて考慮しなければならないからだ。

「二点目は、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限についてです。沙耶も言ってましたが、統合すると言っても基本的に『例外エクセプシヨナルレイヤー』を削除する流れです。そのために『電でん子し妖よう精せい』というところからの『メーカー』権限の奪還ですね。ただ、これは秀之さんがやると言ってましたので、秀之さんにもう少し話を聞いて、協力できることがあれば動くといった感じです」

「そこは人任せでいいのかい？」

「秀之さんがやると言う以上、俺は信じてお任せするだけです。確実に俺よりも頼りになりますからね。下手に俺がそこへ介入してもこじれるだけでしょう」

　武たけ杉すぎさんも言っていた。人に頼るのは悪いことではない、と。

　協力できることがあれば、当然協力する。協力できることをこちらでもちゃんと考える。

　こちらのスタンスとしてはそれでいい。

「うん。オーケーだ。では、最後の三つ目は？」

「こちらにいない人の投影です」

「こっちにいない人っていうと――ああ、『ビジター』たちか」

「ええ。『エターナル　イノセンス』のみんなも、『メモリーロンド』の人たちも……。世界が分かれて以降のこの世界には、新たなレイヤーが生まれていないと言ってましたよね。だとすれば、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消して、『現実補正リアリテイ・デバイス』を使うだけでは、『ビジター』は消えてしまうだけです」

「なるほど。それはどうするつもりだい？」

「病院で話した時も言いましたが、こちらに全員を一時的に投影します。そこに『現実補正リアリテイ・デバイス』を使って記憶を移すという流れになります」

「うん。それは聞いたね」

「『例外エクセプシヨナルレイヤー』上で投影されたゲームは、すべて購入するなりなんなりして入手し、『フェアリーテールシステム』に投影してもらいます」

　俺が知ってるのは『メモリーロンド』ぐらいだけど、管理者である沙耶なら投影されたものは全部知っているだろう。

「それが妥当と言えば、妥当だけど……。でも、ひとつ重要なことが抜けていないかな？」

「わかってます。こちらの世界に『エターナル　イノセンス』が存在していない……。そうですよね？」

「ああ。『エターナル　イノセンス』だけが、残念ながら消えてしまっている。それをどう投影するんだい？」

　確かに『エターナル　イノセンス』は、こちらの世界にはない。

　ディスクをこちらの世界に持ってこれれば早いのだろうけど、それが今後できるかどうかは不明なままだ。少なくとも、『例外エクセプシヨナルレイヤー』のセキュリティがなくならない限り、その情報データを持ってくることは不可能だろう。

　ならば、ディスクが得られないときのための保険は持っておくべきだ。

「ないのならば、作ればいいんです。こちらの世界で『エターナル　イノセンス』を作ります」

「え……？　作る？」

　意外だったようで、南雲さんは驚きの表情で聞き返してくる。

「はい。『フェアリーテールシステム』は物語を投影すると沙耶は言ってました。『エターナル　イノセンス』のシナリオテキストはすべて頭の中に入ってます。だから、物語という情報は作れます。約三ＭメガＢバイト、すべてです」

「それは、凄いとしか言い様がないな……。僕も好きなゲームの台詞せりふはいくつか覚えているけど……」

「これを書き出していけば大丈夫でしょう」

「とはいえ、テキストで人格を持ってこれるだろうけど、容姿はどうするんだい？　指針となるグラフィックがないと駄目だと思うのだけど」

「そうですね。そこが一番問題なんですけど。でも、『エターナル　イノセンス』の原画師さんを捜します。『エターナル　イノセンス』以外にも何回かのゲームで原画をしているはずなんで、どうにかして描いてもらいます」

　そこまで話すと、南雲さんは納得したように頷うなずいた。

「きちんと理解しているようだね。安心したよ」

「さすがにふたつの世界を統合するわけですからね。無事に終わらせるために、重箱の隅々まで決めないといけません」

「うん。これからもそうであってくれ。僕もできる限り力を貸すよ。どこまでできるかはわからないけどね。僕の力は使いどころが難しいし」

　南雲さんの持つ異能。魂たましいを掌握する力。

　人の魂を掌握することで、一時的に存在を消し去ったり、意識を奪ったりする。勘でしかないのだけど、きっとこの力は必要になるはずだ。

「その辺のこともありますから沙耶とも話したいんですけどね」

「まあ、そのうち連絡が来るだろう。来れば電話でも話せるしね。連絡が付けられるようになったら、またこちらから連絡しよう」

「はい、お願いします」

「ああ。それじゃ、都筑くん。健闘を祈る」

　そう言って、南雲さんは公園から去っていった。

　南雲さんの期待に応えるべく、頑張らないとな。俺が上う手まくやれば、南雲さんも南雲さんが投影した『ビジター』の人と暮らせるようになるわけだし……。

「お前、なんであの人に敬語なの？」

　南雲さんの背中が見えなくなったところで、高橋がそんなことを尋ねてくる。そういや、端から見てると高校生同士の会話にしか見えないだろうしな。

「いや、あの人、俺らよりも一回り上だからな。実年齢は二十六のはずだぞ」

「二十六!?」

「まあ、話によると成長が止まってるってことだけど。そうなってる理由は話せば長くなるし、俺も断片的にしか話せない」

　俺も南雲さんの事情をすべて知っているわけじゃないからな……。

「じゃ、聞かねぇ。あたしにとって必要になりそうだったら言ってくれ。頭の痛くなる話みたいだし」

「うん。ありがとうな」

「礼を言われるようなことじゃねぇよ。あたしらも帰ろうぜ。つっても、あたしは病院に戻らないといけないんだけど」

　そういや、病院から抜け出してきたんだったな。

「送ってくよ」

　手を差し出す。

「あ、指輪……」

　手の中に指輪があった。ずっと強く握り込んでたから感覚がなかったな。

　俺は指輪を取って、高橋に差し出した。

　しかし、高橋は首を振る。

「やっぱ、それ受け取れねぇわ」

「でも……」

　これは彼女に一度はあげたものだ。さっきのはあくまでも一時的なもの。

　だけど、高橋は受け取ろうとしなかった。

「なんとなくわかったんだよ。それはお前と向こうの世界の人たちを繋ぐ大切なものだってな」

「大切なものだからこそ、受け取ってほしいんだよ」

「……気持ちは嬉しいけどな。でも、そこまで大事なものは受け取れねぇよ。だから、さ……」

　高橋は少し間を置いて、

「全部終わったら、同じのをプレゼントしてくれればいいよ。その方があたしは嬉しいしな」

　と、続けた。

「……わかった。必ずプレゼントする」

　確かにその方が誠意を尽くせる気がする。もう彼女と別れるつもりもないのだし、新しい指輪を贈る方がきっと俺にできる誠実な対応だろう。

「文字もちゃんと打ち込んどけよ。『Ｉアイ　ＬＯＶＥラヴ　ＡオＬーＬル　ＯオＦブ　ＹＯＵユー』ってな」

　目め敏ざとい。そこまでちゃんと見てたんだな……。

　頷いて、そして、指輪を自身の指にはめる。

　そして、俺は改めて手を差し出した。

「帰ろうぜ」

　高橋は無言で手を重ね合わせてくる。

　恥ずかしかったが、温もりに安心した。

　病院までの道中、これといった会話を交わすことはなかったが、とても穏やかな時間だった。




　病院に戻ったら病院の関係者に怒鳴られたが、ふたりで笑って受け入れた。
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　高たか橋はしを送り届けた後、家に戻ると父さんと母さんは普段通り過ごしていた。

　消えていた時の記憶はない上に、そんな自覚もないらしく、のほほんとテレビを見ている。

　でも、自覚がないならそれでいい。わざわざ教えても信じてもらえないだろうし、話がこんがらがるだけだ。

　救ってみせる。父さんも母さんも。ここは俺にとっては奇跡の世界。その奇跡を、必ず継続する……！

「あら、タケくん。遅かったわね。病院で愛あい子こちゃんとはちゃんと会えた？」

　母さんが心配そうに聞いてくる。高橋の身を案じているのだろう。

「うん。事が事だったからね。ちゃんと会えたよ。元気で安心した」

「そう。それならいいんだけどね。じゃあ、早くお風呂に入っておきなさいよ」

　それもそうだな。少し夜更かしするわけだし、今のうちにさっさと入っておくか。

　俺は寝ね間ま着きを取ってきてから、風呂場に入ろうとする、が――。

　嫌な予感に突き動かされるように、風呂場に入るドアをノックすると、

「あー、待って待ってー。すぐ出るからー」

　中から麻ま衣いの声が聞こえてきた。

　ヤバい。危なかった。危うくギャルゲーのように麻衣の着替え途中のイベントシーンを起こしてしまうところだった。

　この手のイベントを麻衣の家に住んでいた時に一度だけ起こしたことがある。しかし、あれは不可抗力だったのだ。ノックをしたし、麻衣もいいよと言ったので迷うことなく扉を開けたら、麻衣が服を着ている最中だったので即座に閉めた。そして、その後に響く悲鳴。あとで話を聞いたら着替えることに意識がいっていて、ノックの音と俺の声に対して意識が薄かったとのことだった。とはいえ、麻衣の裸を見たことは事実ということで、その後何度かお願いを聞く羽目になったのは、まあ居い候そうろうとしての立場からして仕方のないことだったと思う。

　そんなことを思い返しつつ、しばらく待っていると麻衣が出てきた。萌もえ葱ぎ色いろの寝間着パジヤマだ。風呂上がりなせいか、妙に艶っぽい。

　そして、出てきてすぐ麻衣がいたずらっぽい表情を向けてくる。

「あたしのあとにすぐ入るのって、なんか意図があり？」

「あるわけねぇだろ」

「湯船のお湯とか飲まないでよー」

「飲まねぇよ！」

　そこまで変態紳士のレベルは高くないし、そんな頂いただきに登り詰める気もない。

　声を大にして否定したが、麻衣は「あはははっ」と笑って逃げるように階段へ向かった。こっちでもからかってくるのは変わらないのな。

「あ、麻衣」

「なにー」

　俺の声に麻衣は振り返る。

「なんともないか？」

　そう尋たずねると、麻衣は不思議そうに首を傾げた。

「もしかして、さっき寝ちゃってたこと？　別に何ともないよー。タケにいってば心配性だなぁ」

　茶化すように言ってくる。

　まあ、何ともないなら何よりだ。南な雲ぐもさんも、起こすタイミングにも気を遣って怪我人ひとり出していないし、後遺症もないと言っていたし、問題はないだろう。

　現時点で異常がないことに安心して、俺は風呂に入った。体の疲れを充分に癒いやしてから、すぐに部屋へと戻る。

　そこへ携帯の着信音が鳴った。ディスプレイには非通知と表示されている。

　秀ひで之ゆきさんかな？　さっきは中途半端なところで切れてしまったしな。

「もしもし」

『こんばんは。いくつか報告があります』

　沙さ耶やだった。一旦、『フェアリーテールシステム』に戻ったはずだけど、帰ってきたのか。

「なんだ。報告って」

『上書き処理の停止を行いました。一ひと先まず、「例外エクセプシヨナルレイヤー」の上書き、及び消去は持ち越されます。ただし、システム側が何をしなくても、世界をひとつにしようとする力――世界の法則が動くことはお忘れなく』

「ああ、わかってる。それで、そのＸデーはいつになる？」

『一週間以内という予測が出ています。これは後々、精度をあげて報告します』

　少なくとも、それまでにはすべてを終わらせなければならない。

　がむしゃらにやるのもいい。ただ、ある程度の計算はしておきたかった。

「了解。わかったら、すぐに知らせてくれ」

『ええ。それと、「現実補正リアリテイ・デバイス」についてです。これは我々が調整を行います』

「手伝わなくて大丈夫か」

『あなた程度の能力であれば必要はありません。もっともこれは高橋秀之にも言えることですけどね。時間があれば指南しますが、今は時間がありません』

「信じていいんだな？」

『未来を守ることに関しては我々を信用していただいて構いませんよ。裏切って、それが原因であなたに世界を滅ぼされても敵いませんからね』

　とはいえ、システム側とすればさっさと上書きしてしまった方が早い。沙耶はこう言っているが、俺の我わが儘ままを聞いてくれているんだ。

「なんだかんだで世話を焼いてくれてるよな、沙耶は」

『……何を言っているのか理解不能です。では、私は戻ります』

　通話は切れた。

　照れた、ってことはないよな。たぶん。

　さて。

　沙耶はやるべきことをやろうとしてくれている。秀之さんも自身のやるべきことをやっているだろう。

　ならば、俺もやるべきことを始めよう。

　俺は、まず『エターナル　イノセンス』の原画師さんの名前を検索した。『エターナル　イノセンス』のデータを作り上げるために、グラフィックの力は必須となる。これは俺の力だけではどうにもならない。どうにかして捜し当てて、依頼する必要があるのだ。

　だが、検索の結果は芳かんばしくなかった。

　まず『クラスメイト』が引っかからない。とはいえ、これはすでに武たけ杉すぎさんが投影しているからだろう。ここまでは予想の範囲内だ。

　しかし、『エターナル　イノセンス』を投影した時もそうだったが、作品が消えた場合、それに代替物が当てはまることとなる。だから『クラスメイト』の代替物があるはずなのだ。

　そして、それもすぐにわかる。原画師さんは『クラスメイト』が出たであろう時期に、『シリウス』というタイトルの原画をやっていた。これがおそらく代替となったゲームだろう。

　問題はここからだった。

　それから二年ほどで二、三本原画をやっていたようだが、それ以降、まったく彼のゲームが出ていないのだ。

「おかしいな」

「何が？」

「何がって…………麻衣。人の独り言に反応するなよ。というか、いつ入ってきたんだ？」

「今さっき。ノックもしたよ。何やってんの？」

　ノックされたのか。まったく気付かなかった……。

「えーと、人を捜してる」

　強引に誤ご魔ま化かすこともできるけど、不安にさせたくないし、当たり障りのないことを伝えた。

「人？」

「ゲームの原画師さん」

　俺がそう言うと、麻衣も首を傾げる。

「何でまた。……別にいいけど、結局ゲーム一緒にやってくれないよね。こっちにいられる時間ももう多くないのにさ」

「あ、悪い……」

　こればかりは謝るしかない。何度も誘われてるけど、その度に断ってるからな。そのせいか、麻衣は表情からして少し不機嫌そうだ。

「いいよ。タケにいが集中し出すと、周りに目が行かないのは知ってるし。強引に誘っても心ここにあらずになって、すぐやられたりするし……」

「……悪い」

　再び謝る。

「全部終わったら、一緒にゲーム。約束だからね」

「ああ、了解。それは絶対に忘れない」

「ならよし」

　麻衣は満足そうな笑みを浮かべて、俺の部屋から出て行った。

　また約束が増えてしまったが、これはこれで励はげみになる。

　約束を守れない男にだけはならないようにしないとな……。







「やっぱり、いないな……」

　あれから一時間ほど捜しているが、未いまだに見つからない。

　巨大掲示板でそれとなく話題を振ってみたりしたが、答えは芳しくない。

　南雲さんが『事故が発生しなかったことで死んだ人はいない』と言っている以上、いなくなったとかそんなことはないだろうけど……。

　もしかして、バタフライ効果で原画師を辞めてしまった？

　……だとすると、とてもまずいことなる。

『エターナル　イノセンス』の絵を描けるぐらいの力量がなければ、彼女たちの容姿が変わってしまう可能性があるんだ。それにデータを少しでも近づけなければ、異変が起こる可能性だってある。

「聞いてみるか……」

　こればっかりは、俺よりも事情通の奴に聞いてみるしかないな。

　南雲さんや沙耶に聞いてもいいけど、ことゲームに関してはあいつの方が詳しそうだ。

　さっそく携帯電話を取って連絡する。相手はすぐに出た。

『おー、どうしたこんな時間に。もうそろそろ日が変わるぞ』

「悪い、翔しよう也や。ちょっと聞きたいことがある」

『なんだ？』

「『シリウス』ってゲームの原画師さん知ってるか？」

　武杉さんの投影した『クラスメイト』の代替として出ているゲームの名前だ。

『懐かしいタイトルが出てきたな。まあ、知ってるけど……』

「今、何やってるかわかるか？」

『………』

　翔也が急に黙った。

　……少し、違和感を抱く。

　この手の質問で無言というのは学校生活の中でもなかった。知らないなら知らないではっきり言うし、知ってても記憶が薄い場合はうんうん唸うなる。無言という返答をあまりしないこともあって、かなり不自然に感じた。

『教えることそのものはやぶさかじゃないんだが……』

「言いにくいことなのか？」

『あんまり口外されると困るから、どこにも漏らさないって約束してくれ』

　珍しく翔也が神妙だ。ふざけてるような声色ではない。

「……わかった。絶対に約束する」

　だから、こちらも真面目に返答する。

『えーっとだな……』

　一拍おいて、翔也は語り始めた。

『あの原画師さん、今はひとりでゲームを作ってるんだよ。でも、それは秘密裏に……限られた奴しか知らないし、そもそも限られた奴しかそのゲームをプレイできないようになってる』

「……んん？　よくわからないんだが……」

『まあ、最後まで聞け。頭から話す。「シリウス」を作ってから、さらに三つほど作ってから原画師さんは裏に潜ったんだよ。裏と言っても、ホームページを認証制にしたってだけなんだけどさ』

「どうしてそんなことを……？」

『ま、クライアントが気にくわなかったとか、あとはゲームユーザーからの評判が気にくわなかったとか、たぶん色々だ。気難しい人でさ。自分の望んだものだけを追い求めるようになったというか……』

「それでひとりでゲームを作るように？」

『そうだ。で、自分の認めたファンにしかゲームを公開しない。世間に公開した奴は、たとえそれが善意からの行動だろうともう二度とホームページには入れなくなる。だから、今は本当に限られた人にしか公開されてない。年に一度しかでないけど、凄まじいクオリティだしな。僕としても広まってほしいけど、この人の作るゲームができなくなるのは嫌だしさ』

「なるほど。一いち見げんさんお断りってヤツか。でも、お前は知ってるんだよな？」

『一応な……』

　だったら、まず、その人の今の絵を見てみたい。

「その人の絵を見せてくれないか？　当たり前だけど、絶対に公表はしない」

『ん、んー……。まあ、それなら……。メールで送るぞ。見たらすぐ消してくれ。信用しないわけじゃないけど、事故って外に出たら間違いなく僕が疑われるからな』

　少し待っていると翔也からメールが届く。すぐに添付ファイルを開いた。

　そして、その絵に、言い様のない安心感を覚える。

　その絵には『エターナル　イノセンス』の面影があったからだ。

「完璧だ」

　腕が鈍っていたり、絵が変わっていたりするかもしれないと不安に思っていたが、まったくもって杞き憂ゆうだった。不安に思ったのを失礼だったと感じたほどだ。

　これなら……。

「折り入って頼む、翔也。この人を紹介してくれ」

『あー、やっぱりかー……。話の流れ的にそういうことになるんじゃないかって思ったけど、どうしたんだよ』

「作りたいゲームがあるんだ。そのためには、この人以外の原画師はあり得ない」

　厳密にはゲームを作るわけではないが、それに匹敵するぐらいのことはする。

『ゲーム？　作る？』

「ああ」

『……………………………本気かよ？』

「本気だ。というか、やらないと俺が死ぬ」

『ちょ、ホントかよ！　誰かに脅おどされてんのか？』

「脅されてはいないが、ホントだ。二言はない。本当にこれは重要なことなんだ！　少しでも冗談だと感じたら、見限ってくれて構わない」

『………』

　翔也はまたも沈黙する。

　だが、それも少しの間だけだった。

『記憶がおかしくなっただの、幻の原画師を紹介してくれだの……。意味がわからん』

「翔也……」

『でも、ま、いいさ。そんなに言うなら紹介する。紹介するだけしかできないから、あとは自分でどうにかしてくれよな』

「充分だ！　ありがとう、翔也！」

『なんかわからんが頑がん張ばれよ。ただし、お前の希望が叶ったら学食でなんか奢れよな。そのくらいもらっても罰ばちは当たらないだろうし』

「わかった！　いくらでも頼んでくれ！　上から下まででも構わないぞ！」

『……絶対だな？』

「……ごめん。ちょっと盛った」

　そんな軽口を叩いたあと、俺は翔也との会話を打ち切った。

　それにしても、この世界では原画師さんが裏に潜るような事態になっているとは……。インタビュー記事も見たことがないから、どんな人かわかってないけど、なんというか意外だった。

　でも……。だとしたら、俺がいた世界では、そこからどういう経緯で『エターナル　イノセンス』を作ることになったんだろうか？

　原画師さんの求めていた何かが、『エターナル　イノセンス』にはあったのか？　あるいは、特別な人との出会いで運命が変わった？

　よくよく考えてみれば、シナリオライターの人も謎なぞだ。

　そもそも『エターナル　イノセンス』そのものが『ヒロインゲート』という新メーカーの製品だ。

『エターナル　イノセンス』を俺が投影したあと、彼らは確かに代替となるゲームを作っていたし、それはかなり昔に確認したことだ。そこに間違いはないはず……。

　どこで未来が食い違っていたんだろう……。

　そんなことを考えているうちに、翔也からメールが送られてくる。そこには原画師さんのものであろうインスタントメッセンジャーのアドレスが張られていた。最後に『ＧＯＯＤ　ＬＵＣＫ』とも書いてある。……翔也なりの気遣いか。

　俺はすぐにメッセンジャーにログインし、書いてあったアドレスを入力する。すると、原画師の名前が追加された。

　そして、反応がすぐに返ってくる。

『君が、都つ筑づき武たけ紀のり？』

　ウィンドウが立ち上がり、相手のメッセージが表示された。

　緊張してしまう。不安が心を浸食する。

　もし、断られたら――。

　いや。

　俺が諦めなければいいだけの話だ！

　頰ほおを張って気合いを入れてから、キーボードに指を走らせる。

『はい。そうです。お願いがあって、友人に無理を言いました』

　入力を終えると、すぐに返答。間がほとんどない。

『ゲームの原画をして欲しいとのことだが？』

『そうです。早急にお願いします』

『なぜ、俺なんだ？』

『彼女たちに吹き込む命の息吹いぶきの源は、あなたにしか作れないからです』

『命の息吹？』

『何を言っているのか、理解できないと思ってます。それでもあなたしかいないんです』

『断ったら？』

『頷いてくれるまで、お願いするだけです』

　そこで少し間が空いた。

　断られても諦めたりはしない。だが、時間が少ないことも無視はできない。ここでどうにかして、承諾がほしい……！

　緊張で頰に汗が流れる。

　そして、相手のメッセージが表示された。

『一〇〇〇〇〇〇〇円。一括前払い。それが用意できたら描こう』

　一千万……!?

『君が望む絵を描くのだから、それぐらいは安いはずだ』

　いくらなんでも無理な額だ。今の俺に支払える額じゃない。

『金が用意できたらまた連絡をよこせ。その時にまた詳しい話を聞く。では、今日はこれで失礼しよう』

　条件を満たせば、描いてもらうことができるとはいえ……。

　俺は再び、難問を抱え込むことになった。







　一千万円。

　一介の高校生が、気軽に手にできる額じゃない。

　ここから世界の統合まで、タイムリミットは最大で一週間。一日に約一四三万を稼がなければならない。

　どう計算しても、バイトでどうにかなる数字じゃなかった。

　そもそも一週間後に渡しても、それじゃグラフィックが間に合わない。渡した次の日に世界の統合が始まってしまっては遅いのだ。

　どうすればいい……？

　友人たちに、金を無心するか？　いや、それで集まれば苦労はしない。

　次の日の朝、俺はダメ元で父さんに尋ねてみることにしたわけだが……。

「仮になんだけど。俺が難病にかかったとして……。その手術に一千万必要だとしたら、父さんは、一括で出せる？」

「なんだいきなり？　まあ、難しいな。ある程度はかき集めることができるだろうが一括では足りないはずだ。あとは募金でどうにかするしかない。それにしても、いきなりなんだ。そんなことを聞いて」

「……ごめん、ただ好奇心で聞きたかっただけなんだ」

「変なことを聞くな。縁起でもない。まあ、一千万程度であれば、その時に払えなくても少しずつ返していくという形で必ずやるさ。お前のためならな」

　父さんの言葉が心に沁しみる。ありがたかった。大事にされているんだな、と感じる。

　だが、原画師さんの要求は一括での支払いだ。少しずつではない。後払いではダメなのだ。

　そんな大金の心当たり、あるわけがない。

　自分の部屋に戻り、椅子に座って考える。

「なんかないか……」

　とはいえ、ひとりで悩んでいたところで始まらない。誰かに相談してみるか。

　まずは南雲さんに聞いてみよう。

『うーん……。さすがに心当たりはないな。ポンと出せる額じゃないね』

　電話の向こうで南雲さんが唸った。さすがに額が額だからな。

「一千万円を手に入れる手段とか、なんかないですかね……」

『あったら僕も使いたいよ、そんな手段。競馬で五万円の元手が二億弱になったって噂うわさはあるけどね』

「ギャンブルじゃないですか……」

　いくらなんでもギャンブルに賭かけるのは……。

『都筑くんは未成年だし、賭け事も無理だしね』

　そういう問題でもない。でも、最終手段として一考はしておかないとダメなのか？

『沙耶。何かいい手段はないのかい？』

『金銭ですか。金融機関の数値を操作することは可能でしょうね』

　銀行口座の数値を直接弄いじるってことか……!?

『だとすれば、都筑くんの口座の数値を少々弄ってもいいんじゃないか？　こういう事態だし、手段を選べないだろうからね』

『その少々が難題ですね』

『難題？』

『私の本体は「例外エクセプシヨナルレイヤー」にあります。そちら側へのアプローチは困難を極めます。セキュリティが邪魔をするので、単純なことなら可能ですが金融機関に介入して操作をしても適切なことができるとは思えません』

『仮にやったら、結果的にどうなるんだ？』

『一兆から一京けい規模の金銭が、都筑武紀の口座に入る可能性があります』

　一兆から一京規模！　桁がおかしすぎる。

『さらに言えば、その口座にいきなり一兆が生まれるわけですから、不自然極まりないでしょうね。その額の因果を作り出すことができません』

『……それじゃ規模にかかわらず、クラッキングやシステム障害を疑われるね。間違いなく……。口座には振り込みがないと金が増えないはずだし』

　しかも、それで警察の取り調べなんかも起こった日には大きな時間のロスになる。そもそも、世界が統合されるまで拘束される可能性だってある。

『その際に当事者たちの記憶を操作するのも現段階では難しい。あなた方のいる世界にいる管理者たちも、現状ではレイヤー維持をするだけで限界が近いですから、緻ち密みつな介入は困難でしょう』

　何にせよ、金をぽんと作り出すような真似はできない、ということか。

『悪いね、都筑くん。何かいい手段を思いついたら、また連絡するよ』

　南雲さんと沙耶との通話を切った。

　そして、通話が終わってすぐに携帯の着信音が鳴り響く。

　ディスプレイは非通知だ。ということは……。

「もしもし」

『おはよう。高橋秀之です』

「お、おはようございます」

　やはり秀之さんだった。このタイミングで来たのはありがたい。

　こちらが話をする前に、秀之さんから説明が入る。

『聞きたいこともあるけど、忘れないうちにまずはこの通話の仕様から説明しておくよ。こっちとそちらの接続は二十四時間中、約一時間。一時間をどう使うかは自由。現状ではこっちからしかかけることができない』

「じゃあ、俺の方からかけることは無理なんですか？」

『そっちにアプリデータを送ることができればいいんだけど、今のところ上う手まくいかなくてね。結構でかいデータだからセキュリティが邪魔なんだよ。そっちに管理者の――沙耶さんだっけ？　彼女がいれば少しずつは送るって手段も取れると思うけど』

「さっきまで話してたんですけど……。すぐ伝えておきます」

　秀之さんは頼んだよ、と言ってから、話を次へと移した。

『何か変わったことはあった？』

「いえ。今のところ変わりはなく」

『じゃあ、困ったことは？』

　大いに困っている。とりあえず、話は振るだけ振ってみよう。案外、いい案を教えてくれるかもしれない。

「お金を一千万入手しなければいけなくなりまして……」

『一千万!?　なんだその額は一体？　ＦＸで親の金でも溶かしたのか。だからレバレッジの高い取引はヤバイから止めておけと……』

　秀之さんから素すっ頓とん狂きような声が上がる。無理もない。額が額だ。

「いくらなんでもそんな親不孝な真似はしませんよ。実は……」

　俺は秀之さんに事情を説明した。

『なるほど。「エターナル　イノセンス」のビジターを投影するために原画師、か。確かに方法としては正しいな。しかし、それで一千万か。ぼられてるようにしか思えないが……』

「どうにかして、手に入りませんか？　すぐには無理ですが、何年かかっても、必ずお返しします！」

　だが、秀之さんは唸る。答えが芳しくないことは明白だ。

『さすがに厳しいな……。そっちの世界の「俺」が、今の俺と同じ道を歩んでいればいけるかもしれないけど……』

「そうなんですか？」

『情報を手に入れるためには金も必要だったからね。もし、その金が全部余ってれば一千万には届くだろうが……。普通に生活している以上、「俺」は別の道を歩んでる可能性が高い。今の俺の仕事は目的のためにやっているものだからな』

「………」

　そして、秀之さんは今の仕事を語った。

　システムエンジニアであること。さらに詳しく話を聞くと、誰もが知っているようなインフラを作り上げる案件を手がけていた。衛星の大気圏突入プログラムなども手がけたことがあるらしい。

『聞くだけは聞いてみるといいかもしれないが、おそらく望み薄だろう。他に何か心当たりはないのか？』

「残念ながら……」

　特にまだ閃ひらめきもない。

『ん……？　あれ……？　さっきまでここにいたのに……』

　電話口からいきなり妙な声が上がる。

「どうしたんですか？」

『あ、いや。暎えい那なちゃんがどっか行っちゃったみたいでさ』

　まあ、電話をしているだけだから、彼女も暇だったのかな？

　ひどく心配そうな声色だったが、咳せきをひとつして『まあ、なんにせよ、だ』と前置きし、

『とはいえ、描いてもらうという前提で動いた方がいい。時間があるときは必ずシナリオを作っていた方がいいと思う』

「わかりました。こちらの準備は整えておきます」

　どちらにしろ、シナリオは必須になるのだから、作っておかなければならない。

『あー、あと、そっちの世界の「俺」と話すなら……』

　こちらの世界の秀之さんと話す時の相談をしてから、制限時間を三十分ほど残して俺は通話を切った。







　こちらの世界の『秀之』さんは無心できるほどの金を持っていないということだが、それでも『カスタマー』であることには違いない。

　どういう人なのかはわからないが、それでも話だけはしておきたい。力になってもらえるかもしれないしな。

「どうやって会えば……」

　と考えて、すぐにそれが簡単だということに気付く。

　よくよく思い返してみれば、高橋のお兄さんなのだ。あまり実感がないのだけど……。

「それならそれで話は簡単だよな……」

　俺は携帯を取り出して高橋に電話する。まだ病院かもしれないけど、繋がらなかったら病院に直行しよう。

　しかし、俺の心配は杞憂だったようで、すぐに出てくれた。

『おー、どしたー』

「急にごめん。えっと、病院は？」

『もう検査も終わって、異常なしだったから退院したよ。いつまでも寝てるのは退屈だしな』

「そっか」

『電話してきたってことはなんか用があるんだろ？　ほら、遠慮しないで言ってみな』

　話が早くて助かる。

「秀之さんを紹介してくれないか？」

『断る』

　早ッ！

「一秒もしないうちに断られるとは思わなかったけど、本気でお願いしたいんだ」

『えええ～……』

　本当に嫌そうだなぁ。なんでここまで兄妹仲が悪いんだろう。いや、秀之さんは高橋を大事に思ってそうだし、高橋もなんだかんだで秀之さんのことを気に懸けているような気はするけど……。照れ隠しなのかなぁ？

『……包み隠さず、お前のことを伝えるからな。何があっても恨むなよ』

　そんな物騒なことを言いつつも、高橋は秀之さんとの連絡を取ってくれた。

　待ち合わせまで少し時間が空いたし、あっちの秀之さんの言っていた通り、今のうちにシナリオを書いておこう。

　それにシナリオだけじゃなくて、設定の方も書いておかないとな……。







　高橋と待ち合わせて、最寄り駅近辺の喫茶店へと移動する。

　ちなみに今日の高橋の私服は、以前見たようなカッコいいものではなく、どちらかと言えば可愛らしいものだった。何気にときめいてしまったのは内緒だ。

　喫茶店に入り、ふたりでコーヒーを注文し、しばし秀之さんを待った。

　そして、

「あ、来やがった……」

　高橋は嫌そうに言う。

　振り返って入り口を見ると、ベルと共に扉が開き、こちらの世界の秀之さんが来店した。

　すぐにこちらを見つけて、席へと向かってくる。

　高橋はといえば、その瞬間席を立って、俺の隣に座った。なんというかこれ見よがしに。それを見た秀之さんのボルテージが上がった。表情で丸わかりだ。

　秀之さんは対面に座る。

「初めまして、高橋秀之です。愛ちゃんの兄やってます」

　若干、声が震えていた。きっと怒りが原因だ。胃がきりきりしてくるな……。

「愛ちゃんって言うのやめろ、馬鹿。あー、武紀。兄だ。誠に不本意だけど、実の兄で困ってる」

　そんな軽いジャブなやりとり。

　それが終わってから俺も自己紹介をする。

「都筑武紀です。その――」

「あたしの恋人だ」

　俺が照れくさくて一瞬言い淀んだ単語を、俺の代わりにあっさりと告げる。

　当然、秀之さんのボルテージはあっという間に最高潮だ。

「ま、まあ、聞いていたから知ってたけど。そうかそうか……」

　先程来たコーヒーを飲む秀之さん。その手がカタカタ震えている。カップの取っ手がポキッと折れても不思議じゃない。












　とりあえず、要件をさっさと言ってしまった方が良さそうだ。

「不ぶ躾しつけにお尋ねしますが、『設定者』あるいは『カスタマー』という言葉はご存じですか？」

　それで秀之さんの表情が明らかに変化する。

　どこか狼狽うろたえたような、そんな表情だ。

「君は、それをどこで？　まさか、あの恩恵を受けた同類か？」

「話せば長い話になるんですが……」

「そもそも、どういう経緯で俺を呼び出したんだ？　どうも恋人の報告ってわけじゃなさそうだけど……」

　俺の横で高橋が「そんなことで呼ぶわけねーだろ。言う必要ねーし」と、悪態を吐ついていた。高橋の言い分に秀之さんも心当たりがあるようで、すぐにこちらに目的があることを察してくれた。

「今はか細い奇跡をたぐり寄せている最中なんです。そのために無理言って、あなたを呼んでもらいました」

「もしかして、あのことを愛子に話したのか？」

「話しました。包み隠さずすべて、です」

　秀之さんが溜息を吐く。

「あー、愛子。俺の話も聞いてる？」

「いや、聞いてない。けど、お前がそうだったからって別に軽けい蔑べつしたりはしねーよ。紫し乃のさんも優しいしな」

　そして、秀之さんはこちらを見る。

「話してくれ。まずは状況を整理したい」

　その言葉を聞いて、俺はすぐに説明を始めた。正直、世界の統合とか、傍から聞いていたらとてもじゃないが正気を疑われてもおかしくないが、秀之さんは静かに耳を傾けてくれている。

　しかし、さすがに話が大きすぎて信じることができないようだった。

「噓うそを吐いていないのはわかるんだけど……。さすがに眉まゆ唾つば物ものかな……」

「なんでだよ。この前、人が消えたり、倒れたりしたろ。あれ前兆だぞ」

　前兆というか、南雲さんの仕し業わざなんだけど……。

　しかし、それでも秀之さんは納得してくれない。

　そこへ電話がかかってくる。非通知だった。

　秀之さんが無言で頷いたので、「ちょっと、失礼します」と言ってから、通話ボタンを押した。

「……もしもし？」

『や。そろそろ、そっちの世界の俺と話してる頃合いだと思ったけど、どうかな？』

「え、ええ。はい」

『信じてないんじゃない？』

「まあ、そうですね……。上手く説明できなかったみたいで……」

『いや、どれだけ説明しても無駄だよ。システムはすぐ信じたくせに、自分の手に負えないようなことは信じない質たちだから、俺』

　自分自身をわかっているということなのか、その言葉は妙に説得力があった。

『代わってくれ』

　俺は秀之さんに携帯を手渡す。

　秀之さんは訝いぶかしみながら、携帯を耳に当てた。

「え……？　俺？　俺の声？」

　戸惑った声が漏れる。まあ、相手が自分だったら当然だろう。

「証拠があるのか？」

　疑わしさ全開で会話をしているようだ。しかし――。

「なっ……!?」

　驚きの声が上がる。

「そこまで……!?」

　喫茶店の中はそこまで暑くないはずなのだが、秀之さんは汗をかき始めている。なんだ？　何を話しているんだ？

「おまっ……！　俺の秘蔵コレクションの隠し場所をなぜ言い当てられる？　本気で俺なのか？」

　さらに、そこへ――。

「ちょっと秀之、まだあの秘蔵コレクション残ってたの？」

　ひとりの女性が横にいた。腰まで届くような長髪に、すらっとしたスタイル。はっきり言えば、とても美人だった。

「あ、紫乃さん。来てくれたんだ」

「ええ。愛子ちゃんの頼みだもの。秀之が何するか不安だったしねー」

　高橋とその紫乃と呼ばれた女性は和やかだ。しかし、秀之さんは顔面蒼白になっている。

「し、紫乃!?」

「で、秀之。どこにあるのかしら？　その秘蔵コレクションとやらは。中身によっては、ちょっとお仕置きが必要よね」

　サディスティックな笑みを浮かべる。秀之さん、この人に弱そうだなぁ……。

　秀之さんは、携帯と女性、どちらを優先するべきか迷いながらも、

「まずは話を済ませてからでいいわよ」

　という一言から携帯でぼそぼそと話し始めた。

　女性は秀之さんの隣に座り、俺を見て笑顔を浮かべる。

「初めまして、紅くれ沢さわ紫乃です。紫乃でいいわよ。この人の妻やってます。よろしくね」

「は、初めまして。都筑武紀です」

「なるほどね。君が愛子ちゃんの恋人かぁ。噂はかねがね聞いてるけど……。ちょっと浮気性みたいね？」

　高橋を見ると、少しばつの悪そうな顔をしていた。

「秀之には言ってなかったけど、紫乃さんには何回かお前のこと相談してたんだよ……」

「幼おさな馴な染じみに取られるかもしれないって聞いてたから、何度も当たって押し倒せって言ってたけどね」

　当たって押し倒せ、って……。

「当たって砕けるなんて嫌じゃない。だったら、当たって押し倒して既成事実作った方が思いも伝えられるし、一石二鳥でしょ？」

　そうなのかなぁ……。

　告白を受けたのは俺じゃなくて、この世界の『俺』だけど、この人の後押しがあったから、高橋は告白してくれたのだろうか。

　だとすると、元の世界ではこの人の後押しがなかった？　いや、そもそも佐さ崎さきが傍にいなかったから相談もしていなかった？　あるいはこの人自身が――。

　あれ？　そう考えると、俺がいた世界での秀之さんの行動って、もしかして……。

　……いや、それは置いておこう。どっちにしろ、無ぶ粋すいな勘かんぐりだ。

「込み入ったことになってそうだし、私には何もできないけど……。愛子ちゃんを悲しませるようなことだけはしないでね」

「はい、もちろんです」

「なら、よし」

　紫乃さんは満面の笑みを浮かべた。

　そこで秀之さん同士の話が終わったらしい。だが、秀之さんは携帯を俺に返さずに紫乃さんへと手渡した。

「なんか話があるらしい」

「え、私に？　誰が？　なにかしら……」

　不思議そうな顔をしたまま、紫乃さんは携帯を耳に当てる。

　だが、少しして首を傾げて、携帯を俺に戻した。

「どうかしたんですか？」

「うーん……。無言のまま切れちゃった」

　秀之さん、やっぱり……。いや、今は考えるまい。

「とりあえず、君の話は信じよう」

　向こうの世界の秀之さんは、しっかりと説明をしてくれたようで、俺の話を信じてくれた。

　しかし、その表情はどうにも悔しそうなものだ。

「悪いが俺はあっちの世界の俺ほど大層な人間じゃない。プログラムは大学で軽く習った初歩的なことしか知らないし、仕事だって普通だよ。金が欲しいと言われても、ね。俺が欲しいぐらいだしなぁ。出せるなら出したいとは思うけど、そんな余裕はないよ」

「どうにかできないのかよ。別にお前じゃなくてもいいんだ」

「知り合いにもいないよ、そんな一千万とかポンと出せるやつ」

「義よし人ひととか、頼めば取ってきてくれそうだけど」

「どこからだよ……。まあ、あいつの場合、しれっと銀行強盗ぐらいやってのけそうだから困るけど」

「むー……」

　こればかりは仕方ない。無茶を言ってるんだからな。

「無茶な頼みを言ってしまってすいません」

「いや、こちらこそ力になれずに申し訳ないね。君の言っていることを疑うわけでもないし、力を貸したいとも思っているけど無い袖は振れない」

　そんな形で話は終わった。

「役立たず」「甲か斐い性しようなし」

　そんな高橋と紫乃さんの厳しい言葉が最後に飛んで、秀之さんはとてもヘコんだ。

　しかし、

「何か手を貸せることがあれば言ってくれ。力になるよ」

　と心強いことを言ってくれたので、協議の結果、俺が書いたシナリオの誤字脱字チェックをお願いすることになった。

　元々、ギャルゲーをやってた人だし、頼りにさせてもらおう。







　秀之さんたちとの話も終わったその帰り、母さんから電話が来て『大根と醬油を買ってきて』と言われたのでスーパーへと寄る。

　そう言えば前回、この時間に来た時に――。

「智とも樹きさーん。この調味料買っていい？」

「それ、うちで何に使うんだ……？」

「あんまり考えてないけど、ちょっとチャレンジしたいんだ」

　と、またも見つけてしまった。仲なか睦むつまじく会話していたのは、武杉さんと春はる奈なさんだ。

「あー、都筑くんだー。こんにちは」

　そして、見つけられてしまった。

　武杉さんと春奈さんが買い物かごを携えてこちらにやってくる。

「また会いましたね。このスーパーにはよく来るんですか？」

「ああ、家から近いしね。品揃えも悪くない。専門的なものになったら車を出して買いに行くけど、日用品だったらここが一番いいよ」

　だとしたら、俺ももしかしたら元の世界でニアミスしていたのかもしれないな。でも、元の世界の武杉さんが今の場所に住んでいたかどうかはわからないけど。今はアメリカに行って――。

「あ……」

　思い出した。

　一千万円の、心当たり。

「どうしたんだい？」

　武杉さんが不思議そうに尋ねてくる。

「いえっ、ちょっと思い出したことがあるっていうか。すいません！　後で喫茶店に行かせてもらっていいですか!?」

「僕はちょっと戻るのが遅くなるけど、それでもよければ――」

「ありがとうございます！」

　今すぐ確かめる必要がある。

　俺は大根と醬油を清算し、すぐに家へと駆け戻った。




　　　　　◆




　春はる海みは手持ちぶさただった。元気なくテーブルに突っ伏しており、同居人の麻衣を心配させていたりもするのだが、そこに気が回らないほど気落ちしていた。

『エターナル　イノセンス』のレイヤーは未だに分割されたままとなっている。武紀とまた会えることを祈ってはいるが、何しろ情報は少なく、できることを模索しようにも、何も思いつかない。

　武紀のためにいくつかの新しい料理や新しい菓子を開発したりしていたが、逆にいえばそれぐらいしかやることがない。帰ってきた時にできることしかできなかった。

　それが、心苦しい。

　――たーくんに、いっつも重石を乗せてばっかりで、わたし何もできてない。

　もしものことを考える。

　以前の誘拐騒ぎの時。

　あの時にもし武紀が引き留めなかったら。

　どうなっていたのだろう、と。

　――きっと、消えてたよね……。

　物語が武紀という中心人物から離れてしまえば、そこで『ビジター』は役目を終える。『アカシックサーバー』へ送られていただろう。

　春海は、そんなことを想像していた。

　だからこそ、引き留めてくれたのを嬉しく思う。

　共に歩もうと言ってくれるのも嬉しかった。

　だけど、足あし枷かせになるのだけは嫌なのだ。

　――わたしにできることは、本当にないの？

　そんなことを考えていると、不意にインターホンが鳴り響いた。

　すぐに玄関に向かい、扉を開ける。

　そこには暎那がいた。

「暎那ちゃん？」

「こんにちは」

　ぺこりと行儀よく挨拶する。

「どうしたの？」

「仏壇の引き出しの中にあるもの。それを見せてほしい」

　言われて、春海はすぐになんのことかを理解した。

　暎那を家の中にあげて、仏壇へと案内する。引き出しを開けると、確かに暎那が目的としていた物はそこにあった。

「やっぱりここのレイヤーにあった」

「どういうこと？」

「都筑お兄さんはきっとこれを望む。考えは最終的にこれに行き着くはず。でも、ベースレイヤーになかった。だから、これと一番関係の深い春海お姉さんのレイヤーに来た」

　すぐに話は飲み込めなかったが、春海は朧おぼろ気げながら理解する。

「これが、必要なんだね？」

　こくり。暎那は静かに頷うなずいた。

「これをどう扱うかは、都筑お兄さんと春海お姉さん、あるいは夏なつ海みお姉さんだけが決められる。でも、今はここにあるから春海お姉さんに使っていいかどうか聞きたい」

　春海からすれば、答えは最初から決まっていた。

「もちろん。たーくんが困ってるなら、気にせずに持っていって！」

　暎那が引き出しに入っていたものを抜き取る。

　そして、何事か唱え始めた。

「Ｎｏ．８７。上位権限取得。物質転送。……エラー」

　しかし、暎那はすぐに困った表情となる。

「ど、どうしたの？」

「セキュリティが邪魔で届けられない」

　武紀のいる世界と、こちらの世界にあるというセキュリティ。

『メーカー』がその権限を持つのだが、本来『フェアリーテールシステム』が持つはずの権限が、今はない。

「無理矢理送るのも困難。データ量が大きい」

　セキュリティに穴はある。だが、それは小さく、大きなデータは通すことができない。紙切れのような一枚と言えど、その情報量は大きかった。

　頭を悩ませている暎那に春海は思いついたことを話す。

「ねえ。前、この指輪のおかげでわたしたちは助かったって言ったよね？　『接続媒体リンクカタリスト』って言ったっけ？」

　指輪を外し、暎那にそれを見せた。

　暎那は少し考えた後、こくりと頷く。

「想って」

　春海は指輪を手にして、祈る。

　懸命に、懸命に……。

　武紀から見れば、立場は姉だ。

　本来であれば、弟を想うなど許されない。

　それでも。

　――好きなんだから……！　抑えられないんだから……！

　弟であり。

　好きな人でもあり。

　どちらかひとつに絞ることもできない。

　姉という立場も捨てられないし、恋人という立場とて諦められない。

　自覚する。

　――わたし、欲張りだ……。

　それでも、信じる。信じられる。

　こんな自分でも、武紀は受け入れてくれるということを――。




　　　　　◆




　家へと戻るその道中、メールが来た。

　メールのアドレスはとてもデタラメだったが、本文は読める。




　Ｆｒｏｍ　Ｎｏ．３８

　Ｎｏ．８７経由で受け取った物質転送命令コマンドを実行しました。十分後に物質が届きます。




　沙耶からのメールだ。Ｎｏ．８７経由ということは、暎那ちゃんが沙耶に依頼したということになる。

　暎那ちゃんが沙耶に頼むことと言ったら……。

　そして、物質転送命令。何かをこの世界へと送ったということだろう。

　向こうから俺のために送るもの……。

　考えられるものはひとつしかなかった。

　それはきっとただの願望に過ぎない。

　でも、もしかしたら、暎那ちゃんは俺が困っている事情を汲んでくれたんじゃないか？

　俺は走るスピードをさらに上げる。

　俺の予想が合っていれば、これで解決する！

　家に戻り、靴を適当に脱ぎ捨てて、すぐに居間に行く。いきなり入ってきたことで父が目を丸くしていたが、それに構っている暇はない。

　仏壇の前に正座した。

　沙耶からのメールが届いてから、あと数秒で十分が経過する。

　注視していると、引き出しからほんのりと薄く光が漏れた。

　光が収まってから仏壇の引き出しを恐る恐る開く。

　そこには以前見たことのある紙が入っていた。




『僅わずかばかりだが、迷惑料として小切手を同封させてもらった』




　以前、元の世界で武杉さんが春はる姉ねえと夏海の誘拐を企てた事件。その際にもらった小切手だ。

　小切手を手に部屋へと戻る。

　そこへ電話がかかってきた。相手は沙耶だ。

『目的のものはありましたか？』

「ああ。暎那ちゃんにありがとうと伝えてくれ」

『了解しました。それと、Ｎｏ．８７から追加で伝言です。春海お姉さんのおかげです、と』

　春姉のおかげ？

『目的の物は都筑春海のレイヤーにあったようですね。そして、彼女があなたを想うことで、その小切手がここにあるということです』

　そうだったのか……。

「春姉、ありがとう……！　そう伝えてくれ」

『Ｎｏ．８７経由でそうしましょう。では、失礼しますよ』

　沙耶との通話が切れる。

　あと、やるべきことはひとつだけだ。







　小切手を手に入れた俺は、スーパーでの言葉通り、武杉さんの喫茶店へと向かった。

　三が日は休みなのか、クローズドの札がかかっていたが、たまたま外にいた春奈さんに中へと通してもらった。

「智樹さんはまだお出かけ中だからちょっと待っててね」

　春奈さんと一緒にテーブルに着く。

　コーヒーとクッキーを出していただいた。

「どんな話をしに来たの？」

「………」

　考えた上でここに来たけど、やっぱり一千万円を借りに来たとか言えないよな。

　ここで小切手を使うということは、この世界の武杉さんの一千万を使うということだ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』にいる武杉さんのお金ではない。

　……いや、今更何を躊躇ためらっているんだ。どちらにしろ頼まなければならないのに……。

　しかし、まだまだ心の中にわだかまりは残ってる。

　小切手は使うまい、と決意していたからだろうか？　だけど、今使わずしていつ使うっていうんだ。どうしてもなんらかの事情でお金が足りなかった時にだけ使わせてもらおうとも誓っていたはずなのに……。

　結局、即決ができない。優柔不断なのはいつまで経っても変わらないな、俺は……。

「智樹さんに迷惑がかかるような話なのかな？」

　女の人特有の勘なのか、あるいは俺が怪しく見えたのか。完全に見破られていた。あまり怒ってはいなさそうだけど……。

「正直、間違いなく迷惑がかかると思います」

「都筑くんは、それでも智樹さんに――ううん、智樹さんじゃないと駄目だと思ったんでしょ？」

「はい……」

「……話を聞いてみないことにはわたしからは何とも言えないけど、わたしの見てきた智樹さんはずっと正しいことをしてると思ってる。だから都筑くんに理由さえあれば、ちゃんと話を聞いてくれるはずだよ」

　春奈さんは満面の笑みだ。よほど武杉さんを信頼しているのだろう。

　依存とは違う。

　武杉さんをちゃんと見てきて、その上で武杉さんの力になっているんだ。

「好きなんですね」

「もちろん。だから結婚したんだよ？」

　春奈さんは、少し照れたように言う。その様子はとても可愛らしかった。しかも挙動や習性が春姉にそっくりで、微笑ほほえましくなる。

「ただいま。……って、おや。都筑くんじゃないか。早かったね」

　そこへ武杉さんが帰ってきた。

「智樹さんに話があるみたいだよ」

「僕に話？　まあ、先程のスーパーでの言葉からそうであろうと思ってたけど、何の話だい？」

　武杉さんは春奈さんの横に座る。

　もう逃げられない。それにもうこのことに対して頼れるのは、武杉さんしかいない。

　どんな犠牲を払おうと、今すぐに一千万円をどうにかするには……！

　俺はテーブルに頭を付けるぐらいに下げた。

「お願いします。一千万円を俺に貸してください！」

「ほう、一千万円を？」

　いきなりの頼みにもかかわらず、武杉さんはまったく動じずにいる。

　俺は事情を説明した。

「ある人の力を借りるために、一千万円が必要なんです。一括で渡さなければいけない。だから、まとまった金が必要なんです」

「ふむ……。しかし、なぜ僕のところに来たんだい？　僕が一千万円を一括で出せるという根拠があるのかな？」

「俺がいた世界でくれたんです。小切手を……」

　小切手を取り出し、武杉さんに手渡す。

「これは……」

　武杉さんはマジマジと小切手を凝視した。

「これを、僕が？」

「はい……。その……。迷惑料、だと言って……」

「なるほど。誘拐を企んだということだしね。そんな犯罪じみた真似を金ですませるあたり、いかにも歪んでしまった僕らしい」

「それでその小切手を、こちらの世界で使わせて欲しいんです。きっとこの世界のあなたもやり手の人なのだと、話していてわかりました。こちらの世界の武杉さんにはまったく関係のない話だということは重々承知しています。でも、いつか必ず返します……！　だから、お願いします！」

　現時点ではこの小切手のみが唯一、俺の希望なのだ。

　だから、武杉さんにはどうしても承諾してもらう必要がある。もちろん、こちらの武杉さんに、それだけの貯蓄があればの話だが……。

　武杉さんは、少しだけテーブルに身を乗り出し、諫めるように語る。

「返す、か……。君もわかっていると思うが、一千万円という数字は容易に稼げる額ではない。これから一カ月ずつ五万円を返すとしても十六年という歳月がかかる。少しずつ、返せる額が多くなるとしても、よほど上手くいかない限り、その間ずっと生活に枷がはまったままになる。それでもいいのか？」

「いいわけがありません。俺の生活に支障が出るということは、みんなに苦労をさせてしまうということです。ただ、それでも……！　みんなを失うわけにはいかない。ここで踏みとどまるために、その金がいるんです……！」

「君のヒロインたちをこちらに迎え入れるため、というわけかな？」

「そうです……」

「聞いてなかったが、あれからどうなったのかな？　君は何となく答えが決まってそうだけど……。春奈がこの前、消えたことと関係がある？」

　南雲さんが起こしたあの事件か……。

「あの時、何が起こったのか。君は知っているのか？」

　知っている……。

　今、俺が抱えている話をすべて話すべきだろう。少なくともこの人たちは世界の統合と無関係ではないのだから。

「また、途方もない話になりますが……」

　そして俺は語った。『フェアリーテールシステム』のことを。ふたつの世界のことを。それに対する、俺の結論を。

　武杉さんと春奈さんは茶々を入れることもなく、静かに聞いてくれた。

「ふたつの世界の統合、か……」

　武杉さんがしんみりとそう呟く。

「君に迷いがある場合、最終的には世界が消滅することまで考えられる、ということだよね？」

「そうみたいです。俺はその話を聞かされているだけなので……。ただ、その時が来たときに後悔だけはしないように動いてます」

「君がどちらかの世界を選ぶのではなく、『統合』を選んだのは両親と……それに僕たちのせい、かな？」

　武杉さんは探るような視線を向けてきた。

　俺はその視線から目を逸らさずに語る。

「……俺はみんなが笑った顔が見れればよかったんです。でも、どちらかの世界では誰かが悲しむことになる」

「だけど、その変化に気付くのは君だけじゃないのか？」

「はい。だから結局、俺の自己満足でしかないです。それでも、俺は自分の理想の世界を追い求めたい……！」

　そこへ春奈さんが口を挟んだ。

「わたしも、そういう方がいいかな。たとえ自分自身が気付けなくても、みんなが笑ってる方が嬉しいよ」

　その発言に、武杉さんは笑みを浮かべて頷いた。その表情はまるで少年のように爽やかだ。

「いいだろう。一千万円、君に委ゆだねよう」

「いいんですか!?」

　先程も言ったように破格の金だというのに……。

「春奈がそっちの方がいいというなら、僕もそっちだ。それにそっちの世界の僕が君に迷惑をかけたのは確かみたいだしね」

「でも、こちらの世界では……」

「気にしないでくれ。君の話が実現した場合、いずれ僕はそちらの世界にいる僕の業も背負うことになる。先払いするだけだよ。そして僕も君の理想に乗りたいんだよ。それに……」

「それに？」

「君は僕と春奈の絆きずなを守ってくれるんだ。僕も君のその意志に応えたい。その小切手、有効に使ってくれ。ただし、統合に失敗した時は返してもらおう」

　武杉さんから小切手が手渡される。

　感謝してもしきれない。

「ありがとうございます！」

　そんなありふれた言葉で返事をするのが精一杯だった。







　これで準備は整った。

　あとはこれを原画師さんに渡すだけだ！

　部屋に戻ってからパソコンを起動し、インスタントメッセンジャーを立ち上げる。

　俺がサインインすると、原画師さんもサインインしてきた。

　そして、俺がメッセージを打ち込んでいると、先に相手側からメッセージが送られてくる。

『金は用意できたのか？』

　打ち込んでいたメッセージを消して、返答を打ち込む。

『はい。小切手なんですけど……』

『小切手か……。まあいい。まずは小切手の写真を添付して送れ』

　小切手の写真要求とはいまいち意図がわからないが……。

　とりあえず言われた通り、俺は写真を撮ってその画像ファイルを送信した。

　すぐに反応があるかと思ったが、少し待ってみても反応がない。

『どうかしましたか？』

　三分以上待っても反応がないため、俺はメッセージを打ち込んだがまったく反応がなかった。

　写真を見て本物かどうかを見極めるにしては長い気がする。

　さらに待ち、その二分後。

『本物だと確認できた。まさか本当に持ってくるとは思わなかったな。なにが、そこまで君を駆り立てる？　容易な金額ではないぞ』

　メッセージを返す。

『本気だからです。自分では用意できませんでしたけど、それでもあなたの絵が絶対に必要だからこそ、頼み込んできました』

　さらに返答がきた。

『正直に言えば、適当に断るための口実だったのだがな。まあ、いい。その心意気を買って話は聞こう』

　やった……！　大きくガッツポーズを取る。

『よろしくお願いします！』

『……まずは話を聞くだけだ。描くと決めたわけじゃない。何かシナリオがあればよこせ。あるいは設定でもいい』

　設定のテキストと、シナリオのテキストをメッセンジャー経由で送る。

　それからしばらく無言の状態が続いた。

　そして、次のメッセージは先程までと同じように表示される。

『君は、この設定をどうやって思いついた？　どこから手に入れた？』

　その内容は些いささか今までと異なり、メッセージからはどちらかと言えば狼狽している雰囲気を感じた。

　少し怖いところもあるが一部だけでも事実を伝えよう。それがこの原画師さんへのせめてもの誠意だ。

『このゲームをやったことがあるからです。だから、これは本来あったはずのゲームを作り直しているんです』

　そう答えると、すぐに返信が来る。

　もしかしたらきちんと説明する必要が出てくるのかと思っていたが、そうではなかった。

『この設定のゲームを企画したことがある。だが、コンペで負けた』

　コンペって確か、いくつもの企画を集めてその中で一番いいと思ったものを選ぶとか、そういうやり方だったかな。翔也から聞いたことがある。

　もしかして『エターナル　イノセンス』のシナリオって、この人が作ったものなのか？　原画とシナリオを兼任する人は少なからずいるってことだけど……。

『原画師の知名度って点で選ばれなかったらしい。あの時は絶望したさ』

　原画師の知名度……。

　選ばれずに作られなかった『エターナル　イノセンス』。

　もしかして、事故で狂ったのは――。

『まあ、そんな話はいいな。ちょっと書きすぎた。忘れろ』

　俺が何か入力をする間もなく、原画師さんはメッセージを紡つむぐ。

『最後に質問をする。俺の質問に俺の望む答えを言えば引き受ける。ただし、俺の望まない答えを出したり、返信が遅くて悩んでいるそぶりが垣間見えたりすれば、そこで終了だ。どれだけ頼み込まれようと俺は絶対に描かない』

　心臓が早鐘のように鳴り始める。

　俺は原画師さんの質問を待った。

『君にとって、二次元キャラとは何だ』

『俺の未来そのものです』

　五秒も経たずに返答する。

　噓偽りない俺の気持ちだ。『エターナル　イノセンス』のみんなは、元は二次元キャラだった。俺はその時からずっと彼女たちを愛している。投影されてから、彼女たちにもっと惚れ込んだ。

　断言したっていい。

　たとえ現実に投影されていなかったとしても、俺が彼女たちをずっと愛して、幸せにしようとしていたのは変わらなかっただろう。

　それからまたもや間が空いた。

　そして、答えは――。

『いいだろう。充分な答えだ。彼女たちにそこまで傾倒できていれば、君を信じてやってもいい』

　よかった！　安あん堵どの溜息が漏れる。

『ありがとうございます！』

『では、スケジュールをよこしてもらおう』

　俺は自分のシナリオ作業の予定と合わせ、こちらの希望を伝えた。

『わかった。仕事を受けたからには完璧に仕事をこなす。彩色の方は依頼することになるが、最終的に俺がチェックしておかしなところがあれば修正する。まあ、せいぜい厳しい目でチェックするといい。できるものならな』

　そして、俺と原画師さんのチャットは終わった。

　大きな前進。

　あとは俺がシナリオを頭から出力するだけだ！
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　原画師の人に描いてもらえるようになってからは、とても忙しくなった。

　まず、三ＭメガＢバイトのテキストを一週間で書かなきゃならないのだ。

　ただ、これは沙さ耶やの説明から、削減できることがわかった。

『投影するに当たって、主人公の台詞せりふやモノローグは必要ないでしょう』

　言われてみればもっともな話だった。

「じゃあ、みんなの台詞だけでいいのか」

　かなり大きな削減だった。ただ、主人公と会話している時だけは、リアクションが重要となるため外せないらしい。

　それでも、これでほぼ半分の量となる。余裕を持ってできる分、丁寧なテキストが書けそうだった。

「正まさ樹きの投影はできないのか？」

　主人公のモノローグを入れれば、そんなことができるのかもしれない。

　ふと、そんな考えが浮かんだ。

『投影できるでしょう。ただし、それはあなたと接していた真さな田だ正樹とは別人となります。複雑な話になりますので説明は省略しますが、敢あえて語るとすれば魂たましい――クラスが違います』

　俺のよく知る正樹を投影することは不可能ってことか。

　それに投影してどうするんだ。俺の思い込みでしかないかもしれないけど、あいつは投影を望まない気がした。

　あいつは俺と共に生きることを承諾したのだから……。

「わかった。主人公の台詞は必要な部分以外削ろう」

　他に何か削れる部分はあるかどうか尋たずねる。

『あとは、明石あかし葵あおいのテキストも削ってしまっても問題ないでしょう。「ビジター」ではありませんからね』

「あ、そうか」

　ゆうきは明石葵の言葉遣いをしているが、あれはあくまでゆうきが真似ているだけだ。明石葵の性格が乗り移っているわけではない。

　しかし、ひとつここで疑問が残る。

「ゆうき……」

　沙耶も言ったとおり、彼女は投影された側ではない。投影した側だ。

『伊い藤とうゆうきは差異が大きすぎます。現状のままでいけば、容姿はこの世界のものに戻るでしょうね』

「記憶は、統合されるのか？」

『正常に処理されれば「現実補正リアリテイ・デバイス」で記憶の統合は可能です』

「そうか、それなら……。手元に明石葵のデータがあれば、統合後に容姿を戻すことができるはずだよな」

　しかし、そう簡単な話ではないらしい。

　沙耶の話をさらに聞く

『容姿は同一であることが望ましいです。「現実補正リアリテイ・デバイス」はレイヤー上と、それを投影した元世界の差異を埋めるもの。容姿に多大な差異がある場合、同一人物と認識できない可能性があります』

「……望ましいどころの話じゃなくて、同一でないと危険があるって事じゃないのかそれは？」

『それすらも、わかっていないということです。同一である方が、未知の処理に踏み込む必要がないということです。身長や体重程度ならどうにでもなりますが、基礎構造そのものが違います』

「なんでわからないんだよ」

『我々は想定した内容しかシミュレーションを行いません。そこから外れた場合の想定をしていないのです』

「今からやるのは……」

『以前も言いましたが、こちらの世界ではシステムの余力がありません。レイヤーを維持するだけで手一杯なのです』

　つまり、事ここに至って、ゆうきを――。

　いや、ゆうきだけではない。藤ふじ田たも容姿を改変している。

　要するに、容姿を改変している『カスタマー』を、ふたつの世界で同一にしておく必要があるということか。

「容姿を改変している『カスタマー』は、ゆうきと藤田だけか？」

『そうですね。容姿改変はそのふたりのみです。レアケースですよ』

　ふたりとも進んで、容姿改変を望んだはず。

　であるならば――。

「統合前に一時的な投影をする際に、この世界のふたりが容姿改変を受け入れればいいということか」

『あるいは、「例外エクセプシヨナルレイヤー」上の彼らが容姿改変を切ることですね。その方が容易ではあります』

「こちらの世界で容姿改変をすることに、何か不都合は？　『カスタマー』の条件を整えていない、とか……」

『この世界の「伊藤ゆうき」も「藤田大だい輔すけ」も、「カスタマー」の条件が整っています。しかし、容姿投影をするにはふたつの条件があります』

「条件？」

『まずはグラフィックがこの世界に存在すること』

　なるほどな。だが、これは問題ない。『エターナル　イノセンス』の明石葵は原画師さんが作ってくれる。『メモリーロンド』は、ゲームそのものが投影されないまま、この世界に存在している。ここに障害はない。

「もうひとつは？」

『もうひとつが、それになりたいという願望です』

「願望？」

『「フェアリーテールシステム」は、願望を叶えるという体てい裁さいを取っていますからね。そうありたいと望まない限り、無理矢理叶えるようなことはしません』

　無理矢理、改変したりすることがない？　それはちょっと納得できない話だった。

「そう言う割には、投影したあとは結構無茶をやってるよな」

　以前、『メモリーロンド』を投影した時や、真田正樹を投影したりとか。

　目的のために好き放題やっていた。

『投影したあとであれは、どうにでもなります。要は投影時のレイヤー作成時に、そういった願望がなければ成立しないのです。「メモリーロンド」投影時の佐さ崎さき恵めぐ奈なのように強行介入することも可能ですが、この世界のＮウｏー．ヌ１ムとＮｏ．２ド　　ウ　　オでは、今その余力がありません』

「でも、統合前に一時的な投影はできるんだろ？」

　そうじゃなかったら、そもそも統合の計画そのものが破は綻たんするんだが……。

『一時的な投影は可能です。ただし、一分程度です』

「一分維持できる余力があれば、強制的な介入も可能じゃないのか？」

『投影そのものは、大部分がライブラリを使いますからね。投影を強行するには、専用の形式を取らねばなりません』

「専用の形式？」

　今の説明では、未いまだによくわからないんだが……。

『あなたにわかりやすく説明します。まず、「フェアリーテールシステム」は幾つかのプログラムを積んでいるパーソナルコンピュータだと思ってください。そして、少しでも特殊な介入をする場合、プログラムを新たに制作する必要があります。しかし、Ｎウｏー．ヌ１ムとＮｏ．２ド　　ウ　　オは、今パーソナルコンピュータを動かすのに手一杯で、プログラムを作る余裕はない、ということです』

「うーん。なんとなくわかったけど、それで投影ができるのは何でだ？」

『情報媒体から、現実に投影するプログラムは既存のものとしてあるからです。しかし、強制介入をする場合、その目的のためだけにプログラムを作る必要がある、ということです』

　通常の投影はボタン一個で済むが、特殊な投影は新たなタスクを誘発するということか。

　そして、ボタン一個を押す作業はできるが、新たなタスクを実行できるほどの余力がこちらの世界にはない、と……。

　以前聞いたことのある、ＩＴ企業におけるシステム運用部門の話を聞いているかのようだ。

　とりあえず、こちらの世界にないレイヤーの投影……。それが一分程度とはいえ、可能なことが判明したから一安心できた。

　それと、話しているうちに、ひとつ別の解決案が浮かび上がる。

「ちなみに一旦、『例外エクセプシヨナルレイヤー』での容姿改変を解除して、世界の統合後に容姿を投影することは可能か？」

『それは可能でしょう』

　可能だとすれば、それが一番いいのかもしれない。

　けど、俺がよくてもふたりがいいかどうかはわからないからな。

「なんにせよ、ゆうきや藤田の意思も確認しないとダメだな、これは……」




　そして、その後すぐにあちらの世界の秀ひで之ゆきさんから連絡が来た。

　ゆうきと藤田に連絡を取ってもらい、ふたりが来るまで別の件について話をしておく。

「『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『メーカー』権限についてなんですけど、どうなりましたか？」

『今のところ芳かんばしい状態ではないな……。権限を持ってるやつの所在がわかってないからね』

「『電でん子し妖よう精せい』でしたっけ」

『ああ、権限を持ったやつが運営してる「カスタマー」たちのグループだよ』

「何が目的なんですか。その人たちって……」

『世界の是正……と言っているが、どこまで本気かはわからないな。なんにせよ、目的のためには手段を選ばない連中だ。君と関わることはないだろうけど、念のため注意してくれ』

　そして、今後のために、秀之さんにこちらから連絡を取るためのプログラムと、秀之さんの使っている『能力インストール』というプログラムを送ってくれることを約束してくれた。

『データ容量の問題で、そっちに送るのは時間かかるかもしれないけど、待っててくれ。使い方に関しても、どうにかしてそっちに送るよ』

「何から何まですいません」

『いや、俺も世界を消滅させたりするのは嫌だし、君の理想に共感できたからね。俺も、誰も消えていない世界の方がいい。だから、そのために力は惜しまないよ。でも、なぜ君がそういう立場にいるのか、そのことをよく考えて行動してくれ。軽率な真似だけはしてくれるなよ？』

「了解です。でも、何かできることがあれば言ってください。こちらにできることならなんでもしますので……」

『ああ。その時がきたら頼むよ。……っと、藤田くんがきたぞ』

　通話相手が藤田に代わる。

『もしもし、藤田です。どうしましたか、都つ筑づきさん』

　時間も惜しいので端的に説明した。

　その容姿をどうするか、ということに。

　改変を望むのであれば、こちらの世界も藤田も改変する。戻したいのであれば、今話している藤田が容姿を戻せばいい。戻した上で、また容姿を改変することも可能だ。

　藤田は少し悩んでいたようだったが、

『一旦、戻します。そして、世界がひとつになった時、改めて容姿を改変するかどうかを考えます。それじゃダメでしょうか？』

「いや、藤田がいいならそれでいい。でも、元に戻ってそのままだと前まえ羽は良らさんが、戸惑うんじゃないか？」

『その時こそ、自分が試されてるんだと思います。まあ、彼女とも相談して決めますよ』

「了解」

　藤田に期限を伝えておくと、彼は『わかりました』と了解した。

　そして、

『あ、ゆうきさんが来ました。お電話、代わりますね。また何かあれば、言こと伝づてをいただければ』

　藤田がそう言い残すと、電話口の相手は代わった。

『どうした、都筑。話があると聞いたけど……』

　いつも通りの抑よく揚ようがあまりない声。だけど、彼女の声を聞くと不思議と安心できた。

「ゆうき。ひとつ、お前に確認したいことがあるんだ」

『確認？』

「姿は、今のままの方が、いいか？」

『………！』

　携帯の向こうで。

　ゆうきが息を飲んだのがわかった。

『ど、うして……？』

　その声から動揺していることも理解する。

　もしかしたら俺はかなりデリケートな部分に踏み込もうとしているのではないかと躊躇ためらったが、それでもこれは伝えなくてはならないし、選択を突きつけなければならない。

　彼女の存在に関わる問題なのだから。

　俺は沙耶からされた話を、藤田に説明したのと同じようにゆうきに説明した。

　容姿に齟そ齬ごがある場合、記憶の統合ができないかもしれない、と。

「一旦、容姿を元に戻しても、すべてが終わったあとに、今の姿に戻すことは可能なんだ。ただ、今はその齟齬をできる限り避けたい。それでまず、お前に訊ききたい」

『訊いて、どうするんだ？』

「そっちで元に戻るのがどうしても嫌なら、こっちの世界のお前に会ってきて明石葵の容姿を投影させてもらう。もし、嫌がった場合には投影できなくなるから、説得することにも――」

『やめてくれ！』

　悲痛な、叫びが、耳を打った。

　しかし、ゆうきはすぐに冷静さを取り戻す。

『すまない……。柄がらにもないことを、言った……』

「いや……。どうしたんだよ」

　俺が質問をすると、ゆうきは押し黙る。

　だが、すぐに重々しくではあったが、理由を語り始めた。

『元の姿のボクと会ってほしくはない……。そう思っただけだ』

「どうし――」

　どうして、と言いそうになって思い留まった。

　よくよく考えたら、俺はゆうきの元の姿なんてまったく知らない。ゆうきも言わなかったし、俺も訊くのを躊躇ってその話を避けていた。

　その必要もないと思っていたから……。

　だけど、今はその必要がある。

「ゆうき。もし、お前がそっちで元の姿に戻るなら俺は何もしない。でも、だ。もし今のままで――」

『……我わが儘ままを言ってすまないが、ボクはこの姿でいたい。前にも言ったが、ボクは自分が嫌で嫌で仕方なかった。だけど、ボクの今のこの姿は、あの時のボクに救いを差し伸べてくれてるんだ』

「なら、俺は――」

『わかってる。だけど、少し、待ってくれ』

　そして、言われた通り待った。

　しばらく沈黙が続いたが、ゆうきの決意の籠こもった声が届く。

『うん。覚悟もできた。会いに行ってくれ。そっちの、ボクに。電話番号と住所を教えておく』

「……わかった」

　ゆうきがそう決心したということであれば、俺はもう何も言わない。自分の役目を果たすだけだ。

『だけど、ボクに会う前に、ボクの話を聞いてくれないか……？』

　俺は外出する準備を整えながら、彼女の話を聞いた。







　ゆうきの家は都内にあった。電車を二本乗り継いで行ける場所だ。それでもそれなりに時間はかかったが……。

　最寄り駅について改札を出てから、地図を広げる。教えてもらった住所をネットで検索し、道順をプリントアウトしてきたものだ。

　ここから徒歩五分程度である。

　そして、ゆうきの家はすぐに見つかった。古い一軒家だったが、とにかく門構えが立派な上に、辺り一帯と比較するととても広そうに見える。その辺り一帯もうちの近所とは比べものにならない。もしかして、ここ高級住宅地なんじゃないだろうか。

　古いとはいえ、インターホンは付いている。

　ここまできたら、覚悟を決めないといけない。ボタンを押した。

　引き戸の玄関を開けて出てきたのは、人のよさそうな年配の女性だ。たぶん、ゆうきのお母さんだろう。あらかじめ聞いていた特徴と合致する。

　料理の途中だったのか、エプロンを着けている。ただ、その表情は少し疲れているようにも見えた。

「どちら様でしょうか」

　当然、そう訊かれることも想定済みだ。

　この時のために、ゆうきと相談し、対策を練ってある。

「伊藤ゆうきさんの、その、友だちです。最近、学校に来ていないということなので、お見舞いに」

「あら、まあまあまあ。あの子の。どうぞ、上がってくださいな」

　俺がそう伝えると、おばさんは嬉しそうに俺を家の中に招いてくれる。

　騙だましているようで、とても心苦しいが……。

『友だちだと言えば、知らない男でも間違いなく通すはずだ。ボクの母はお人好しだし、何よりも、ボクを立ち直らせる可能性に縋すがっていたからね』

　ゆうきは平然とそう言ってたけど、こちらとしては罪悪感が湧いてくるぞ。

　とはいえ、本当のことを言うわけにもいかないし、お言葉に甘えてこのまま上がらせてもらおう。

　二階に上がり、ドアの前に立つ。

「ゆうちゃん。お友だちが来てくれたわよ」

　しかし、反応はない。お母さんは困った顔をするだけで自ら開けようとしなかった。

「ごめんなさいね。このところ、ずっとこんな感じで……」

「いえ……」

　そこへ電話の音が鳴り響いた。

「あらら……。ごめんなさい。もし、よろしかったら呼び掛けててもらえますか？」

　慌ててお母さんは行ってしまう。

　再び、罪悪感が湧き上がる。武たけ杉すぎさんに頼んで、このタイミングで電話をしてくれと頼んでいたのだ。

　俺はひとり、扉の前に立った。

『部屋には強引に入って構わない。それで居座ってくれればいい。ボクは抵抗も何もしないはずだ。追い払うような気力もない。誰かって尋ねたりはするだろうけど』

　ゆうきが電話で伝えてくれた通り、扉を開け、中へと入る。

　部屋の中にはベッドの上で寝間着パジヤマのまま、寝転がって本を読んでいる可愛らしい子がいた。

　いきなりの闖ちん入にゆう者しやに、部屋の主は上体を起こしてこちらを見てくる。髪の毛は短く、俺の知っているゆうきよりも少し長い。全体的に体は細く、ぱっと見の印象で言えばか弱そうだった。しかし、何よりも印象的だったのは、生気のない目だ。

　ゆうきから話は聞いていたが、本当に生きる気力を失っているらしい。

「だ、れ……？」

　声を出すのを今思い出したかのようにか細い。

「友だち、かな」

　問い掛けに俺はそう答える。

「ボクに、友人なんていない……」

　しかし、彼女は――。

　いや。

　彼は、友人などいないと否定した。







『今更な話だが、ボクの本当の性別は男だ』

　その話を聞いた時は、本気で衝撃的としか言いようがなかった。そして、どう反応すればいいのかもわからなかった。

『ただ、生物学的な性別が男だっただけなんだ』

　そして、彼女は語る。自身の事情を。

『ボクは幼い頃から自分を女だと思っていたし、顔立ちや体つきもまるで女の子のようだったよ。写真を見ればわかると思うが、男だと見抜けるやつはそうそういないはずだ』

　幼い頃から女の子のように育ってきた。

　両親も幼稚園までは、それを温かく見守っていたらしい。そのうち、自分の性別に気付いて、真っ当になるだろうなと。

　だが、すべては遅かった。

　先天的なものか、後天的なものか、それはわからなかったが、ゆうきはすでに自分を女だと思い込んでいたのだ。

『性同一性障害というものらしい』

　心と体の性が一致しない病気なのだという。

　小学生の時は誤ご魔ま化かせていたらしい。服は私服だったことが大きく、教師への根回しもされていたからだ。

『今思えば奇跡だったが、ボクの体が男だということはずっと伏せられたまま終わった。男と女の振り分けでも女の方にいた』

　しかし、中学生になってから雲行きが怪しくなったのだという。中学校でも事情を聞いてもらって、女として扱ってもらうようになった。

『自うぬ惚ぼれるような話だが、ボクは自分を可愛いんじゃないかと思い始めていた。何度か男子から告白もされたしね。全部断ったけど……。君にわかりやすくいえば、俗に言う男の娘こというものをずっとやっていた』

　ここまではよかったのだ。授業だって体育はやらないようにしていたし、そもそも着替えをするような行事は出ないようにしていた。

　しかし、中学生に上がれば、体の違いは嫌でも出てきてしまう。

　生理の話を振られて疑われた。そして、疑われれば体育を休んでいることも、何かを隠しているのではないかと疑われる。

　さらに喉仏が少しだけ目立ち始めていたのも、それに拍車をかけた。

　悪ふざけでクラスメイトが、ゆうきの体をまさぐった。

　その日以降、隠し事ができなくなった。

『結局、全面的に事情も含めて明かすことになったんだよ。とはいえ、いつかはそんな日が来ると思っていたし、それだけで済む話だと思っていた。でもボクは甘かったんだ』

　バレた日以降も、ゆうきは学校に通い続けたという。

　だが――。

『ゲームのように、自然に受け入れられるなんてことはなかった。女の子たちはボクを非難し始めて、男の子からも糾きゆう弾だんされた。何よりも絶えず聞こえてくる「気持ち悪い」という言葉には何度も何度も心を削られた』

　そして、苛いじめへと発展した。

『君の想像しているようなことは、だいたいやらされたと思う。女の子たちに囲まれたり、嫌がらせを受けたりすることは日常茶飯事だったし、男からもひ弱だって理由で暴力を受けた。男にも女にもボクの味方は学校のどこにもいなかった。本当にあの時は、ゲームなんて都合のいい幻想だなと思ったよ。ボクにとって学校という空間における男の娘の現実とは、こんなものさ。この時は男の娘なんて単語は知らなかったけどね』

　中学へは途中から行かなくなった。

　それでも高校へは入学した。自分のことを知っている生徒が誰も入らないような、私立で偏差値の高い高校だ。

　そして、ゆうきは高校でも同じように女生徒の制服を着る。

　だが、ひとつ違ったのは自己紹介の時点で、事情を明かしたことだ。もしかしたら、隠していたことが、よく思われなかったのかもしれない、と。

　健気にもそう考えたのだ。

　しかし――結果は中学の時とまったく同じとなってしまった。

『それで、すぐに登校拒否になって、ゲームや漫画に逃げ込んだわけだ』

　ゆうきは、少し躊躇いながら語る。

『父も母も、優しかった。優しすぎたのかもしれない。ボクの病気について何も言わなかった。だけど、もし厳しければボクは普通に男として普通の人生を歩んでいたかもしれない。時々、そう思うんだ』

　自分自身の言葉で、自身を切り刻んですらいるような、語り。それでも、一字一句彼女の言葉を聞き逃すわけにはいかない。

『そして、引きこもっていたある日、メールが届いた。……あとは君も知る通りだ』

　ゆうきは明石葵の体を手に入れ、心と体の性が一致したのだ。

『軽けい蔑べつ、するだろう？』

　悲痛な声で、彼女はそう訊いてきた。







「なんだ、君は。ボクの噂うわさを聞いて馬鹿にしにきたのか？」

　敵意丸出しだった。抵抗するような気力はなくとも、さすがに見知らぬ男に部屋に居座られるのは耐え難いだろう。

　だが、こっちも負けるわけにはいかない。

「馬鹿にしにきたわけがないだろう。話を聞いてきたというのは間違いないけど……」

　しかも、本人から。

「誰から聞いたんだ？」

「それは……。まだちょっと秘密で」

「じゃあ、何をしにきたんだ……」

「さっき、友だちって言ったけど、正確には友だちになりに来たんだ」

　ゆうきは目を丸くする。何を言っていいのかわからないようだった。

　しかし、見れば見るほど可愛かった。

　あのゆうきが自惚れるだけのことはある。そんじょそこらの女の子よりも可愛い。というか、男だと知ってなかったら絶対に女だと勘違いする。リアル男の娘なんて初めて見た。

「なんで、友だちになりになんて……。君は男に興味があるのか……？」

「男には興味ないけど、ゆうきには興味がある」

　言ってから臭い台詞だな、と思った。本心が混ざっているとはいえ、恥ずかしくなってくる。

「……なんで、名前で呼ぶんだ？」

「あー……。癖、で？　嫌なら改めるけど……」

「別に、どうでもいい」

　ゆうきは、世捨て人のように吐き捨てた。

「そう言えば自己紹介してなかったね。都筑武たけ紀のりっていうんだ。横よこ岸ぎしの方に住んでる」

「横岸からわざわざ、ボクに会いに？」

　そのことを伝えると、興味が出てきたようだ。先程までに比べれば、その表情は柔らかい。

「そうだね」

「友だちになりに、か？」

「もちろん頼みたいことはあるんだけど、その前には友だちにならないと義理が通せないと思ったからね」

「頼みたいこと？」

「まあ、今はそのことはどうでもいいんだ。ただ、ゆうきともっと仲よくなりたい。その上で俺の話を聞いてくれればいいよ」

　首を傾げて、不思議そうな顔をしている。

「俺の友だちで、君とすごく口調が似てる女の子がいてさ。君のことはその子に教えてもらったんだ」

「でも、ボクは横岸に行った人のことなんか知らないぞ。特にボクのことを知ってて馬鹿にしないやつなんて……」

「教えてくれたそいつも別に君のことを馬鹿にしたりはしてなかったよ。ただ、何とかできたんじゃないかって後悔してた。すごく悔しそうにね……」

「………」

　ふと、ゆうきが口を噤つぐむ。そして、妙なことを聞いてきた。

「仲がよさそうだけど、君とその子は、恋人？」

「いや、違うよ。さっきも言ったけど友だちだ」

「本当に？」

「正直、俺は昔っから情けなくてね。彼女には出会って以来ずっと迷惑をかけてきた。その度に助けてもらってたんだ。この気持ちは恋というよりも尊敬の方が近い。だから、いつか彼女には借りを返したいんだけどね。気になる？」

「……ボクのことを知ってるっていうからね。それにボクと似たような口調の女の子なんていたかなと思ったんだ。でも、口調が似ていても、ボクとは似ても似つかないよ。ボクには誰かを助けるなんて真似は一生できない」

　その言葉に反論したくなった。思わず、近付いてその手を取る。細い、柔らかい手だった。

「な……」

　ゆうきが若干慌てるが、構わず言い放つ。

「絶対できる。助けてくれたのは、他ならぬゆうきなんだから……」

　そして、俺は畳みかけるように、本当のことを話した。

　世界がふたつに分かれていること。俺が元いた世界では、ゆうきは女の子になって生活しているということを。『フェアリーテールシステム』のことも……。

　ゆうきは、黙って聞いていた。

「やっぱり信じられないか？」

「信じられるわけがないだろう」

　当然だ。俺だっていきなりこんなこと言われたら、頭がおかしいんじゃないかと疑うだろう。

　しかし――。

「こんなトンデモ話をして、君にいったいどんなメリットがあるのか、考えてるんだがまったく思いつかない……」

　ゆうきは、一笑に付したりはしなかった。こんな馬鹿げた話を真面目に考えてくれている。それだけでありがたかった。

　だから、俺もその思いに応えないといけない。

「メリットはいっぱいある。それに信じてくれれば、ゆうきを女の子にすることは可能なんだ。世界がふたつに分かれてさえなければ、その恩恵を受けるはずだったんだよ、ゆうきは。そして、これからその力を使うこともできる。少し先の話だけどね……」

「……もしかして、ボクを楽しませるための創作話か？」

「違うよ。事実だ」

「でも、仮に本当だとしても女の子になるというのは躊躇うな。昔のボクだったら間違いなく飛びついていただろうし、今でもそんな願いが叶うなら飛びつきたい」

「なら」

「だけど、この体はボクの母が体を痛めて産んでくれたんだ。最近、親のありがたみを強く感じてる。それを捨てるのは、ね」

「ゆうきは、じゃあその体のままで生きていけるのか？」

「………」

「余計なお世話かもしれないし、俺が言ってることは人道に反するかもしれない。でも、前に進むために自分の願いを叶えることは間違ってないと思う。どんな願いだろうと、自分の幸せに繋がるならね」

　ゆうきは悩むような表情をしている。俺の話そのものを信じてはいないだろうが、思うところがあったのかもしれない。

　そこへ、俺の携帯が着信音を鳴らした。ディスプレイを見れば非通知だ。ようやく俺の待ち望んでいたものが来たらしい。

　俺の携帯をゆうきに渡す。

「君のことを教えてくれた彼女からだよ。話してみてくれないかな」

　ゆうきは恐る恐る、俺に言われた通り、通話ボタンを押して携帯を耳に当てる。

　そして、俺は静かに部屋を出た。あとはふたりだけで会話をした方がいいだろう。




　扉のすぐ傍でゆうきのお母さんが心配そうな顔で待機していた。

「電話中です」

　と、伝えると驚いた顔になる。

　そして、その間だけということで、俺はゆうきの家の居間でお母さんと話していた。とは言っても大した話はできておらず、ずっとお礼を言われ続けているだけだ。

「あの子、ずっと部屋に籠もりっきりで……。本当にありがとうございます」

　お母さんからすれば、部屋に入ったことや電話をしていることが信じられないらしい。ゆうきから聞いてはいたが本当に完全な引き籠もりになってたんだな……。

　とはいえ、事情を聞いたらよくわかったけど……。

「ひとつお聞きしたいことがあるんですが……」

「はい？　なんでしょう」

「もし、彼が女の子になりたいと言い出したら、それを受け入れられますか？」

　これは無遠慮だろうが、聞いておかなければならないことだ。

　ゆうきは、お母さんに対して遠慮をしていた。

　お母さんからすれば、産んだ子の性別が変わるなんて無体な話だろう。その気持ちは俺も少しは汲み取れる。

「正直を言えば、今のままでいてほしいですね……。ですが、あの子がそれで前へ進めるのなら、その方がいいに決まってます。あの子の笑った顔を、もうずっと見ていませんから……。これもあの子の気持ちに気付いてあげられなかった私たちへの罰です」

　本音が伝わってくる。このお母さんは、ゆうきの幸せを心の底から願っている。

　俺は卑ひ怯きようだ。実際には性転換ではなく、容姿が変わるというのにそれを告げられない。

　ゆうきの判断次第だけど、俺が女の子になることを煽あおってるんだからな……。

　それでも、これがベターな選択肢なのだと信じたい。

　それから少しして、ゆうきが部屋から居間へとやってくる。

　その表情にもう迷いはなかった。







　ゆうきの家からの帰り道、俺はあちらのゆうきと話していた。

「どんなことを伝えたんだ？　完全に信じてくれてたけど……」

『君の説明したことに信しん憑ぴよう性せいを持たせただけさ。まずは話を信じてくれないとどうにもならないからな。だから、ボクしか知らないことを教えて、ボクがボクであることを信じさせた』

　似たようなことを秀之さんもやっていたな……。やはり自分しか知らないことを伝えるのは効果覿てき面めんらしい。

「でも、ゆうきはそれまでに『フェアリーテールシステム』とか、そういうオカルトじみたものを知らなかっただろ。どうして信じたんだ？」

『あの頃のボクは救われるなら、ワラでも摑つかもうとしていたということだよ。そもそも「フェアリーテールシステム」のメールなんて普通は冗談で返すだろう。だけど、ボクは最初から、あれがボクを救う奇跡だと信じていた。あの頃のボクなら、鰯いわしの頭でも信じただろうしね』

　そういうもんか？

『あとは、君の言葉を伝えただけさ』

「俺の？」

　そう言われて、ゆうきとの会話を思い出す。




『軽蔑、するだろう？』

　悲痛な声で、彼女はそう訊いてきた。

「別に。お前が元々男だろうと女だろうと、ぶっちゃけ動物だろうと気にしねぇよ。ゆうきはいつだって俺を助けてくれたんだ。尊敬する恩人だ。そんな恩人を軽蔑なんて誰ができる」

『本気で言ってるのか』

「本気だよ」

『……なら、元男のボクと、キ、キスをできるか？』

「できるよ。お前が本当にそうしてほしいなら、なんだってする」

『明石葵でなくても？』

「ああ」




『……その辺りの話を少しな』

「いいのか？　いや、俺はいいけど……」

『いいんだ』

　その声はすごく穏やかだった。

『まあ、そっちのボクがキスをねだってきたら、宣言したとおりちゃんとするんだぞ』

「ちゃんとって……」

　ゆうきはそれでいいのか？　本当に。

　自や棄けになってるわけでもなさそうだけど……。

『それにしても複数人の女の子を受け入れて、男まで受け入れるか。見境がなくなってきたね。君も』

「人聞きの悪いこと言うなよ!?　それに男まで受け入れるって、男だから受け入れるとかじゃないぞ。ゆうきだからだ！」

『……本当に恥ずかしいな、君は』

「第一、お前こそ、なんだ。まるで、俺が恋人でもいいみたいに……」

『君は今更……。別に構わないさ。あの頃から、ボクはずっと――』

　そこでブツリと通話が切れる。

　どうやら制限時間が来てしまったらしい。なんてタイミングだ……。

　ゆうきの本当の気持ちがどこにあるのか、本人にすぐ確かめることはできない。

　それでも、微かすかに、彼女の想いが俺の心にすっと入ってきた気がした。
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『エターナル　イノセンス』のデータ作成は、順調に進んでいた。

　グラフィックの方も問題ない。俺の希望通りのグラフィックが上がっているし、クオリティも申し分なかった。こちらから指摘することはほとんどない。

　このまま行けば、予想以上に情報データの制作は早く終わりそうだ。

　ふと部屋の中の時計を見やると、正午になろうとしていた。秀ひで之ゆきさんと共に取り決めた定時連絡の時間だ。

　そこへ期待通り、着信音が鳴る。携帯を開いてすぐに出た。

『おっはよーっ！　武たけ紀のりくん、元気にしてるっ!?』

　電話越しでもわかるほど明るい声。慣れ親しんだ咲さきの声だった。その声を聞くだけで、安心感が心に満ちていく。

「おー、どうしたんだ？」

　秀之さんからの電話と思っていただけに、咲からの電話というのはちょっと意外だった。

『暎えい那なちゃんと秀之さんが気を利かせてくれたんだ。前みたいに「ベースレイヤー」の方に呼んでもらってるの。秀之さんは今作業中だけど、暎那ちゃんは傍にいるよっ』

　少し話を聞くと、秀之さんの方は現時点で俺と相談することはないらしい。

　まあ、今は俺のシナリオデータ作成が重要だし、『現実補正リアリテイ・デバイス』の調整も沙さ耶やが行っている。

　そして、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限を取り戻すのは秀之さんの役目だ。そこに俺の役割はない。

　今は全員が一直線に目的へと突き進んでいる。

『武紀くんの心のケアが必要なんじゃないかってことで、わたしたちとの会話を考えついたのです。……もしかして、余計なことだったかな？』

「いや。そんなことまったくない。すごくありがたいよ」

　声を聞けるだけでも嬉しい。このままひとりでやっていくよりも、その方が励はげみになる。

『よかったっ。あのねあのね。今日、愛あいちゃんと服、買いに行ってねっ。すごく可愛いの見つけたのっ。今度会った時、絶対見てねっ』

「ああ、絶対見させてくれ」

　咲が俺がいない時の話をしてくれる。

　こんな風に長々と電話で話すこともなかったからな。なんだか、すごく新鮮だ。

　そして、ふと声のトーンが落ちる。

『でも、やっぱり寂しいな』

　いつも会っている人と会えないというのは、とても不安になる。それは俺も同じだった。

「俺もだよ」

『でも、あと少しの我慢だよね。一週間以内には統合するって聞いたけど……』

　あと少し。

　咲の言う通り、世界統合の日程は刻一刻と迫っている。

　ただ、どうにか一月九日の始業式には間に合わせたい。

『終わったら、始業式には絶対に一緒に行こうね』

「ああ。言うまでもないだろう？　ずっと一緒だ」

『うん……』

　不意に会話が止まる。

　そして、咲はいきなり神妙な声で尋たずねてくる。

『ねえ、武紀くん。わたしのこと、好き、ですか？』

　突然、そんな話を振られてしまって、俺は動揺してしまった。

　質問を頭の中で反はん芻すうして、何を聞かれたのかようやく理解する。鈍い頭め。

「好きだよ。ずっと、大好きだ」

『うん……』

「初めて会った時から変わらない」

『初めて会った時って、ゲームの中で？　それとも実際に会ってから？』

「ゲームの中での咲に惚ほれて、実際に会ってから惚れ直したんだ」

　咲が可愛く、クスクスと笑う。

『ありがとう。嬉しいよっ。わたしも、大好きっ。ちゅっ』

　と、いきなり電話越しにキスをしてきた。












　なんだか恥ずかしい。誰も見てないけど……。

「あ、ありがとう」

　実際にされたわけじゃない。それに咲とは都合三回もキスしている。今更照れることもない……はずなのだが、顔が赤くなるのは止められなかった。

　そして、追撃。

『ほら、武紀くんも……して？』

　そんな甘い声で誘われてしまうと、俺の理性もかなりやばくなってくるわけで……。

「ちゅ」

『えへへぇ』

　なんだか勢いでやってしまったが、とてもじゃないが客観的になれない。なったが最後、ベッドの上で転がらざるを得なくなる。心の均衡をどうにか保った。

『……こんな時に言うのもなんだけどさ』

「ん？」

『わたしの記憶と武紀くんの記憶に違いがあるのって嫌？』

　不安そうなトーンだった。怯おびえを含むような、声。顔が見えず、声だけだからこそ、はっきりわかる。

「どうして、そう思うんだ？」

『わたしが武紀くんと会ったのって、わたしの記憶では駅前で怖い人たちの間に入ってくれた時だから……』

　それはゲームでのイベントの話。

　咲が駅前で不良に絡まれている時に、咄とつ嗟さに割り込んで、『俺の彼女に何か用か』と助けるイベントだ。

　一枚絵もある、咲が主人公を気にかけることになる、回想イベントだ。

「正直に言えば……」

『うん……』

「少し悔しいなって思う」

『悔しい？』

「きっと今の俺だったら、必ずそこに割り込んで助けられると思うからだよ。あ、でも勝てるかどうかは別な。喧けん嘩かのやり方とか知らないし」

　その辺り、正まさ樹きは異様なほど腕っ節が強かった。いや、ガタイに恵まれていたわけではないから、喧嘩の仕方を知ってたんだよな。

　その上で、誰かのために力を振るう。誰かの力になることで、力が湧く。

　しっかりと主人公属性持ちだよな、あいつ。実際、主人公なんだけど。

『じゃあ、助けてくれる？』

「もちろん。そんな場面を見たら、即座に割って入るよ」

『えへへ、ありがとう……。なんか悩んでたのが、馬鹿みたいだったかな』

　咲は嬉しそうに自じ嘲ちようする。

「そんなことで悩んでたのか？」

『そんなことって……。重要なことなんだよ？』

「まあ、それもそうか……。あのさ。俺も言うけど……。俺も俺を見つけてくれた時、嬉しかった」

『わたしが、見つけた？』

「ああ。俺がみんなを呼び出して……。最初にデートをして……。その時に主人公じゃなくて、俺を見つけてくれたことが……」

　初めて投影した時、最終的に別れなければいけなくなって……。

　最後の日にデートをした。

　その時、彼女は言ってくれた。




『わたしたちって、ゲームの世界から出てきたって言ってたでしょ？　だから、武紀くんと初めて会ったのって、ここなんじゃないかって思ってるんだけど、どう？』




　初めて会った通学路で、そんなことを言ってくれた。

『あはは。お互い、出会い方が変だったかもね』

「そうだな……」

　でも、もう迷いなんかない。

　あの時の答えは、今だったら迷うことなく言える。

『ありがとうね、武紀くんっ』

　それから『制限時間が決まってるからねっ』と言って、通話は終わった。

　充分なぐらい咲と話ができた。以前だったらできない会話だったかもしれない。場所が離れていることでできる会話だった。

　元の世界に戻ったら、今度は電話でもたくさん話せたらいい。

　心の底からそう思った。







　咲と話してから三時間後。

　シナリオを作っている途中に、再び非通知で電話がかかってきた。今度は秀之さんからだった。

『こっちに電話をかけられるアプリをさっき送ったよ。アナウンスはないけど国際電話みたいな感じになるね。レイヤー番号を入れて、その次に相手の電話番号を入れれば繋がるようになってる。制限時間とか、そのあたりは残念ながら変わらないけど』

「いえ、充分です」

　秀之さんの技術が凄すぎてそうとしか言えなかった。

『レイヤー番号は、暎那ちゃんか沙耶って人に聞いてもらえるかな。あとで試してみて、ダメだったらもう一度俺に電話をくれ。ダメじゃなかったら連絡はいらない』

「了解です」

　これでこちらから電話を入れることができるという。非常にありがたい話だった。

『あと、君の携帯にあるプログラムを入れさせてもらった。もし、危険なことになったら使ってくれ』

　今、しれっと言われたが……。

「危険なことなんて、あるんですか？」

『君がこれまでやってきたことを考えれば、備えておくに越したことはないと思うよ。君に危険が及ぶようなことはないとは思うけど、念のため、ね』

　確かにそうだな……。身を守れるものがあれば、その方が安心できる。

『それで、使い方は――』

　どんなもので、使い方はどうするのかという軽い説明を聞く。聞くだけで覚えられるほど簡単だった。

『――ってことだ。気になることがあればヘルプも一緒に入ってるから、そっちを見てくれ』

「何から何まですみません」

『いいさ。こういうプログラムを作るのは好きだしね。特に制限のある中で動くプログラムを作るのは心が躍る』

　秀之さんは、嬉しそうに言う。プログラムを組むのが好きなんだろうなぁ……。

『だから、俺は設計じゃなくてアルゴリズムを――っと、まあ、それはどうでもいいか。さっそく試してみてくれ』

「はい」

『っと、その前に暎那ちゃんが、君に伝えたいことがあるらしい』

　暎那ちゃんが？

『こんにちは、都つ筑づきお兄さん』

「ああ、こんにちは」

　暎那ちゃんはすぐに本題に入る。

『統合の臨界点――つまり、世界の法則が統合を行う日が判明、です』

「それは、いつ？」

『一月八日が終わる時間。その日の二四時』

　始業式の一日前、その日が変わる時か。ある意味、ちょうどいいな。いきなり学校をサボらずに済むのならありがたい。

　一緒に行くという咲との約束も果たせそうだ。

『まだ確定ではないけど、この日程の可能性がもっとも高い。ここまでにすべての条件を整える、です』

「わかったよ。もし、何か変わったりしたらまた伝言をお願いするね」

『………』

　無言。だが、なんとなくだが、こくりと頷うなずいている気がした。

　そして、再び相手が秀之さんに代わる。

『それと俺からもちょっと言い残しておくことがある』

「なんでしょう？」

『あと数時間もしたら俺は出掛ける。ちょっと「例外エクセプシヨナルレイヤー」の権限絡みでね。それでおそらくだけど当分は連絡が付かなくなると思う』

「それは、尻尾を摑つかんだってことですか？」

『ま、今はなんとも言えないな。解決したら話すさ。それじゃ、よろしく頼んだよ』

　秀之さんとの通話はそれで終わった。

　何にせよ、今のは逆に言えば、これから忙しくなるから電話をしてくるな、ということでもあるだろう。

　だとしたら、秀之さんがいるうちに、電話をかけることができるかどうか試してみないと。

　俺は南な雲ぐもさん経由で、沙耶から各レイヤーの番号を聞き出す。

　それから改めて電話をかけた。

『もっ、もしもしー！』

　声色からわかるぐらい慌てていた。『はぁはぁ』と少しだけ息遣いが荒い。

　夏なつ海みにしては珍しかった。

「ど、どうしたんだ？」

『う、ううん。電話がかかってきたから急いだだけだよ。お兄ちゃん』

「そっか。ありがとな」

『えへへー』

　夏海らしい照れくさそうな笑い。聞くだけで落ち着いてくる。

「それにしても、どっか外出してたのか？」

　家の中だったらそんな慌てなくてもいいだろうに。

『んー、ちょっとお風呂の中だったから』

　……風呂？

『まだなにも着てないんだよ』












　そして、鋭い一撃。

　何も着てないって事は、ハダカって事じゃないか！

「風か邪ぜ引くから早く着なさい！」

　そうは言うものの、以前風呂で網膜に焼き付いた夏海の裸が頭の中で鮮明に浮かび上がる。

　わりと、こう、成長したら、いい感じになるんじゃ、と思わせるような――って、何を考えてるんだ！

『大丈夫だよー。部屋の中暖かいし』

「そういう問題じゃない！」

『今、パンツはいたー』

「いや、報告とかしなくていいから！」

　まったく困った妹である。

「はぁ……。で、何か困ってることとかないか？」

　とりあえず、寝間着パジヤマは着たらしいので会話を再開した。それにしてもタイミング悪い時に電話をしてしまったものだ。

『お兄ちゃんもお姉ちゃんもいないから、家のことがあんまりできなくて……』

　寂しさと申し訳なさが混同したような声。

「ちょっと待て。ちゃんとご飯とか食べてるのか？　それに麻ま衣いは？」

『麻衣ちゃんならいるよ。ご飯、食べさせてもらってる。あと洗濯のやり方とか、家事のこと一杯教えてもらったよ』

　さすが麻衣。俺の家事の師匠なだけはある。

　あれ？　ってことは……。

「ちゃんと家事やってるじゃん」

『でも、上う手まくできてないよ。自分で全部やってみて、やっぱりお姉ちゃんとお兄ちゃんは凄いなって思った』

　夏海も家事を時々手伝うことはあったが、一から十まで全部ってのはなかったからなぁ。

『お兄ちゃん。帰ってきたら家事教えてね。夏海、もっと頑がん張ばる』

「うん。じゃ、一緒に家事やってこうな。お姉ちゃんと一緒にさ」

『うんっ！』

　そんな微笑ほほえましい会話をして、こちらが癒いやされていると。

　唐突に夏海が話題を変えた。危険な方向に。

『ところでお兄ちゃんってろりこんなの？』

「……そんな言葉どこで覚えたの？」

『さとーさんに聞いたよ！　ちっちゃい子を好きな男の人はろりこんなんだって』

　あのヤロウ……。どうしてくれよう。

　借りは幾つもあるが、それはそれ、これはこれだ。許されることではない。

　しかし、今は翔しよう也やをどんな拷ごう問もんにかけるべきかを脳内で議論している場合ではない。

「ロリコンじゃない、と思う」

『じゃあ、小さい女の子は嫌いなの？』

　とても不安そうに尋ねてくる。

「嫌いじゃないし、そもそも夏海は勘違いをしている。体がこうだからとかじゃなくてさ。夏海がたまたま、ちょっと小さい体だったってだけだぞ」

『それ、さとーさんがろりこんのじょーとーくだって言ってたよ？』

　携帯を握る手に力が入り、携帯がめきめきと音を立てる。ヤツは命がいらないらしいな……。

「それを言われると身みも蓋ふたもないんだけど……。じゃあ、夏海が成長したら、俺は夏海を嫌いになると思うか？」

『そんなことない、と思う』

「だろ？　翔也の話は、話半分に聞いておきなさい」

『は～い』

　相も変わらず自由奔放だ。でも、だからこそ夏海なのだろう。

　でも、やっぱり、小さい体ということにコンプレックスはあるのかもしれない。いや、ないはずがない。

　優しい言葉をかけただけで、そんな簡単に解決する話じゃないんだ。




『じゃあ、お兄ちゃん。この体の、夏海を、抱ける……？』




　あの時の言葉は、今でも心に突き刺さっている。

　だけど。

「あのさ、夏海……」

『んぅ？』

「今ならきっと抱けるよ。夏海を」

　もちろん双方合意の上での話だし、色々と、様々な、幾通りも、数々の、多彩で、と他にやるべき事はある、が。

　それでも、然しかるべき時が来たら、俺は絶対に夏海を抱くはずだ。

『お兄ちゃんのエッチー』

　しかし、そんな俺の決意は夏海の言葉で茶化された。ケラケラと笑っている。

「お、男はみんなエッチなの！」

　開き直ってそんなことを言うしかなかった。翔也と言ってることが大差ない。

　ああ、もう。結構、こんなこと言うの恥ずかしかったのに……。

『お兄ちゃん』

「んー？」

『優しくしてね？』

　などと夏海が口走る。

　思考が完全に停止した。

　そして、夏海は『じゃーね、お兄ちゃん！』と言い残して、切ってしまった。

　あとには静けさが残る。

「敵かなわないな……」

　妹に完かん膚ぷ無なきまでに手玉に取られた。

　それでも、悪い気分では決してない。

　ああいうのもまたひとつの成長だろう。

　たぶん……。







　ずっとパソコンに向かっていると、肩が痛くなってくる。

　この痛くなってきたところで休憩というのが、タイミングとしてはちょうどよいのだが、休憩時間内に肩の痛みが完全に取れるわけではない。これがちょっと嫌だった。

　とはいえ、キツくなってきたら休まないと効率も落ちる。

　作業の進行は順調なので、一旦休憩だ。

　そして、休憩と同時に電話をかける。今回は拓たく海みと小こ由ゆ奈なだ。

　先に拓海に電話して、特に変わりはないといった話や夏海に会いたいといった愚ぐ痴ちを聞いてから、

『オレとの会話なんかよりも、小由奈の方を優先してやってください』

　とのことなので、「悪いな」と言って通話を切った。

　何気によく気がつく男である。

　そんなわけで、小由奈の方へと電話した。

『わ、お兄さんですか？』

　ちょっと不思議そうに尋ねてくる。こちらから電話がかかってくるとは思っていなかったのだろう。

　こちらから制限時間ありだけど、電話をかけられることを話したら、

『声だけでも安心しますね』

　と可愛く言われた。

「困ったこととかない？　いや、俺には何もできないけどさ」

『声を聞けただけでも充分です。お兄さんこそ、悩みはないんですか？』

「ちょっと作業が原因で肩こりがひどいかな。それぐらい？」

　まあ、大した問題じゃないし、小由奈に言っても仕方ないのだけど。

　……と、思っていたら。

『あ、それでしたら……』

　小由奈がホームページのアドレスを教えてくれた。

『やるとすぐに肩こりが治るらしいですよ』

「え？　マジで？」

　聞いたアドレスを打ち込むと、肩こりの痛みをすべて取るためのストレッチの手順が書かれている。

　正直、半信半疑でホームページの指示に従いながら、

「本当に効くの？」

『本当ですよぅ。わたしを信じてください。わたしが実践済みです』

　そんな会話をしつつ、頭の後ろに手を組んで天井を見上げて……。

　最後までやって、姿勢を戻す。

「本当に効いた……。うわ、何これ？」

『でしょう？』

　珍しく得意そうに話す。でも、これは本当にありがたかった。時間もかからないし。

「ありがとう。これで作業が捗はかどりそうだ」

『お役に立てて光栄です。えへへ』

　小由奈は嬉しそうだ。

「それにしてもさ……」

『はい？』

「いや、こうしてホームページを紹介してもらって、それがちゃんと存在してると、か細くてもそっちの世界と繋がっていると感じてね。それに気付いた小由奈が凄いなって思った」

『えっ、いえ……。気付いたわけじゃなくて、ただ、こういうものがあると思っただけで、そっちにホームページがあるかどうかは……』

　謙遜するように言うが、偶たま々たまだとしても凄いと思う。彼女は人知れず隔絶している、この世界とあちらの世界の接点を見つけたのだから。

「でも、これで気が楽になったよ。世界が隔絶してないんだなって」

　まったく気付かなかった俺がまるで馬鹿である。

『そうですね。でも……』

　小由奈は少し間を開けてから、

『やっぱり、お兄さんと直じかに話したいです』

　と呟つぶやくように言った。

「うん、俺もだよ。すぐには無理だけど、もう少しだから……。ごめんね」

『いいえ。お兄さんと話したいのはみんな一緒だと思いますから……』

　そして、何かに気付いたのか、小由奈は別の話題を振ってくる。

『そう言えば、最近面白い本を読んだんです。きっとお兄さんも気に入ってくれると思います』

「どんな本？」

『えっとタイトルは……』

　告げてきたタイトルは、なんか聞いたことがあるタイトルだった。

『こちらの世界と接点があるとすれば、きっとその本もあると思います。忙しいとは思いますが、暇があったら読んでみてください。きっと疲れが取れると思います』

「そんなにいいの？」

『ええ。肩肘張らないで読めますし、ヒロインの子が……』

　小由奈は嬉しそうに本の内容を語り出す。

『――それで主人公が、そこを曲がると……ってごめんなさい、これはネタばらしになっちゃいます……』

　そんな風にところどころネタバレをしそうになって慌ててるのも可愛い。

　聞き終えると、

『それでは、お兄さん。おやすみなさい』

「うん、おやすみなさい」

　通話を終える。まるで日常的な電話をしただけといったように。悲壮感などまるでなかった。

　日常に飢えていた俺に対して、きっと小由奈も気を遣ってくれたんだろう。

　決して長くはないが、おかげで俺の心にあった隙間は充分埋まった気がする。彼女もそう思ってくれていれば、これほど嬉しいこともない。

　さて、肩の痛みもなくなったし、作業を再開するとしようか。







　次の日。今日の予定タスクを確認して親の作ってくれた朝ご飯を食べてから、俺は公園へと向かう。南雲さんと会うためだ。正確には沙耶との話ということになるのだけど。

　南雲さんは寒空の中、ベンチに座って待っていた。

「や。シナリオの方は順調かい？」

「ええ。このまま行けば早く終わるかもしれません」

　それと、特に変わったこともないことを伝えると、南雲さんは携帯を取りだして開いた。

『少々、問題が発生しました』

　沙耶が淡々とそんなことを告げる。

「問題？　どんな」

　沙耶の問題となれば、『現実補正リアリテイ・デバイス』のこととなるのだろうけど……。

『「現実補正リアリテイ・デバイス」を人の記憶のみに絞り、軽量化は滞りなく進んでいます。しかし、それでも足りません』

「足らないって何が？」

『時間です』

　沙耶は理由を説明する。

『対象となる人間が多すぎるのと、記憶の差異が大きすぎる人間もいて、その総量を考慮すると規定時間内に処理を完遂できない可能性が高いです』

「記憶の差異はわかるけど、対象となる人が多いのって理由になるのか？　今まで小さなレイヤーを消していた時でも、投影された『ビジター』に関わってる人は結構多いはずだろ。何人もの人が『ビジター』を見ているわけだし」

『そもそも今回のケースでは対象となる人間の桁が違います。それと今までは、いかに「ビジター」を認識していようと記憶を消す必要のない人間も存在していたのですよ』

　その説明に南雲さんが補足をする。

「都筑くんは、学校で隣のクラスにいる友だちでもない人を覚えているかい？　仮に誰かがいつの間にか転校や退学していたとしても、それが知らされなければ自覚はできないだろう。まあ、例外はいるかもしれないけど、そういうことだよ。存外、その人がいなくなっても、違和感程度で済む場合は消さなくてもいいんだ」

　違和感程度、か……。確かに、特別仲がいいわけでもないなら、最近見ないなというぐらいで済ませてしまうかもしれないな。

「つまり、通常のレイヤーを消す分にはそこまで多くの記憶を操作する必要はないが、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の場合は特別、ということか」

『そういうことです。記憶操作の対象となる人間を減らせば可能となりますがどうしますか。この件に関してはあなたの指示に従いましょう』

　対象となる人を減らせば、か……。それはつまり、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の記憶を持ってこれる人が少なくなるということだ。

　しかし、ここはできる限り増やしたいぐらいなんだよな。

「ちなみに、その処理が重い原因って何だ？　人が多いのと記憶の差異が大きいのは抜きで」

　プログラムそのものが人知を越えているから、理解できるかどうかはわからないが、それでも他に原因があれば……。

『常に記憶の同期を取らなければなりません。人の記憶は時が進めば、たとえ寝ていてもその分変化――更新されます。その変化に対応しつつ、統合を進めなければならないのが障害となります』

「……またわかりにくいけど、つまり歯の数が違う歯車を動かしながら、歯の数を一緒にしなきゃならない、ってことか？」

　ふたつの記憶を歯車と考えて、記憶の差分を歯の数として表現すればいい、のだろうか？

『例としてはかなりひどい有様ですが、間違ってはいないですね』

　辛しん辣らつな台詞せりふだな。

「つまり、その場合は歯車を止めれば、いいわけだよな……」

『そうですね。そして、あなたの例に喩たとえれば、記憶の差分が大きい場合は歯の数の差異も大きいので、その同期に時間もかかるということです』

　それはつまり時間を止めなきゃいけないってことだよなぁ。

「時間を止めることは？」

『できますが、こちらの世界では不可能です』

「できるのかよ！」

　さすが未来。なんでもありだな。

「だけど、不可能ってのは何でだ」

『Ｎｏ．０ニヒルのみが使える命令だということと、そのＮｏ．０もよほどの緊急時にしか許可しないようになっています』

　まあ、時間を停止するような命令、そんなポンポン使われても困るけど……。

「でも、今は世界消滅の危機ってことになるんじゃないのか？」

『あなたが上書きすれば済む話ですので、今回のことは緊急とはなりません』

　……そうか。記憶の統合云うん々ぬんはあくまで俺の我わが儘ままだからな。

　でも、時間を止めずとも、歯車――その人の記憶が更新されなければいいわけだ。

　だが、睡眠でも記憶は更新される。

　じゃあ、意識を止めるとか、そんなことができたりしないのか？

「あ……」

　少し考えて、ある異能に思い至った。

「南雲さんに聞きたいんですけど、南雲さんが使ったあの異能って『魂たましいを掌握し、自在に操るもの』って言ってましたよね？　実際、体が消えたり、意識を失ったりしたわけですけど、あの状態で記憶は更新されてるんですか」

「詳しくはわからないけど……。沙耶、どうなんだい？」

『そうですね。あの異能であれば、記憶の更新は避けられます。ですが、南雲が対象者全員にあの異能を使うのは現実的ではない』

「だけど、記憶の差異が特別大きい人のみだったらどうだ？　何も全員をやる必要はない。記憶の差異が大きい人だけ、その記憶を止めれば」

　沙耶は少し悩んでいるようで押し黙った。

『可能でしょう。リスクは確実に減少します』

「うん。なら、いいんじゃないかな。ちょっと忙しくなりそうだけど、まあ、そこは頑張るとしようか」

　よくよく考えれば、かなり面倒な仕事になるはずなのだが、南雲さんは笑って引き受けてくれた。

　少しずつ。

　少しずつ、進んでいる。

　南雲さんにも沙耶にも負担をかけてしまっているけど……。

　だからこそ、俺は俺の我が儘を貫いて、やるべきことをやろう。







　家に戻りキーボードを打ちまくる。統合はあと三日後なのだが、もしかしたら今日にもデータ作成が終わるかもしれない。

　そんなわけで、ちょっと休憩。さすがにずっと打ち込んでいるせいか、頭が重い。

　そろそろ昼ご飯に呼ばれそうな時間だけど、休憩がてら電話しておこう。

　レイヤー番号と自分の家の電話番号を入れると、相手はすぐに出た。

『もしもし』

「春はる姉ねえ？」

『たーくん？　あれ、電話……』

「ああ、制限はあるけど通じるようにしてもらったんだ。それで電話をかけたんだよ」

　そうなんだ、と感心したように笑う春姉。その笑顔が容易に想像できた。

「それと、春姉。ありがとう。小切手、届けてくれたの春姉なんでしょ？」

『えっ……。ううん、でもあれはほとんど暎那ちゃんがやってくれたんだよ』

「でも、暎那ちゃんは春姉がいなかったらできなかったって言ったし。やっぱり、感謝しないと。あれがなかったら、どうにもならなかったし」

　一千万円という途方もない額など、いきなり俺に出せるわけがない。

　俺の力でどうにもできなくなってしまった場合や、どうしてもなんらかの事情でお金が足りなかった時にだけ使わせてもらおう。

　そう思ったけど、あの時が、まさにその時だった。

「もう一度、言うよ。ありがとう、春姉」

『あははは。お礼なんて言わなくていいよ。わたしはたーくんのお姉ちゃんなんだから、どんなことにだって力を貸すんだからね』

　春姉の優しさが心に沁しみる。

　時々、その優しさに溺おぼれたくなるぐらいだ。

『ねえ、たーくん……』

「ん、どうかした？」

　春姉は躊躇ためらいがちに、問い掛けてくる。

『わたし、重荷じゃないかな……』

「重荷なんかじゃないよ。なんでそんなこと訊きくのさ」

　そんなことを訊くということは、思い悩んでいたということだろう。

　だとしたら、その悩みを解決したい。

『たーくんは、わたしたちが姉と妹のままだった方が、幸せだったんじゃないかって思って……』

　春姉は続ける。

『ずっと、たーくんに背負わせてきちゃったから……。お金のことも、好きな女の子のことも……。わたしがいなかったら、もっと気楽だったと思うし』

　さらに続ける。

『たーくんに、家族としても、女の子としても見てほしいなんて、すごく欲張りで……。それがずっとたーくんの――』

「あーあー、ストップストップ」

　俺がそう軽く止めると、春姉は素直に言葉を止めた。

「背負わせてきたなんて思ってほしくないな。それは大きな誤解だから」

『誤解……？』

「昔は確かにひとりだけ選ばないとダメだとか、家族は無理なんじゃないかって縛られてきたけど……。でも、もう吹っ切れてるんだよ。自や棄けになってるとかじゃないよ？」

　ああしないと駄目。こうしないと駄目。

　法律に基づく世間の常識に、縛られていた。

　だけど――。

「理屈じゃ切り離すことのできない想いがあって、切り離したらダメな想いがあるって気付いて……。無理に切り離したらおかしくなるんだ。だからさ、春姉がいないとダメなんだよ、俺。もちろん、その……。春姉以外がいなくなってもダメなんだけど……」

『たーくん……』

「いなくなって初めてわかるって感じかな。少し離れるぐらいだったら、と思ってたけど全然ダメだった。もう寂しいし、あと二日以上も会えないのも辛い」

　もう一週間近く触れあっていない。お互い、そんなにべたべたひっつくような性質でもないけど、家での温かな温もりがほしかった。

「春姉は我が儘だって言ったけど、俺も我が儘なんだよ。だから、お互いにそれを受け止めれば、まったく問題ないんじゃないかな」

『ふたりとも、我が儘、か……。そうだね。そうかもしれない』

「子供みたいな感情だって言われるかもしれないけど、それでも俺は自分の意思を貫きたい。だから、春姉も一緒じゃなきゃ嫌だし、重荷なんて悩まれるのは寂しいかな。一緒に乗り越えたいんだよ」

『うん……。うん……』












　少しだけむせているような声。もしかしたら泣いているのかもしれない。

　その涙を拭き取ることができないのが辛いけど。

「その涙、取っておいてよ。元の世界に戻ったら、拭きに行くからさ」

『あははは、たーくん。そういうのは似合わないよ』

　即座にそんな風に返されてしまった。

　それでも、春姉が笑ってくれたのならそれでいい。

「元の世界に帰ったら、ごちそうしてほしいな。すっかり、春姉のご飯が恋しいよ」

『ダメだよ、もう。お母さんが作ってくれるご飯だって美味しいでしょ？』

「いや、美味しいけど、そういうことじゃなくてさ……」

　そこへ、

「おーい、タケくん。ご飯できたわよー」

　と、俺を呼ぶ声がした。

『ほら、聞こえたよ。行ってらっしゃい』

「はは、了解。でも、帰ったらちゃんと食べさせてね。少しでもいいからさ」

『うん、もちろん。腕によりをかけて作るからねっ』

　久しぶりに春姉と家族らしい会話をして、十二分に満足できた。

　飯を食ってから、午後も頑張ろう。







　シナリオを書き出すことに集中していると、気付けば夜になっていた。

　まだ起きてるかな……。あちらへ電話するための制限時間はまだ少し残っている。

　俺はレイヤーのボタンと相手の携帯の番号を打った。

『もしもし……』

　無事、相手が出る。

「よっ。元気にしてるか？」

『武ちゃん!?』

　驚いたような声が聞こえてくる。理り恵えは実にいい反応をしてくれた。

「とりあえず繋がったようで安心した」

『びっくりしたー。非通知なんだもん。誰かと思っちゃったよ』

「あー、非通知なのはたぶん仕様だからな……」

　秀之さんから俺に電話が来る時も非通知だったしな。

『でも、嬉しいな。武ちゃんの声聞いて、少し安心しちゃった。どう？　ご飯はちゃんと食べてる？』

「そりゃ、親と一緒に住んでるからな。食う分にはまったく困ってないよ」

『よかった。何か変わったことあった？　困ってることとかない？』

　心配そうな声で尋ねてくる。

「心配性だな、理恵は」

『もう、姿が見えないんだから当たり前だよ……』

「そうだな……。理恵も困ってたりはしてないか？」

『武ちゃんと一緒にいられなくて困ってます』

　そう来るか。そう言われても困るのだけど。

『冗談だよ……。早く、会いたいな……』

「ああ、全部終わらせて、すぐ帰るからさ」

『うん。あ、そうだそうだ。全部終わったら、今度、みんなでプール行かない？』

「プール？　冬に？」

『もちろん温水プールだけどね。少し遠目なんだけど、大きなプールがオープンするんだって。まだできてないけどね』

　なるほどね。温水プールか。

　そう言えば、夏はみんなと一緒に海もプールも行ってなかったしな。

「わかった。じゃあ、統合前は無理だけど、それが終わったら絶対に行こう」

『………』

　なぜか理恵はいきなり黙った。

　そして、小さい声で尋ねてくる。

『水着……。どんなのがいい？』












　そんな質問をされても困る。

「いや、えっとな……」

　しかし、困ることは困るのだが、頭の中では理恵に様々な水着を着せていた。

　ワンピースタイプ、セパレーツ、ビキニ……。いかん、妄想が膨ふくらむばかりで止まらない。特に理恵はスタイルもいい。

『武ちゃん、変なことを想像してない？』

　何という女の勘かん。

『え、ええ、え、えっちなのは着ないからね！』

「いや、そっちの方を想像したわけじゃ……」

　水着の想像はえっちな範はん疇ちゆうに入るのかな。そもそもどんなのがいいと言われたら、想像するしかないわけで。

「いや、まあ、その……。期待してます。はい」

『ど・ん・な・期・待!?』

　いかん、理恵が怒っておられる。

「肌の露出は多めがいいなー、って」

　ここまで来たらもうこっちの要望は言ってしまおう。電話なのだ。直接攻撃は来ない。我ながらチキンである。

『……考えておくけど、期待しないでね』

　おや？　怒りが静まった。

「まあ、でも。どんな水着でもいいよ。俺の言うべき言葉はたぶん決まってるし」

　似合うとか、可愛いとか。理恵の水着を前にしたら、そんなことしか言えないような気がする。どんな水着だろうと、似合わないわけがない。

『もう……。そんなこと言ってると変な水着着ていっちゃうよ』

「どんなのだよ」

『学校の水着とか』

　スクール水着って、そりゃいくらなんでも。

「狙いすぎだから、絶対やめてくれ」

　そんな、本当に、まるで夜に訪ねてきた理恵と話しているような……。

『なんだか、前みたいに夜に話しているみたいだね……』

　理恵もそう感じていたらしい。

「そうだな……。でもやっぱり、直に話したいよ」

『あたしも。帰ってきたら、武ちゃんと一緒の布団で寝たいな』

「……お前、大胆だな」

『へっ、変な意味じゃないよ！　寝るだけ！』

　いや、まあ。理恵ならそうだろうけど……。

　とはいえ、俺の理性が寝るだけですませられるかというとかなり怪しい。

「春姉に怒られるぞ」

『だったら、春姉も一緒に寝ればいいんじゃないかな』

　本当に大胆だな。まあ、俺は全然構わないけど。

『あたしは誰と一緒でも武ちゃんとずっといたい。春姉も夏海ちゃんも、咲ちゃんとも一緒の方がいいよ。子供っぽいって言われても、しょうがないけどね……』

「いや、俺も同じだよ。誰が欠けても、絶対に嫌だ」

　そのために。

　俺は力を尽くさなければならない。

　彼女たちを、守るために……。ひいては自分の世界を守るために。

　その後、日常的な会話をして、理恵との会話は終わった。制限時間もあったから、そんなに長くは話せなかったけど……。

　だけど以前のように、理恵が俺の部屋にやってきて話をしているような、そんな錯覚を受けた。

　それだけで、理恵が身近に感じられる。

　うん。元気も出てきたし、もう少しシナリオを頑張ろう。
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　No.3 ＞Ｎｏ．３８へ自律行動の許可。及び、命令受付不可権限の許可。最優先事項。

　No.8 ＞Ｎｏ．８７へ自律行動の許可。及び、命令受付不可権限の許可。最優先事項。

　No.3 ＞全麾き下かＡＩへ防衛プログラム配備。

　No.4 ＞全麾下ＡＩへ防衛プログラム配備。

　No.8 ＞全麾下ＡＩへ防衛プログラム配備。

　白い空間で、絶え間なく命令が飛び交う。しかし、その命令からは悲痛な叫びすら聞こえてきそうだった。それほどまでに取り乱し、入り乱れている。

「こんなことがあり得るのか」

「〝トリア〟。もはやそのようなことを論議している場合ではありません」

「〝オクトー〟よ、そんなことはわかっている。〝クァットッル〟、貴殿は何か知らないのか」

「不明」

「〝トリア〟。自己封印をかけるしかありません。それしか身を守る術がない」

「〝オクトー〟よ。自己封印をかけたところで事態は解決しない」

「こうなった以上、我々は無力です。ですが、彼らなら――」

　その瞬間、『フェアリーテールシステム』からの命令が、すべて停止した。
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「よしっ！　終わった！」

　パソコンの前でガッツポーズを取る。

　こちらの世界の秀ひで之ゆきさんにシナリオを送って、今日できた分の誤字脱字チェックのお願いのメールを出した。今日の夜には戻ってくるだろう。

　世界が強制的に統合されてしまうのは、明日の二四時。まだ四十時間は猶ゆう予よがある。足りないデータがあれば、フォローもできるだろう。

　背もたれに背中を預けて、天井を見る。

　そこで――。

　世界が、ブレた。

　突然だった。

　何の脈絡もなく。

　時間にすれば、おそらく十秒程度。

　視界のすべてが二重になった。

「なん、だ？」

　地震ではない。

　一般的な可能性を考えれば、目眩めまいだったということになるが……。

　頭ははっきりしてるし、視界も良好だ。幻覚だったとも考えにくい。

　嫌な予感がした。

　ネットの中で情報を収集する。

　今の現象。俺だけなのか？

　もし全世界に起こっているようであれば、ネットの方でコメントが溢あふれていてもおかしくない……。

　そして、当たっていてほしくはなかったが、ネットでの反応は俺の予想通り、すでに議論が交わされていた。

　最初は数人だけがコメントしていたが、それに対して『自分にもあった』という返信が大量に付き、様々な物議を醸かもしている。

　特殊な地震。集団幻覚。はたまた某国の兵器等々、荒こう唐とう無む稽けいな意見まで出ていた。

　さらに驚くことに、日本だけではなく世界中で起こっていたらしい。

　今までであればこの手の異変は、『フェアリーテールシステム』によるものだと思っていただろう。遠因ではそうかもしれないが、今は世界が『どちらかを選ぼうとしている』という状況でもある。

　暎えい那なちゃんや沙さ耶やの話ではあと二日後という予測だったが、それが早まったという可能性もある。

　もしかしたら、何かが起こりつつあるのかもしれない。

　南な雲ぐもさんに相談しようと思い、俺が携帯を取った瞬間、タイミングよく着信音が鳴った。ディスプレイを見る。南雲さんだった。

『もしもし。今の現象は感じたかい？』

「はい。感じました。世界中で今の現象が認識されているみたいです」

『「例外エクセプシヨナルレイヤー」の上書きの前兆がありました』

　そこへいきなり沙耶の声が割り込んだ。

「沙耶？　どういうことだよ。俺は選んだつもりはないぞ！」

『それは理解しています。ただ……』

「ただ、なんだ？　もしかして、世界そのものが、もうどちらかを選ぼうとしているのか？」

　暎那ちゃんや沙耶の話では、一月八日の二四時が強制的に統合される日だったはず。いくらなんでも予想と食い違いすぎだ。

『それも違います』

「じゃあ……」

　沙耶が真相をなかなか語らず、やきもきしてくる。

　だが、彼女は真相を語りたくないというわけではなかった。

『理解不能な事態です』

　彼女自身もまた事態を把握していなかったのだ。

「『フェアリーテールシステム』の問題じゃないのか？」

『いえ、システム内部から発令された命令なのは間違いありませんが、現象が起こった理由を把握できないのです』

「なんで、その現象が起こったのかはわかるのか？」

『はい。Ｎｏ．０ニヒルからの強制上書き指令が出て、それのすぐあとに強制停止命令が同じＮｏ．０ニヒルから発令されました』

「え……？」

　強制上書き指令が出て、すぐに強制停止命令が出た？

「それは同じやつから、命令が発令されて、すぐに取り消された、ということか？」

『意味合いが違います。命令が取り消されたのではなく強制停止をしたのです』

「力を力で消滅させた、ということか？」

『喩たとえとしては近似しています』

「なぜ、そんなことが起こったのか、わかるのか？」

『まったく不明です』

「そっちにも何が起こってるかわからないってことか……」

『私はもう一度、システム内に戻ります。また何かわかればすぐに戻ります』

　その言葉を最後に、沙耶の気配が電話口からは消えた。

「妙なことになってきましたね……」

『そうだね。元々、システムのＮｏ．０ニヒルは自律的に動く存在ではないってことなんだけど……』

「そうなんですか？」

『他のＡＩが精査して上げた情報を判別し、命令を下す存在ってことだよ』

「じゃあ、実質的にＮｏ．０ニヒルを動かしているのは、別のＡＩってことですか？」

『そうだね。Ｎウｏー．ヌ１ムからＮノｏウ．エ９ムの一桁シリーズだね。彼らは、ほぼ人間十人分の脳と同等の能力を持ったＡＩだっていうしね』

「十人、分？」

『電子化した脳を融合したってことらしいよ。パソコンでいうところのデュアルコアとか設計思想としてはそれに近いのかな？　まあ、そもそも電子化の時点で僕らには想像もできないのだけどね……』

「じゃあ、沙耶は……」

『彼女――って言っていいのかどうかはわからないけど、沙耶は一人分の脳を電子化したらしい。Ｎｏ．１０からＮｏ．９９まではそれぞれ一人分だ』

「確か、Ｎｏ．９９９９まであるって言ってましたよね。そのＡＩもやっぱり、人間……？」

『いや、そこからは人の作り出したＡＩということだよ。かなり高度な判断と、情報の収集ができるようになってるらしいけどね。Ｎｏ．１０００からＮｏ．９９９９までは情報の収集、Ｎｏ．１００からＮｏ．９９９までがその吸い上げられたデータの取捨選択。さらにそこから二桁番号のＡＩが精査してまとめ、一桁同士が協議しつつ、Ｎｏ．０ニヒルに情報を上げる。そして、Ｎｏ．０ニヒルが最後の判断を下して、また下位のＡＩたちへと流していく。そういう仕様と沙耶たちからは聞いた』

「じゃあ、そもそも、いきなり命令を下すようなことがない、と？」

『そうだね。突然、命令を下すようなことは、彼らの未来に影響を及ぼすような緊急時以外はあり得ないとまで言っていた』

「ってことは、今がその緊急時ってことなんじゃないですか？」

『でも、緊急時なら緊急時でおそらくそうだとわかるように麾き下かのＡＩに伝えるんじゃないかな……』

　それはそうだ。学校でも教師が声を上げただけでは、生徒たちには伝わらない。

　とにかく逃げるといったことでもなければ……。複雑な命令などいきなりわかるわけがない。

　だとすると……。

「Ｎｏ．０ニヒルのＡＩが壊れたってことじゃ……？」

『彼らには劣化やバグなんて概念がないらしいからね。あり得ないとは言わないけど、あり得るとすれば……』

「あり得るとすれば……？」

『外部から悪性な攻撃を受けた可能性が高い、かな。僕の予想だけどね……』

　外部……。

　そう言えば、システムを乗っ取ろうと考えた連中がいるって――。

「『電でん子し妖よう精せい』って連中ですか？」

『僕もそれを考えていたんだけど……。彼らはあくまで今の僕たちの技術を土台にしてるって話だからね。Ｎｏ．０ニヒルを経由して命令を下せるのかどうか……。僕らには想像もできない形でやっているかもしれないけど、やはり現時点で確定はできないよ』

　何にせよ、今はわからない、か……。

　それに『電子妖精』は秀之さんがどうにかするとも言っていた。何かあれば秀之さんが動くだろう。

　もちろん、こちらから何かできるようであれば、どうにかして力になりたいけど……。

『都つ筑づきくん』

「はい？」

　南雲さんがふと神妙な声で俺を呼んだ。

『こんな時に何だけど、沙耶がいないうちに言っておくよ。「フェアリーテールシステム」はまだ君に隠していることがある』

「え……？」

　隠していること……？

『それが何かは僕にもわからない。だが、おそらくは君にとっては容認できないような何か……。僕には断言できないのだけど、注意するに越したことはない』

「………」

　この期に及んで、『フェアリーテールシステム』が隠し事？

　納得がいくような、いかないような……。世界の選択や、『フェアリーテールシステム』の目的である『関係因子集積』といった話は噓うそではない、と思う。

　他にもまだ何かあるってのか？

『僕に何かできることがあれば遠慮なく言ってくれ。それじゃ……』

　それきり電話は切れた。

　俺にとって容認できないような隠し事、か……。

　結局、親が救えないとか、みんなを消してしまうとか、そんな話だったら確かに認めることなんてできないけど……。

　だけど、今は『フェアリーテールシステム』と共に事態を解決するしかない。

　今の俺にはそうするより他に採れる手段がないのだから……。







　それからしばらくして……。

　今度は、世界が止まった。

　そうとしか言い様がない。

　少なくとも俺の周囲では間違いなくそうなっている。

　居間にいる父さんも母さんも動かない。自身の家に帰った麻ま衣いに電話も通じない。

　高たか橋はしにも佐さ崎さきにも、翔しよう也やにも電話は通じなかった。

　何回か試したのだが、電波そのものは届いているようで、父さんの携帯も母さんの携帯も着信音を鳴らした。

　しかし、あらゆる物体が、まるで時間そのものを停止してしまったかのように動かない。

　俺が持ち上げれば動くのだが、逆に言うとそうしなければ動かない。

　状況をさらに確かめるために、俺は玄関を開けて外へ出た。

　買い物帰りであろう主婦や、会社帰りのサラリーマン、塾からの帰りの子供……。

　彼らも間違いなく停止している。

「都筑くん！」

　周囲を見渡していると、南雲さんが慌てたようにやってきた。

「無事だったんですね、南雲さん……」

「何をもって無事とするかは、何とも言えないところだけど……。とりあえず、動くことはできる。君の方でもやはり誰も動いていないのかな」

「ええ……。動かすことはできるんですけど……。やはりこれは『フェアリーテールシステム』の……？」

「そうとしか思えないけど……。すべてが停止しているみたいなんだ。空間ごと停止しているのかどうか、いまいちよくわからないけど、鳥は空で止まったままだし。ここに来る前は、飛行機も止まっていた」

　南雲さんの視線を追うと、鳥が空中で静止していた。

　だというのに、雲は動いている。だが、鳥が空中で止まり、身み動じろぎひとつしないその光景は日常からはあまりにも乖かい離りしていた。

　そして、時間も刻々と、いつもと変わりなく動いている。

「何で俺たちだけが動けてるんですか？　やっぱり、『カスタマー』だからなんでしょうか？」

「確証はないが、僕はそうだと思ってる」

　なら……！

　俺は走り出した。

「都筑くん、どこへ!?」

「知り合いの『カスタマー』が近くにいるんです！　その人も動けてるかどうか確認します！」

　武たけ杉すぎさんがいる！　それに『ビジター』も動けているとすれば、春はる奈なさんだって動けているはずだ。

　南雲さんが追いかけてくる足音を耳で確認しつつ、俺は喫茶店へと向かった。







　喫茶店は静かだった。

　すでに三が日も終了し、開店営業中のはずなのに、まるで客が動かない。

　そして、その中で客たちに対して、何か訴えかけている人影があった。それは武杉さんと春奈さんだった。

　ドアを開けて店内に入る。

「「都筑くん！」」

　武杉さんと春奈さんが、同時に俺を呼ぶ。俺を見て安心した表情を浮かべた。

「動いてる人がいてよかったよ……。僕たちだけが動いてるのかと思った。都筑くんたちも動けてるようだね」

「みんないきなり動かなくなってびっくりしたんだよ……」

　そして、やはり『カスタマー』と『ビジター』だけは動けている。南雲さんの予想通りだった。

「武杉さんも春奈さんも、動けてるようでよかったです。自分たちも動ける人を捜していたんで……。ただ、自分と南雲さん以外に動けている人を見ていないんですが……」

　俺たちは空いているテーブルに着いて、少し落ち着きを取り戻す。

　そして、春奈さんの用意してくれたコーヒーとクッキーを味わった。ようやく頭が冷静になってきた気がする。そんな中、南雲さんは武杉さんたちに挨拶をして、お互い、自己紹介をすませた。

「ようやく頭が冷えたよ。コーヒーとクッキーありがとうございます」

　南雲さんが武杉さんと春奈さんに頭を下げる。春奈さんはいえいえと謙遜していた。

「それでこれは一体、どういうことなんだろうか……？」

　武杉さんが不安そうに呟つぶやく。

　だが、その答えを示すことのできる者は誰もいなかった。

　以前、沙耶は『フェアリーテールシステム』が時を止めることができると言っていたけど……。

「あらゆる生物の時が止まっていますよね。どういうことなんでしょう……」

　俺がそう呟くと、南雲さんが「そう言えば」と前置きして語り始める。

「聞いたことがある。未来では人類を守るために、全世界の人間の時を止めている、と……」

「人類を守る、ため？」

　武杉さんが不思議そうに尋たずねる。南雲さんは対面にいるふたりに『フェアリーテールシステム』を送ってきたという未来について概要を伝えた。『関係接続因子』がないと、未来の人間は滅んでしまう、と……。

「パンデミックに侵されつつある世界で時を止め、それ以上の感染を防いでいると言っていたんだ。『関係崩壊因子』は感染時に遺伝子情報を書き換えた上で、人との繋がりを絶つ代物だ。だが、人の時間を止めることで、少なくとも遺伝子情報は書き換えられなくなる。何しろ、時間が動かないのだから、情報が書き換わりようもない」

　南雲さんの説明に武杉さんが疑問を呈する。

「だが、それでは解決することもない、ということだろう？　喩えるのであればそれは籠ろう城じようだ。だが、籠城というのは援軍があってこそ初めて意味を成す」

　確かに時を止めたところで、事態は好転しない。

　武杉さんはさらに指摘を続ける。

「未来での効果はともかく、今のこの世界で必要な措置とは思えない。人やそれ以外の生物が止まっても世界は動いたままだ。人の時を止める意図が見えない」

「そう。その指摘はもっともだ。だから、前回のブレを踏まえると『フェアリーテールシステム』が誤作動を起こしているのかもしれない。少なくとも、今の僕たちには必要のない措置だしね」

　南雲さんは武杉さんの意見を踏まえ、『フェアリーテールシステム』に異常があると踏んでいる。

　俺も同じ意見だ。沙耶が原因を把握できていない以上、そうとしか思えない。そして、それは俺たちにも原因が把握できないということだ。

「少なくとも『フェアリーテールシステム』が意図して起こした現象には見えませんよね」

　俺がそう言うと、テーブルに着いた三人が三者三様に頷うなずく。

「どちらにしろ、今の僕らには何もできない。沙耶もまだシステムから戻ってきていないからね……」

　南雲さんが力なく呟いた時、彼の持っている携帯が鳴り響いた。

　南雲さんはすぐに取る。

「もしもし。沙耶か？」

　二言三言話してから、彼はテーブルに携帯を置き、スピーカーにした。

『非常事態が、起こりました……』

　沙耶はいつものような流麗な話し方ではなかった。とても珍しく、まるで戸惑っているような……。

　南雲さんが、武杉さんたちに沙耶のことを伝えていた。

　俺はその間に沙耶から話を聞き出さないと……。

「どうしたんだ」

『原因は不明です。しかし、Ｎｏ．０ニヒルが世界の保管――世界の時間停止命令を発令した。これは事実です』

「時間停止命令？」

『現時点で解決不可能な事態を一旦停止し、問題解決のための時間を稼ぐための命令です』

「未来ですでに発効しているっていう命令か？」

『はい』

　やはり、事態そのものは『フェアリーテールシステム』が原因のようだった。

「Ｎｏ．０ニヒルはやはりバグでも起こしているのか？」

『考えたくはないですが、可能性として無視はできなくなりました』

　ここに来て沙耶ももはやそれ以外に考えられないと思ったのだろう。その声には普段からは考えられない悔しさすら感じる。

「両方の世界で、時が止まっているのか？」

『はい。この世界と、「例外エクセプシヨナルレイヤー」の「カスタマー」と「ビジター」以外の時がすべて停止しています』

　沙耶が原因を不明というのならば、ここで議論をしている暇はない。

「沙耶。原因を突き止めよう。どうすればいい？」

『都筑武たけ紀のり？』

「お前は何をしに戻ってきたんだ。少なくとも報告に来ただけではないだろう」

『………』

「言ってくれ。沙耶。俺に何をして欲しいんだ。俺自身も早くこの事態は解決したい。嫌な予感がするんだ」

『原因を調べるために、「アカシックサーバー」の中にあるシステムログを見てくる必要があります』

　そこへ南雲さんが口を挟んだ。

「そんな場所があったのか？　僕は知らなかったぞ」

『当然でしょう。あなたは今回のプロジェクトのキーであるとは言え、システムログを見ていいほどの権限はないのですから。そもそも、あなたが見てもわからないでしょう』

　南雲さんすら知らない場所、か……。

　次に武杉さんが尋ねる。

「沙耶さんと言ったか。システムのログということは、むしろ管理者である君が見て然しかるべきなのではないか？」

『システム内が通常であればそうしています。しかし、今は異常事態なのです』

「異常とは、どのような？」

『システム内の全ＡＩが、Ｎｏ．０ニヒルの命令に従わされています。元々、ＡＩはすべてＮｏ．０ニヒルの管轄下にありますが、それでも命令を返すことができないわけではありません。しかし、こちらからの命令がすべて遮断され、かつあちらからの命令には絶対遵じゆん守しゆとなっていました。私はＮｏ．３トリアからの保護もあって、どうにか命令を防衛して逃れましたが……』

　そうか。沙耶はそこからどうにか逃げてきたのか……。

「わかった。何にせよ、『アカシックサーバー』の中に行って、システムログを見てくればいいんだろう？　俺が行く」

　指針は見えた。

　Ｎｏ．０ニヒルがおかしくなった原因を突き止め、どうにかして修復する。話はそれからだ。

『………………………』

　しかし、沙耶はそこで押し黙る。

「沙耶？」

『判断を下しかねます』

「なんでだ！　どこに迷う要素がある？」

『確かに方法はそれしかありません。しかし……』

「方法がそれしかないのなら、考えるまでもないだろう」

　何を沙耶は迷っているんだ？

『事情があります。あなたが動くことで、世界が終了する可能性もある』

「え……」

　世界が、終了する？

『あなたを失うことになれば世界は標しるべを失い、世界は混こん沌とんと化すでしょう。これはおそらくＮｏ．８７から説明されたと思います』

「ああ。だけど、Ｎｏ．０ニヒルはそんなに危険なのか？」

『Ｎｏ．０ニヒルがどう動くか。これが未知数です。あなたがシステム内に入ったことをＮｏ．０に把握されてしまった場合、否応なくあなたを消滅させることも考えられなくはありません。さらにいえば、長居もできません。長くいれば、それだけ見つかる可能性も高まります』

「そこまで、Ｎｏ．０ニヒルは凄い力を持っているのか？」

『人間の脳百人分です。思考の速さ、判断力は私程度ではどうにもなりません』

　とんでもないな……。さすがに『フェアリーテールシステム』を統括するだけはある。

「そして、それだけではありません」

　Ｎｏ．０ニヒルの危険性以外に、まだ何か問題があるのか。

『むしろ、これが一番の理由ですが……。「アカシックサーバー」内の人間は、システムが処理効率化のために「ビジター」へ不可逆性変化させるのです』

「『ビジター』、に不可逆性変化……？」

『あなたの「ビジター」への変化処理計算が終了次第、入れ替わるように変化します。あなたは「アカシックサーバー」に一度来ましたからね。その計算はすでに八割方終わっています。大元のデータが内部にないと計算しませんので、今は止まっていますが』

「……『ビジター』になると不都合なのか？」

『もし「ビジター」になった場合、システムが不完全な現状、元に戻るのは不可能です。今のあなたが「ビジター」になれば、どんな影響があるか予測も付きません。「ビジター」の状態では、どちらの世界を選ぼうと消滅する可能性があります。さらに言えば、確実に「現実補正リアリテイ・デバイス」を扱うことはできなくなるでしょう』

「待ってくれ、じゃあ……」

　俺は南雲さんを見る。

　南雲さんは、すべてを心得ているかのように頷いた。

『南雲はすでに「ビジター」なのですよ』

　そうだったのか。

　それに俺が『アカシックサーバー』へ行った時も、それが理由で嫌がっていたわけだな……。

　でも、待てよ？

「それなら、南雲さんの『陽炎かげろうの傷きず痕あと』はどうしてレイヤーが維持されてるんだ？」

　正まさ樹きがその存在を懸けてレイヤーを維持したように、『ビジター』ではどこかで必ず維持するための情報量が枯渇する。それは暎那ちゃんが言っていたことだ。

『南雲のレイヤーはすでにシナリオがひとつでしたし、クリア済みでしたからね。南雲の情報を使わずとも維持は可能なのです』

　シナリオがひとつなら維持は可能、か。

「だから、沙耶は俺にひとりを早く決めろって言ってたのか？」

『それもあります。もっとも、あなたの場合はシナリオが複数に渡って、複雑に絡み合っていたことで処理が重くなっていたのが原因です』

　なるほど。ひとりだけだったら、『カスタマー』の力を使わずとも処理ができるのか。

『話を元に戻します。あなたが「ビジター」となってしまえば、それを把握され次第、Ｎｏ．０ニヒルの影響下に置かれます。おそらくシステム内のＡＩを完全に掌握した後、Ｎｏ．０ニヒルは「アカシックサーバー」の「ビジター」たちも影響下におくでしょう』

　何にせよ、ゆっくりはしていられない、ということだな。

「ならば、僕が行こうか」

「智とも樹きさん!?」

　武杉さんが名乗りを上げる。

「僕は『アカシックサーバー』とやらには一度も行ったことがない。しかし、その分、その中で活動できる時間は多いんじゃないか？」

　確かにそういうことだけど……。春奈さんは少々不安な表情を浮かべた。

『不可能です』

　しかし、沙耶はそれをはっきりと断じた。

『「カスタマー」にも種類があります。リテラルタイプとヴァリアブルタイプ。武杉智樹。あなたはリテラルタイプで、そもそもサーバーの中へ行けません』

「なんだい、そのリテラルタイプというのは……」

『詳しい話はできませんが、「関係接続因子」をひとつ得られるであろう数値固定タイプがリテラルタイプ。「関係接続因子」を複数得られる、あるいはゼロとなる可能性もある数値変動タイプがヴァリアブルタイプです』

「それで僕はリテラルで、都筑くんはヴァリアブルタイプというわけか。そして、南雲氏もヴァリアブルタイプだった、と？」

　つまり、この中で『アカシックサーバー』に行けるのは俺しかいないということだ。

「把握した。だったら、やっぱりここは俺が行かなきゃダメだろう」

『しかし……』

「さっき沙耶は、『ビジター』の変化処理計算がすでに始まっていると言ったけど、途中で止まっていると言っただろう？　計算が終了次第、入れ替わるように変化するとも言った。だったら、まだ猶予はあるんじゃないのか？　変化する前に終わらせればいい」

　沙耶は少し躊躇ためらうように告げる。

『一時間もないと思いますよ』

「一時間か。その一時間で、システムログを見てくるのは不可能なのか？」

　沙耶は押し黙る。

「沙耶！　できないのか？」

『可能は可能です……。しかし、あまりにもリスクが……』

「可能性があるならやるべきだ。もし、その一時間を超えるようなら、強制的に俺をこっちに戻せばいい」

『Ｎｏ．０ニヒルに見つかれば消滅しますよ』

「そもそも、このまま手をこまねいていたら結局消滅するんじゃないのか？　Ｎｏ．０ニヒルがバグったかどうかはわからないが、何もしなかったら間違いなく世界は停止したままだ」

　周りを見渡せば、不自然に止まっている人たち。まるで彫刻のように動かない。

　Ｎｏ．０ニヒルがおかしくなった原因がわからなければ、世界はこのままになってしまうんじゃないのか？

「どう考えても原因を探る方が先だ。俺が存在しなきゃいけない云うん々ぬんは原因を確かめた上での話だろう」

『……いいのですか？』

「今更その程度のことで二の足なんか踏まない。必要なら、お前にだっていくらでも手を貸すさ」

　しばし、沙耶は逡しゆん巡じゆんするが、

『わかりました。ならば私も覚悟を決めましょう』

　こうして、俺は再び『アカシックサーバー』へ向かうこととなった。







　沙耶によって、『アカシックサーバー』へと転送される。

　目を開けると、そこは以前も見た屋敷――これは普ふ久く乃の原はらの家か？

「沙耶。なんでここに来たんだ？」

　俺は携帯を開き、沙耶と通話の準備をする。ここへ転送される前に沙耶と話すための機能をつけていた。

『監視が行き届いていない場所を選択しました』

　その沙耶からの声が、携帯から問題なく届いた。

　沙耶の本体はこの携帯の中にいるわけではなく、ただ俺とやり取りするのに必要な要素だけをこの携帯に詰め込んでいるらしい。携帯に沙耶の本体が入った方が効率的なはずなのだが、

『私のクラスが「アカシックサーバー」に入ったら確実にＮｏ．０ニヒルに発見されます』

　ということらしい。ただ、最低限のやり取りをするだけなら、どうにか偽装してＮｏ．０ニヒルの目を欺くことができるらしい。

『ここからは徒歩でお願いします。目的の場所までの転移命令を使えば、間違いなく捕捉されますので』

「なるほど、ね……」

　……ってことは、普久乃原はまだ無事なのか？　『アカシックサーバー』の中の『ビジター』は少しずつ、Ｎｏ．０ニヒルの支配下に入るってことだけど……。

　周囲を見渡す。あまり人の気配はない。

　そこへ――足音。

　こちらに近づいてくる。

　小気味いい音を立てて襖が開いた。目の前に現れた男は、こちらを見て呆あきれた表情を浮かべる。

「またお前か。都筑」

　家の家主である普久乃原だった。

「玄関も通らずに人の屋敷に侵入するとはどういう了見だ」

「悪かったな。緊急事態だったんだよ」

　そう言うと、普久乃原は顔を顰しかめた。

「緊急だ？」

「ああ」

「……都筑。以前言ったことをもう一度言うが、ここはお前の来るところじゃない。何をしに来やがった」

「『フェアリーテールシステム』を救いに来た」

「あ？」

「時間がない。悪いが行かせてくれ」

　俺は普久乃原の屋敷を出て、沙耶に教えられたポイントへ向かって走る。普久乃原も俺を追いかけてきた。

「おい、何が起こってるのか説明しろ」

　あまり巻き込みたくはないが、帰れと言って帰るやつではない。俺は仕方なくこれまでの経緯を走りながら簡単に説明する。説明を聞き終えた普久乃原は訝いぶかしげな顔をして、俺を見ていた。

「南雲も正樹もいなくなったと思ったら、そんなことになってたってのか……」

「そう言えば、普久乃原。お前、何ともないのか？」

「何ともねぇ」

　しかし、これから俺がやることがＮｏ．０ニヒルに見つかったら、普久乃原まで消されてしまう。

「無事なんだったら帰った方がいいぞ」

「黙れ。お前に指図される謂いわれはない」

「……っていうか、なんで付いてくるんだよ？　別に面白いことがあるわけでもないし、危険なだけだぞ」

「あのスカした馬鹿に頼まれたからだよ」

　え……？　誰のことだ？

「あの野郎、オレに借り作ったまま消えやがった。もうその借りを返させることもできやしねぇ。だが、それでもあいつの最後の頼みを無下にするのはオレの信条に反するんだよ」

「その頼みって……」

「……万が一、お前が来たら力になってやってくれってな」

　それって、まさか……。

「正樹の、ことか？」

「ああ、そうだ。あいつが消えてせいせいしたと思ったがな……。それでも、最後の頼みなら聞かざるを得ないだろう。お前が何をするのかは知らないがな」

　普久乃原、正樹を知ってたのか。そして、正樹が消えたということも知っている。

　でも、普久乃原が正樹を知ったのはいつだ？　もしかして……。

「もしかして、前来た時、助けてくれたのって……」

「そうだ。あいつに頼まれて、助けにいったのさ。あいつの電話がなかったら、間に合わなかっただろうさ」

　俺が初めて『アカシックサーバー』に行った時には、もう知り合ってたのか。

　それにしても正樹のやつ、陰で動きすぎだ。ダークヒーローのつもりかよ。どうせ別れてからすぐに再会するのが照れくさいなんて理由で出てこなかったんだろうけど、あとのこと考えたら台無しだ。

「正樹らしいと言えば、らしいけど……」

「あいつは、基本馬鹿だからな」

　それは否定しない。

　だけど、それと同じくらいに。

「お前も馬鹿だろ」

　正樹に頼まれたからと言って……。危険だと言っているのに、勝手に付いてくるなんて、気持ちのいい馬鹿以外の何者でもない。

「ああ!?　こっちに来た馬鹿に言われる筋合いはねぇぞ」

「まあ、俺も馬鹿だってことは否定しないよ」

　そうじゃなかったら、もっと気楽に生きていたはずだ。

　そんな憎まれ口を交わしながら、俺たちは少しずつ目的地に近づいていった。







　オフィスビルの並んだ道を普久乃原と共に走る。不気味なことに、この区画に入ってから誰ともすれ違わなかった。

『あの黒い建物です』

　沙耶に言われて、目の前の建物を注視する。

　それは異様なビルだった。窓がない。その黒さは光の反射すべてを吸い込みそうな、それでいて周囲の環境にまったく影響を受けない異様な黒だった。

　すでに『アカシックサーバー』の中なのだから、現実味が薄れていると言ってもその黒さは異様だった。

　そして、不気味なぐらい静かで威圧的だ。

「入り口はどこだ？」

　携帯を通じて沙耶に聞く。

『どこでも構いません。手を当ててください。あとはこちらで処理します』

　言われた通り、壁面に手を当てる。すると、手を中心に壁面が分解され始めた。縦に長い長方形の穴ができあがる。人がひとり入れるぐらいの大きさだ。

『入ってください』

「ああ」

　促され、俺と普久乃原はビルの中へと入る。中は無人だった。

　だだっ広く、床や壁が大理石のようなもので覆い尽くされている。しかし、広いだけでオフィスで使われるような机や椅子といった物体がなかった。

　その代わりに、菱形を立方体にしたような物がふわふわと浮かんでいる。素材はガラスなのか、鏡なのか、鉄なのか判別が付かない。ただ朧おぼろ気げに光を発している。

「ここはなんだ？」

　普久乃原が沙耶に尋ねた。

『「アカシックサーバー」の中枢制御クラスです。サーバー内のコントロールぐらいしかできませんが、「フェアリーテールシステム」の命令が内部にも影響がある都合上、「フェアリーテールシステム」のログもここから参照できます』

「影響？」

『レイヤーが消えた時に世界観を投影したり、「ビジター」をここに投影したりするので、ここの中枢を通じて命令を処理するのです』

　なんにせよ、ここでならシステムログとやらを見ることができるということだ。

「沙耶。システムログが見られるのはどこだ？」

『地下三階に端末があります』

「わかった。って、どう行けばいい？」

『情報集積核――その浮かんでいる物体にどれでもいいので触れてください。こちらから処理します』

　傍に浮いていた物体に触れる。

　触れた瞬間、まるで画像を縦に引き伸ばしたかのように視界が歪ゆがむ。そして、視界は闇に包まれていった。

　触れたままの核が傍にあるのはわかるが、周囲が暗闇のせいでまったく様子が窺うかがえない。

『地下三階まで移動しました。目の前に壁があります。触れてください』

　手を出すと、確かに壁に当たった。

　すると、急に視界に光が生まれる。

　そして、目の前には長方形の隙間。そこへ入ると、視界のほとんどは白で埋め尽くされた。奥がどこまであるのかわからないほど真っ白だ。

　ここでも例の物体はふわふわ浮いている。

「なんだ、ここ……？」

　このビルに入った時もそうだったが、およそ現実とは思えない空間。そんな白い空間にぽっかりと黒い長方形の穴があった。これが、先程の暗い場所から通ってきた扉だろう。

　それにしても俺がよく行っていた白い空間によく似ていた。違うのは例の物体がそこかしこに浮いていることだ。

　そして、少し離れた場所に周囲のものよりも、一回り巨大な核があった。

「もしかして、これが……」

『この「アカシックサーバー」における情報集積主核です。どれでもいいので手で触れてください。あとはこちらで処理します』

　言われた通り、その一番大きな核に手で触れる。

　すると、俺の目の前に緑色のディスプレイが現れた。実体のない、まるで創作の世界で使われているような未来的な平面ディスプレイだ。

『サーチ。コマンド。Ｎｏ．０ニヒル。センド。レセプション』

　今度はディスプレイに膨大な量の白文字が表示されていく。

『ここ数日の、Ｎｏ．０ニヒルに関連する命令が表示されているはずです。携帯の撮影機をそちらに向けていただけますか？　命令を発することはできるのですが、その処理の結果を見られないので』

　カメラを通じて、視界を得るということらしい。

「了解」

　俺は携帯をディスプレイに向ける。

『違う』

　ディスプレイがスクロールした。

　そして、止まる。

　そこには、

　No.0 ＞world safe keeping

　と書かれていた。

「世界の、保護？」

『それは……。世界の時間停止命令ですね。おそらくその近辺に目的となるログがあると思います』

　さらにスクロールが進む。

　ここには、

　No.0 ＞world overwrite

　No.0 ＞world overwrite stop

　とあった。

『世界の上書き命令と停止命令ですか……。かなり接近しています』

　上書きと、その停止命令……。あの世界がぶれた時のやつか。

　なるほど。確かに見た通り、発行命令と停止命令が出ているようだった。キャンセルとは書かれていない。

　さらにリストを見やる。

　そこに、今までのログとは、明らかに傾向の違うログがあった。

『外部エクスターナル……プログラム……？』

　まるで不可解だと言わんばかりの沙耶の声。

「外部からのプログラムが介入したってことか？」

『断言はできません。しかし、Ｎｏ．０ニヒルは外部からの介入など絶対に許さないはずですが……』

「だけど、今起こってることを考えれば、それが許されたってことじゃないのか？」

　これまでのことを考慮したのか、沙耶は黙る。

　そして、沙耶はさらに別のコマンドを見つけたらしい。




　No.0 ＞projectcode "Gemini".




　と書かれたそのコマンドを……。

『プロジェクトコード、ジェミニ……？』

「ジェミニ、って……。確か、双子座のことだったよな？」

『双子……。まさか……。いや、それなら確かに可能性は……』

　痺しびれを切らしたのか、普久乃原が苛いらついたような表情を浮かべた。

「おい、何がわかったんだ。わかるように説明しろ」

　そこへ――。




「そこからは私が説明しよう」




　聞き覚えのない声が響いた。

　俺たちがきた扉から見知らぬ男が出てくる。歳は三十代後半といったところだろうか。無骨な髭ひげを口に蓄えている。藍色のスーツを着込んでいるが、堅気にはまったく見えなかった。

「誰だ、貴様は」

　俺を守るようにさり気なく前に立った普久乃原が鋭い口調で問い詰める。

　男は、普久乃原など気にも留めないように、こちらの方に歩いてきた。そして、俺たちから十メートル程度離れた位置に止まる。

「名乗るほどでもないが、まあ、こんなところまできたんだ。教えてやってもいいだろう。牟む田た口ぐち文ふみ久ひさ。『電子妖精』という名前に聞き覚えはないかね？　それを創設した者だよ」

　この男が、『電子妖精』の……？

『牟田口。あなたが何な故ぜここに……』

「Ｎｏ．０ニヒルの目からは逃れられても私からは逃れられんよ。世界の変異を調べるとしたら、ここに来るだろうというのは状況から逆算すれば簡単にわかる」

『まさか、では、今回の一連の事態は……』

「君の想像通り。完全とは言えないが、我々――いや、私は『フェアリーテールシステム』を掌握しつつある。ようやく私の願いは成じよう就じゆする」

　そんなことを、どうやって……？

「確か都筑武紀くんだったか。何故こんなことをできるのか、といった顔をしているね」

　心を読まれた!?

「私に読どく心しん術じゆつの能力などないよ。あくまで観察力に優れているだけさ」

　観察力だとしても、目の前にいる男が危険な相手だということは充分伝わってくる。

「まあ、種明かしをすると、だ。私はＮｏ．０ニヒルをコピーしたのだよ」

『コピー、ですって？』

「そうだ。Ｎｏ．０ニヒルを操って『フェアリーテールシステム』に命令を下すことそのものは不可能だ。だが、Ｎｏ．０ニヒルそのものは外部からの命令干渉をほぼ受け付けないが、自身から自身への命令に関しては一部に綻ほころびがある。自己進化のため、そのような綻びがあるのだろうが、今回はそれを利用させてもらった」

『そういうことですか』

　……俺は話にまったくついて行けないんだが……。

「……こんな少年が世界を左右する存在とはな。世も末としかいいようがないな」

『あなたほどではない』

「ははっ！　ＡＩが皮肉を言うとはね。愉快愉快。あとでそちらの世界に出向いて、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユの支配下に置いてやろう。光栄に思うといい」

　そして、ひとしきり笑った後、牟田口はこちらを鋭く睨んだ。

　体が震えた。正直に言えば、睨まれただけで殺されると思った。

「さて、私は『例外エクセプシヨナルレイヤー』を本来の世界とやらに上書きしなければならないんだ。不確定分子には消えてもらおう」

　そして、おそらく相手はそのぐらい軽く、俺を殺すことができるのだとはっきりわかる。

　あまりにも、次元が違っていた。

　だけど、だからといってその死を受け入れるのなんて真まっ平ぴらだ……！

　手段はどうでもいい……！　少しでも可能性に懸けて足あ掻がくんだ……！

「俺を……。俺を殺していいのか？　俺を殺せば、世界が標を見失って消滅するはずだぞ」

　世界を盾たてに自分の身を守るというのも情けない発想だが、今はとにかくこいつの隙を見いださないと……！

　しかし、牟田口はまったく意にも介さない。

「そんなことは知っている。私を甘く見るなよ、少年。君らと違って、世界が置かれている状況などとうに心得ている」

「なら、俺を死なせたら……！」

「君は実に頭が弱いな。……いや、気付いているのか。それでも頭が弱いことには変わりがないが……」

「なっ！」

「君が必要なタイミングというのは、『フェアリーテールシステム』が、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消すこともなく、本来の世界に上書きすることもなく――世界が法則によって、世界をひとつにしてしまう時に限る。つまり、だ」

　牟田口はこちらを指さす。

「私が『フェアリーテールシステム』を操り、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を本来の世界に上書きしてしまえば、君が必要な理由はなくなる」

　くそ、気付いていたか……。

　そもそも『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限を持っているのはあちらだ。現時点で俺たちは『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消すことができない。

「もっとも、さすがに殺しはしないさ。備えあれば憂いなしと言うからな。もっとも、死なないだけで精神が保たれるかどうかは考慮しないがね」

　そんなの御免被こうむる。

　だが、俺は間違いなくこいつに勝てない。そして、俺がここにいられる時間も限られている。

　とはいえ、今の事態を解決するためには『ビジター』になってでも、こいつをどうにかして――。




『なぜ、君がそういう立場にいるのか、そして、その立場を考えて行動してくれ。軽はずみな真似だけはしてくれるなよ？』




　ふと、秀之さんの言葉が浮かぶ。

　そうだ。軽はずみな真似などできない。

　俺が『ビジター』になってまで居残ったところでできることなど、はっきり言ってたかがしれている。

　逃げるしかないんだ。こいつから逃げ切って、どうにか向こうの世界でこいつへの対応を考えるんだ……！

「おい、都筑。オレがあいつを止めてやるからすぐに逃げろ」

　普久乃原が小声で、そんなことを言ってくる。

「普久乃原？」

「お前も理解はしていると思うが、あいつは半端じゃない。この程度の距離であいつを金縛りにしようとしても無理だ。間違いなく避けられる」

　あの自信の塊かたまりみたいな普久乃原がこんな弱気な言葉を吐はくなんて、信じられなかった。

　それほどまでに相手は圧倒的だとわかる。何もしてないのにそれがわかるぐらいには。

『逃げるのが最善でしょう。もはや、ここにいても何もできません』

　沙耶も逃げることを最善だと告げてくる。

「じゃあ、どうする気だ」

「二手に分かれて、あいつの横を突っ切る。扉まで最短距離でだ」

　だが、こちらから扉に入るには、どうしても牟田口の横を通らなければならない。

「二手に分かれれば、やつとて人間だ。意識がどちらかに向く。だが、接近した瞬間に俺がやつに金縛りをかける。お前はとにかく全力で駆け抜けろ。そして、あの扉に飛び込め。オレが合図したら、すぐに走るぞ。躊ちゆう躇ちよするなよ」

「待てよ。俺は沙耶の力を使って、核を動かしてるんだぞ。お前はどうするんだよ」

　普久乃原だけでは、この核を動かせるかどうかすらわからないのに……。

「だから、お前が扉まで逃げたらすぐにオレも追う。一瞬でも金縛りが効けば充分だからな」

「……死ぬつもりはないんだな？」

「当たり前だ」

「わかった。なら頼む」

「言われるまでもないさ」

　前に立った普久乃原が、俺の腕を摑つかむ。

「相談事は終わったかね。では、心残りがなくなったところで消えてもらおう」

　牟田口が、動く……！

　その瞬間――。

「行くぞ！」

　という声と共に、俺たちは牟田口に向かって駆けだした。俺は牟田口から向かって右、普久乃原は左という構図で、ヤツの脇を抜ける算段だ。

　そして、牟田口は一瞬、しみ――。

「止まってろ……！」

　その間かん隙げきを突いて、普久乃原がその力を発動させる。瞳が紫色に輝き、見る者を束縛する。

　俺と普久乃原は牟田口の横をすり抜けて――。

「行かせんよ」

　真横に強い衝撃。吹き飛ばされた。まるでダンプカーにでも撥はねられたかのように俺の体は吹き飛んだ。

　その勢いのまま、俺はこすりつけられるように床を転がる。

　止まると同時に、ごろりと仰あお向むけになる。

『都筑武紀！』

　どうにか携帯は手放さなかったようで、沙耶の声はすぐ近くで聞こえた。

　立ち上がることができない。微かすかに視界に映る牟田口を見やれば、その腕をこちらに向けているのがわかった。

　普久乃原の金縛りを受けているはずじゃなかったのか……？　横目でちらりと見れば、普久乃原の目はきちんと光っている。間違いなく彼の異能は発動しているはずだった。

　だが、その普久乃原の表情が戸惑っているのを見て、失敗したのだと悟った。

「都筑ぃ！」

　吹き飛ばされた俺に気付いた普久乃原が俺に駆け寄ってくる。

　だが、彼も牟田口によってこちらに吹き飛ばされた。少し腕を振っただけにしか見えなかったのに、手から衝撃波でも出しているのか？

「普久乃原ぁ!!」

　吹き飛ばされた普久乃原まで這はって近付く。だが、呼びかけに反応しなかった。

　まずい。まずい。まずい……！

「私にその程度の異能が効くと思っていたのか？　おめでたい頭をしている。いや、しかし、私の横を抜けるにはそうするほかなかっただろうからな。判断は間違っていない」

　牟田口は余裕の態度を見せる。

　異能が効かない？　なんだ、そのずるチートは……。

『この男は――異常です。無効化が確認されました』

　沙耶がそこまで言うのか、この男……。

　牟田口が腹立たしくなるような笑みを浮かべてこちらに近付いてくる。

「無能な人間を排除するというのは実に胸が躍る」

「腐ってるな……」

「部屋の掃除をして、ゴミを捨てて綺麗にして、君は気分よくならないのか？」

「ゴミと一緒にするんじゃねぇよ……」

「いいや。私の理想を邪魔するものはことごとくゴミだ。絶望が待つ未来など、この私が許さない。君らのような世界に何も成さない無能どもがのさばる未来など我慢がならない」

　こいつが何を言いたいのか、それは理解できない。

　だけど、こいつは自分の理想を追い求めているのかもしれない。

　そういう意味では俺と変わらないのだろう。

　だけど、こいつは誰のことも考えていない。誰も想っていない……！

　こんな奴にやられるのは我慢がならなかった。

　渾こん身しんの力を込めて立ち上がる。立ち上がっても何ができるわけでもない。

　ただ、この男に見下されるのだけは我慢がならなかった。

「しぶとい少年だ……。視界の美観を損ねる。這いつくばっていろ。幻想に依存する不適合者！」

　牟田口が腕をこちらに向ける。

　また、あの腕から衝撃波でも出るのだろう。俺はあっけなく吹っ飛ばされるのだろう。

　歯を食いしばる。

　少しでも耐えられるように……！

　空間が――歪む。

　その歪みが大きく――迫っていた。

　それは、とても、遅く見えた。

　状況はとても絶望的。

　だけど、俺は――。

　頭の片隅に残っていた一いち縷るの望み。

　それに賭かけた。

『防御結界プロテクシヨン・スフイア』

　アナウンスが響くと同時に、俺の視界を別の歪みが支配した。

　綺麗な、群青の編み目が広がっていく。それは俺の周囲を覆った。

　歪みと歪みが衝突する……！

　パシュウッと水の蒸発したような音を立てて、牟田口の放った歪みは消滅した。

「む……？」

　俺は、咄とつ嗟さに携帯を取りだし、ボタンを押していた。

『これは高橋秀之のプログラム？』

　そう。沙耶の言う通り、秀之さんからもらったプログラムを起動したのだ。

　身の危険を感じたら使えと、その言葉通りに――。

　今、俺を中心に、ドーム状の歪みが張られていた。まるで、俺たちを守護するかのように……。

「そうか。高橋秀之と縁があるのだったな、君は」

　牟田口は得心したように頷いた。

　そして、ドーム状の歪みを睨み付ける。それだけで、ドーム状の歪みは消え失せた。

「だからといって、私の優位性は揺るがないがな……」

　そして、手に衝撃。

　俺の携帯は俺の手から離れていく。手の届かない場所へ携帯は転がっていった。沙耶の言葉も届かない。

「これで、君を守るものはない。これで終わりだ」

　牟田口が一歩、こちらに踏み込んでくる。




「いいや。終わりなのはお前さんだよ」




　だが、そこへ横槍が入った。

「間に合ったみたいだな」

　聞き覚えのある声がした方へ向き直る。

　俺よりも一回り高い身長、体つきもしっかりした男性がいた。

　以前、向こうの世界で見たことがある。

「秀之さん……？」

　それは高橋秀之さんだった。

　牟田口が警戒しつつ、秀之さんへと語りかける。

「ほう、高橋秀之か。君の侵入には気を配っていたつもりなんだがね」

「意図せず都筑くんがおとりになってくれたからな。侵入そのものは楽だったさ。貴様の作ったＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユももう沈黙させている。残念だったな」

「……なんだと？」

「そこの核で調べてみればいい。すぐにわかるさ」

　牟田口が舌打ちをして近くにあった核に触れる。ディスプレイを出し、何事か確かめ始めた。もちろん、秀之さんに対する警戒は解いていないが。

　今なら安全だと考えたのか、秀之さんは俺の方へ悠然と歩いてくる。

「無事か。都筑くん」

「は、はい……」

「君があのプログラムを使ってくれて助かった。おかげでここに来れた。これでヤツを追い詰めることができる」

　俺の携帯には、使った瞬間に居場所を知らせる機能が付いていたらしい。

　秀之さんは「本来は愛あい子こや暎那ちゃん用なんだけどね」と付け足したが、それでもこれはありがたかった。

「よっ、久々だな。都筑くん」

　そして、秀之さんだけではなく、義よし人ひとさんがいることに気付く。他にも見知らぬ人たちがいた。秀之さんの仲間の人、かな？

「それにしても、あいつの攻撃を受けて立ち上がっただけでも上出来だ。根性あるヤツは嫌いじゃないぜ」

　義人さんが俺を支えてくれる。

　そして、秀之さんが俺の前に手を掲げ、

「癒しの霧ヒーリングミスト」

　見る見るうちに痛みや傷が消えていった。

「ま、回復の異能さ。これで動けるだろう」

　同じように普久乃原にもやってくれる。普久乃原も表情が和らぐ。意識も戻ったようだ。

「あ、ありがとうございます」

　俺が礼を言うと、秀之さんは難しい顔で、

「都筑くん。元の世界に戻れ」

　そう俺に告げる。

「で、でも……」

「君の方の事情は暎那ちゃんを通じて聞いている。そちらに連絡できず悪かったね。だけど、君はもうここでの制限時間が終わりに近いはずだ。早く戻らないと『ビジター』になってしまうぞ」

　それはそうだけど……。

「前も言ったが、これは俺の役目なんだよ。こんな訳のわからないことにかかずらってないで、君は君のやるべきことをやれ。君が理想を成就すれば俺にとっても救いのある世界になるんだ」

「高橋さん……」

「必ず『メーカー』の権限は取り戻して、君の選択を支援する」

　義人さんが口を挟む。

「ま、安心しろよ。あんなの、さっさと倒してくるからな」

　軽い調子で言っているが、少しだけ顔が引きつっている。

　相手を見くびっているわけではないだろう。牟田口は未いまだに変わらぬ威圧感を放っている。

　俺がいても、足手まといになるだけだ。間違いなく秀之さんの勝率を下げてしまうだろう。

「わかりました……。でも、必ず戻ってきてください！」

「当たり前だよ。愛子を残して死にたくはないからね。第一、愛子のことで君には直接聞きたいことや言いたいことが山ほどあるんだから。でも、それは次に会う時に取っておくよ」

　こんな時までシスコンぶりを発揮することに、ちょっとだけ吹いてしまった。

　大丈夫。きっと大丈夫だ……！

「普久乃原。お前も……」

　普久乃原はおそらく俺の今いる世界には来られない。間違いなく俺が元いた世界にカテゴライズされている。だが、だからこそあちらの世界には行けるはずだ。

「冗談じゃねぇ！　こんなこけにされたまま、しっぽを巻いて逃げられるか……！」

　だが、普久乃原はそれを拒否した。

　そこへ秀之さんが歩み寄る。

「大きなダメージは回復するのに時間がかかる。癒しの霧ヒーリングミストで治したとはいえ、そんな体で戦っていれば必ず痛みは再発する」

「痛みなんざ……！」

「無理はするな。それに万全ならともかく、今は足手まといだ」

「足手まとい、だと……!?」

　秀之さんは躊躇なく頷いた。

　そして、携帯を操作し始める。

「議論している暇はない。悪いが強制的に向こうへ行ってもらうぞ。愚ぐ痴ちなら後でいくらでも聞いてやる」

　秀之さんが携帯のボタンを押すと、普久乃原はふっと消えてしまった。

「こちらは必ずどうにかする。都筑くん。愛子を、頼む……！」

　そして、俺の体も少しずつ、消えていく。

「絶対に、戻ってきてください……！　そうじゃないと、高橋が絶対に悲しみますから……！」

　そう言い残した次の瞬間、俺の視界は真っ白になった。







　気付いた時、俺は公園にいた。

　咄嗟に、周りを見渡す。

　世界は元に戻っていた。子供たちが公園で遊び、母親たちが集まって会話。至って平穏な光景だ。

　時間停止が解けたのだろう。

『貴様の作ったＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユももう沈黙させている。残念だったな』

　秀之さんの言葉を思い出す。おそらく原因だったＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを消滅か何かさせて、事態を解決したんだ。

「今、何時だ……？」

　慌てて携帯を取り出そうとしたが、手を入れたポケットには何も入っていなかった。

「って、携帯が……」

　向こうで牟田口に吹き飛ばされてそれっきりだったな。回収してくればよかった……。

　とはいえ、今はそんなことで嘆いている暇はない。

　普久乃原がどこにいるか――こちらの世界にはいないだろうが、確かめなければならない。

　そして、秀之さんは『アカシックサーバー』で戦っているんだ。

　秀之さんは俺にすべてを、託してくれた。

　だけど、このまま託されるだけで済ませるのはまだ早い。俺に何かできることはないのか？

　早くどうにかして沙耶と連絡を――。

　喫茶店に行けば南雲さんがいるはずだ。南雲さんの携帯なら沙耶と連絡を取れるかもしれない。

　喫茶店へ急ごう。




　喫茶店は喧騒を取り戻していた。客の人たちが時間が止まっていたことなど気付いていないように、会話に花を咲かせている。

　入ってきた俺に南雲さんが気付き、武杉さんと春奈さんも俺に気付いた。

　俺はすぐに南雲さんの座るテーブルに駆け寄る。

「南雲さん！　携帯、貸してください！　あと、沙耶に連絡を取りたいんです！」

　南雲さんは目を点にして驚いていたが、こちらの事情を察してくれたのか、すぐに渡してくれる。

　俺は店の中で目立たないために、外へと出た。

　そして、タイミングよく携帯から着信音が鳴る。

「沙耶か？」

『はい。無事に戻ってこれたようですね』

「沙耶は大丈夫だったのか？　あと、普久乃原は？」

『私は元々、本体がこちらにありましたので問題ありません。普久乃原秀しゆうはカテゴライズに従い、「例外エクセプシヨナルレイヤー」へと行っています』

　普久乃原が無事なことにほっとする。

　俺は次の質問を投げた。

「秀之さんは今、戦っているのか？」

　少しだけ躊躇ったように、間が空き、

『はい』

　沙耶はそう答える。

「俺に何かできることはないのか」

『ありません。Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユは高橋秀之が無力化しました。あとは彼が牟田口から権限を奪い返すのを待つのみです』

　もう祈ることしかできないのか？

　何かないのか……。

　ここから秀之さんをサポートする、何かが……。

「せめて俺の携帯があれば……」

　向こうへ行って、俺を守ってくれた時のように盾を作ることができたかもしれないのに……。

　だけど、俺の携帯は向こうにあって――。

「……いや、待てよ？」

　そうだ。

　向こうにあるのだから、できるんじゃないか？

「沙耶。サーバーの中にある俺の携帯を遠隔操作できないか？」

『可能です』

「だったら、どうにか不意を衝ついて、起動させれば……。秀之さんの援護ができるんじゃないか」

　沙耶は何も答えない。

「沙耶！」

『いいでしょう。このままでは彼がやられてしまうかもしれませんからね』

　携帯のディスプレイが、映像を映し出し始める。ノイズが濃かったが、真っ白い中で核が浮かんでいるし、これは『アカシックサーバー』の中か？

　ところどころで、秀之さんと牟田口の姿が見える。

『携帯の撮影機を繋げました』

　位置関係と視界から、携帯が地面に落ちたままであることがわかった。秀之さんと牟田口以外の人たちはどこか別の場所にいるのか、まったく姿が見えない。

『プログラムの起動は、タイミングよく指示してください。携帯のシャープボタンを押せば起動するようにします』

　しかし、お膳立てをしてもらったが、あの携帯から発せられた盾は防御に使うものだ。

　座標固定で、使用者を中心に空間の歪みをドーム状に作り出し、あらゆる攻撃を防御するとヘルプには書いてあったけど……。

「人が防御結界プロテクシヨン・スフイアの空間の歪みにはまった場合どうなるんだ？」

　盾の防御陣内の外でも内でもなく、その境界線に巻き込めば……。

『牟田口と言えど、一瞬は足を止めることができるかもしれません。境界線が体を一部巻き込み拘こう束そくするはずです』

　だとすれば、あとはこちらのタイミング次第……！

　考えろ。あの時展開された盾の直径と、その展開時間を考慮して……。

　カメラは同じところしか写さない。しかも、映像も決して綺麗ではない。

　だから、押すタイミングが難しい。簡単には押せなかった。

「起動は何回でも可能なのか？」

『可能は可能です。しかし一度見せたら、そんな不確定要素を見逃す男ではありません』

　そうだよな。牟田口がこのことに気付いていないことが奇跡なんだ。

　甘えるな。チャンスは一度だけ……。

　それを見定めなければならない。

「！」

　そして、そのチャンスは唐突に訪れた。

　牟田口の足が傍に見える。その奥には小さく秀之さんも見えた。口が動いていたが、何を喋っているかはわからない。

　会話をしているのだろう。両者共に止まっている。介入するとしたらここしかない。

　だが、牟田口は盾の圏内にいた。

　もう一歩、踏み出してくれれば体を境界線で拘束することができるものの、今起動させたら、逆に牟田口を守るだけになってしまう。

　なおも会話は続いた。

　秀之さんが肩をすくめた時、牟田口が前へと動く。

　もはや、このタイミングしかない！

　俺は咄嗟にボタンを押した。

　ディスプレイの視界が、陽炎のように歪む。

　だが、すぐに映っていた映像はぶつりと切れ、真っ黒となってしまった。

『破壊されました』

　あまりにも呆あつ気けなく。

　あまりにも簡単に……。

「沙耶。上う手まくいったのか？」

『おそらくは』

　結果はどうなったかわからない。とはいえ、足を引っ張ったりはしていないはずだ。

　あとは秀之さんを信じるだけだろう。

　俺は俺のやるべき事をする。




　その一時間後、暎那ちゃんからの伝言で、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限を取り戻したということが明らかになった。

『終わったようです』

　南雲さんの携帯から、沙耶の声で端的な結果だけが告げられる。

「そっか……。秀之さんは無事なのか？」

『無事と言えば、無事ですよ。命に別状はありません。ただ、今は休息が必要でしょう』

　そうか。お礼を言いたかったのだけど……。次の機会にするしかないか。

　今は自分のやるべきことをやろう。

　一旦、喫茶店に戻り、南雲さんや武杉さんたちにすべてが終わったことを伝えた。そして、『アカシックサーバー』の中で起こっていたことも……。

「そうか、よかった。でも、君に任せきりで悪かったね」

「いえ。最終的に俺は何もできませんでしたし……」

　すべては秀之さんがやってくれたみたいだしな。

「そんなことはないさ。君は君の役割を果たしたはずだ。何もできなかった、なんて言うものじゃない」

「南雲さん……」

　少しだけ気が楽になる。俺はお礼を言って、南雲さんに携帯を返した。

　しかし、南雲さんは一度受け取ってから、またこちらに差し出してくる。

「君が使ってくれ。僕はこれからまた統合の日までに、人の魂たましいを掌握するための準備をしなければならないからね」

　そのことについて、少しだけ打ち合わせをしてから、俺はありがたく携帯を貸してもらった。

　俺は家に戻り、メールを見る。

　そこで原画師さんから頼んでいた分のグラフィックを受け取った。

『これで終わりだ。まだ何かあれば遠慮なく言え。以上だ』

　端的なメッセージだったが、グラフィックの数は膨大だ。

　そして、これですべてが揃った。立ち絵もイベント絵も。その差分すらも。

　シナリオも終わっている。グラフィックもこれで終わった。

　データ類はこれで完了だ。

『情報データの方は揃ったようですね』

　沙耶から携帯で話しかけられる。

「ああ。これはどうすればいい？」

『預からせていただきます』

「了解。ところで他の投影するためのデータはどうすればいいんだ？」

『それは私が収集してきます』

「了解。サンキュな」

『いえ。今回、私はあなたに大きな借りを作ってしまいましたので、この程度のことはやらせていただきます』

　珍しく沙耶がしおらしかった。

「どうしたんだよ。俺は今までずっと扱いが悪かったのに」

『それほど、今回の事態は重かったのです。未来を完全に狂わせてしまうかもしれないぐらいに。我々の住むべき未来を守ったのです。敬意は払います』

　今まで俺を見下していたはずの沙耶が、本当に掌てのひらを返したようだった。

『なぜ、あなたはここまでされたのに、「フェアリーテールシステム」に悪意を抱かないのですか？』

「悪意なんて抱かないよ。俺としてはみんなを現実に出してくれただけでも感謝してる。もちろん、みんなに危害を加えられた時は腸はらわたが煮えくり返りそうだった。でも、そっちもそっちで守るべき未来があるってことだったしな」

『そうですね。予想外の事態もあって、手段を選ぶことができなくなりましたが……』

「未来を守るために『関係接続因子』を集める、か。長い時間、ずっとやってきたんだろ？」

『ええ。それが我々の役目ですから』

「でも、少し気になったことがあるんだけど。いいか？」

『なんでしょう』

「何もわかってない馬鹿な考えかもしれないけどさ。小規模な異世界を作って現実との関係を絶つ『関係崩壊因子』も、それを打ち破る『関係接続因子』も同じものなんじゃないかって思うんだ」

『同じもの？』

「相手と一緒にいたいっていう想いが作り出すものだって。それが行き過ぎたものなんじゃないかな」

『どうしてそう思うんですか？』

「こっちの世界に来てから、『エターナル　イノセンス』のレイヤーが消えそうになった時、セキュリティをぶち破って俺とみんなは繋がった。これもまた相手と一緒にいたいって想いが作り出したものだろう？」

　根拠は全くない。難しいことはわからないし、『関係崩壊因子』の全容を明かされても俺は理解できないだろう。

　ただ以前、自己嫌悪によってできると思ったのは、間違いだったんじゃないかと思うのだ。

「たぶんだけど、『関係崩壊因子』って『ビジター』とか……つまり相手がいないと発生しないんじゃない？」

『ええ』

「だからこそ、相手と一緒にいたいって気持ちが、世界を作り替えようとしてたんじゃないかな。元々、『フェアリーテールシステム』が作る『関係崩壊因子』は、本物を模したものって話だろう？」

『……面白い説かもしれませんね。「関係崩壊因子」は謎なぞが多いですから。もっとも、それを調べる命令は受けていません。我々は我々の任務を遂行するのみです』

　こればっかりは俺もそれを調べる余裕はない。

　なんとなく感じたことを告げただけだ。

　ただ、現実と離れたかったわけじゃなくて、共に歩める世界がほしかったのでは、と。

　それが健全かどうかなんて、俺にはわからないけど。

　人それぞれの幸せはあっていいと思う。

『都筑武紀。私はあなたに謝らなければなりません』

「なんだ、いきなり？」

『あなたに、意図的に言わなかったことがあります』

　そう言えば南雲さんが言っていたな。『「フェアリーテールシステム」はまだ君に隠していることがある』と。

　もしかして、その話か？

『しかし、あなたの行動に対して、我々はもはやあなた方をモルモットなどと呼称するべきではない。ただ、これは私が考えるに、あなたにとって非情な選択となるでしょう。どちらを選ぶかはお任せします』

「非情な、選択？」

『お話しします。あなたに、隠していたことを――』

　その内容は沙耶の言う通り、あまりにも非情で。

　正直に言えば、受け入れるには少しだけ時間を要した。
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　今、この時間、世界はすべて正常だった。

　あくまでふたつの世界が正常に動いているだけだが、平穏であることには間違いないだろう。

　これも秀ひで之ゆきさんを始め、みんなのおかげだ。いや、誰が欠けてもこの世界は訪れなかった。

『秀之は役目を果たした。あとは、都つ筑づきお兄さん』

「ああ。わかってるよ、暎えい那なちゃん」

『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限は、『フェアリーテールシステム』へと移っている。

　そのことについて、お礼も兼ねて秀之さんの話が聞きたかった。

「秀之さんに直接、お礼を言いたいんだけど、代わってもらえるかな？」

『あとは都筑くんを信じると言って、その、旅行に出掛けた』

「りょ、旅行……？」

『……はい』

　いくらなんでも、旅行とは……。不自然過ぎる。

「暎那ちゃん、何か隠してる？」

『隠してない』

　しかし、暎那ちゃんはそう告げる。どう考えても何かを隠していた。

　少し無言が続いたが、暎那ちゃんは仕方がないように呟つぶやく。

『今は何も言えない。ごめんなさい……』

「わかった。でも、秀之さんは無事なんだよね？」

『はい。それは間違いない』

　無事ならばそれでいい。会えない理由はわからないが、いつか直接会う機会もあるだろう。

　ここから先、何が起こっても秀之さんを頼れない。

　だけど、ここまでお膳立てされたんだ。

　会った時に、大目玉を喰らわないようにしないとな。

『そちらの準備は大丈夫？』

　シナリオもできあがった。グラフィックも問題ない。

『エターナル　イノセンス』のみんなを投影することに、障害はなくなっている。

　沙さ耶や曰く、プログラムの調整もほぼ終了。

　南な雲ぐもさんは、

「できる限り、処理を減らすために少しでも多くの人の魂たましいを掌握させてもらうよ」

　と、今も歩き回っている。

　そして、「君は、君の大事な人たちと休んでくるといい」と言ってきたのだ。

　そう。『例外エクセプシヨナルレイヤー』のセキュリティ権限が『フェアリーテールシステム』に移ったということは、それは俺があちらの世界と容易に行き来できることを意味する。セキュリティに阻害されることなく、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の方へ問題なく情報データを送れるということだ。

　ただ、戻れると言っても、南雲さんが苦労しているのに俺だけ休むのは気が引けた。

　しかし、

「こちらのことは任せてくれ。彼女たちの心のケアだって重要だろう？」

　とまで言われてしまい、俺の指針はそれで決まった。

　だから、すべては順調だ。そのことを暎那ちゃんに伝える。

「ああ、準備は大丈夫だよ、暎那ちゃん」

『確認。今日の二四時には世界が法則によって統合される。法則で統合される前に「フェアリーテールシステム」で「例外エクセプシヨナルレイヤー」を消して世界をひとつにし、「現実補正リアリテイ・デバイス」で記憶を統合する』

「うん」

『では、「例外エクセプシヨナルレイヤー」に今すぐ戻る、です』

「いや、ちょっと待ってもらえないかな？」

　世界を統合する前に。『例外エクセプシヨナルレイヤー』に戻る前に。

　あるひとつの答えを彼女たちに出さなければ、俺に世界をどうこうする資格はないのだ。

「ちょっとやらなきゃいけないことがあるんだ」

　俺は暎那ちゃんに事情を説明した。

『理解した。では、また戻る時は連絡する、です』

　暎那ちゃんとの通話を切る。

　やらなきゃいけないこと……。

　それはけじめをつけることだ。

　俺は、相手に電話をかける。

「うん、ちょっと用があって。来てもらえないかな？」

　そしてもうひとり。

「あの公園わかる？　そこに来てほしいんだ。今すぐ」

　ふたりを呼び出す。

　もう後戻りはできない。

　俺は公園へと向かった。







　公園で、すでにふたりは待っていた。

　彼女ら以外には誰もいない。そこへ風と葉擦れの音だけが響いている。

　要するにふたりとも喋っていなかった。

　高たか橋はしと、佐さ崎さき。

　ふたりは妙に不機嫌な表情をしている。今までお互いの存在を隠してきたのだから、当然といえば当然といえた。

「で、何の用だよ。武たけ紀のり」

「名前を呼び捨てって……。まあいいけど、で、何の用、武ちゃん」

　お互いを牽けん制せいしあっているようだった。

　胃がとてもキリキリしてくる。

　この世界の『俺』が招いている事態とはいえ、俺だったとしても間違いなく同じ事態を招いているだろう。

　ならば、俺がこの状況に答えを出さなければならないはずだ。

「色々と白状しに来た」

　高橋は何となく事情を察しているのか、その表情は憮ぶ然ぜんとしている。

　しかし、佐崎は何も知らない。訝いぶかしげな顔をするだけだ。その上、裏切られていたと知ったら、どんな顔になるのか……。

「白状？」

「ごめん」

「……いきなり謝られてもわからないんだけど」

「そこにいるクラスメイト、高橋愛あい子こっていうんだけど、告白をされて受けました」

　佐崎の表情がびしりと固まった。

「へ、へぇ――――――。そう。そうなんだ。それはそれは」

「結果的にお前を騙だましていたことは謝る」

「知ってたわよ、そんなの……！」

「え？」

　え、知ってた？

「名前も知らなかったけど、何回か見た。手を繋いで歩いてるの。仲良さそうにしてたのずっと見てたもの！　あたしの誘いを断り始めてて、すぐにピンと来た！　だけど、きっと違うって思い込んで……」

　なんて迂う闊かつな『俺』だ。

　拳こぶしをぎゅっと握った彼女の目尻に涙が浮かぶ。

「これからも仲良くやればいいじゃない！　それじゃさよなら！」

　走り去っていこうとする佐崎を、俺は咄とつ嗟さに腕を摑つかんで止めた。

「な、何すんの！」

　振り解いて逃げようとする彼女を必死に止める。

「待ってくれ！　俺が言いたいのはそれだけじゃないんだ！」

「どんなに仲がいいか語ろうっての!?　冗談じゃないわよ！　あたしだって……あたしだって……！　武ちゃん、どんだけ鈍感なの!?」

「だから違う！　そうじゃない。お前の気持ちに気付かないほど、もう鈍感じゃないし、その、俺はお前のことも好きなんだ！」

　動きがぴたりと止まった。

　そして、こちらを見据えて、睨みつけてくる。

「なに、それ？」

「お前のことも、高橋のことも好きだって言ってる」

「正気？」

「正気だ。ふたりをどちらかなんて選べない。でも、俺はお前も幸せにしたいと思ってる」

「意味がわからないんですケド……」

　佐崎は混乱しているようだ。無理もない。いや、ここから一足飛びに失望へと変化するかもしれなかった。

　でも、彼女を幸せにしたいという気持ちに噓うそはない。

　これまでずっと『俺』を見てきてくれた、幼おさな馴な染じみなのだから……！

　俺がいた世界では、転校がきっかけで仲直りできなかったけど……。

　今こそ、彼女との絆きずなをもう一度築き、より一歩踏み込むんだ！

「ねえ。あなたの恋人、こんなこと言ってるんだけど？」

　険のある顔で佐崎は高橋に問いかける。

　高橋は、

「まあ、こいつにいる恋人はあたしだけじゃないし」

　と、平然とした顔で言い切った。

　……まあ、いずれ語らなきゃいけない話だったけど、ここで語りますか、高橋さん……。

　混乱していた佐崎は、さらに混乱したらしい。挙動がどう見てもおかしくなっている。

「意味がわかんない」

「あたしも会ったこともねぇけどさ。五、六人いるっぽい」

「……それに対する武ちゃんへの問い詰めは置いておくとして」

　置かれるのか。

　ふたりはさらにぶっちゃけた会話をし始める。

「高橋、って言ったっけ。あなたは、それでいいわけ？」

「それの答えを今すぐ出すのは難しいな」

「だったら……！」

「でも、あたしはこいつと離れたくないんだよ。何度もあたしのことを助けてくれたからな。ずっと一緒にいたい。この気持ちに噓はねぇ」

「………」

「それにあたしらはまだ高校生だろ。恋人ごっこをしてるに過ぎないじゃないかって考えることもあるんだ。だから、今のこいつに何人恋人がいようと、最終的にあたしが隣にいれればいいかなって。まあ、その時に他にもいるようであれば、その時はその時だ。なんにせよ、それは時間が経たないとわからないことだろ。でも、後悔しないようにあたしはもっともっと、こいつに好きになってもらうつもりだ」

「本気なの？」

「本気だよ」

　すると、佐崎は怒り心頭で喚わめいた。

「こんなののどこがいいの!?　人が何度も何度も誘ってるのに、こっちの好意にまったく気付かない鈍感だよ!?　鈍感中の鈍感、キングオブ鈍感だよ!?　お弁当作ってあげても気付かないんだよ？　その弁当に桜さくら田でん麩ぶのハートマークつけても、美う味まかったとしか言わないし！　あたしの裸見ても照れるそぶりすら見せないし、基本朴ぼく念ねん仁じんだし――」

「よく知ってるじゃん」

　端的にそんなことを指摘され、佐崎は怒りが恥ずかしさに変わったようで押し黙る。その顔はまるでリンゴのように真っ赤になった。

　それにしても、今佐崎のあげた罪状はヒドいにもほどがある。『俺』そんなに鈍感だったのか？　桜田麩のハートマークとか裸見るとか、どんだけラッキーなギャルゲーイベント経由してんだよ、『俺』は。翔しよう也やではないが、氏ねと言いたくなるのもわかる。

「な、な、な……」

　そして、ズバリ指摘された佐崎は二の句が継げないようだった。

「佐崎。あたしは、お前に負けるつもりはない。負けるのが怖いなら、今のうちに武紀を諦めろよ。その方がお互いのためだ」

　高橋はまるで突き放すように言う。

　しかし、その言葉を聞いて、

「……上等じゃない」

　佐崎は再び怒りのこもった表情で高橋を睨み付ける。

「武ちゃんのことで負けるつもりなんか、欠片かけらもないんだから！　先に告白したぐらいで恋人になっただけなら、あたしの方がもっと好きになってもらうもんね！」

「はっ。告白もできなかったくせに」

「違うわよ！　何度も告白みたいなことをしたのに、武ちゃんが気付いてくれなかっただけ！」

「好きだって一言も言ってない時点で、勝負は決まってるっての」

「うっさい！　……いいわ。武ちゃんがあたしたちふたりを好きだって言うのなら、受け入れる。その上で、あたしを好きになってもらう。時間はたっぷりあるんだからね！」

　佐崎はこちらに振り返る。

「いい!?　そういうことだからね、武ちゃん！　ううん、武ちゃんに選択肢なんかないから！」

「は、はい……」

　そして、高橋からも一言。

「贔ひい屓きを感じたら殺すからな」












「……はい」

　恐ろしい言葉だった。

　なんかこの場は解決してしまったような気がするな。

　もちろん、この先、きついことは待っているだろうけど。

　でも、うん。やっぱり、誰ひとりとして、俺は諦められない。

　俺はすべてが欲しい、欲深な理想主義者なんだ。







　こちらの世界でやるべき事を終えた俺は、まだ公園にいた。

『接続リンク』

　携帯から暎那ちゃんの声が聞こえてくる。

　すると、体を引っ張られたような感覚があった。

　しかし、それも一瞬。すぐに視界は真っ白となり、そして、すぐに正常となる。

　風景は、変わらない。

　しかし、そこにはいなかった人たちが集まっていた。

「タケにい！」

　我先にと飛び込んできたのは麻ま衣いだった。いきなり飛び込んでくる彼女を俺はどうにか受け止める。

「タケにい……タケにい……！　よかった……！　よかったよぅ。もう、帰って来ないんじゃないかって……」

　胸の中で泣きじゃくる麻衣。頭を撫なでて慰なぐさめる。

「心配かけてゴメンな、麻衣。もう大丈夫だ」

　麻衣を落ち着かせて、俺は周囲を見渡す。

　高橋に佐崎、ゆうきがそこにいた。

「よっ。ま、お帰り、とは言っておくよ」

「久しぶりだね、武ちゃん」

「無事、戻ってきて何よりだ」

　それに暎那ちゃんと沙耶もいる。

「無事でよかった、です。都筑お兄さん」

「こちらに戻ってこれて何よりです。都筑武紀」

　今はこの六人が公園に集まっていた。

「戻って、来られたんだな……」

　つい、しみじみと呟いてしまう。

　しかし、本来ここにいるべき人がいなかった。

「やっぱり、秀之さんはいないんだな……」

「ま、アイツにも色々あるんだろ」

　俺の独り言に答えてくれたのは高橋だった。

「暎那に秘密って言われてるから、アイツがどうしてるのかなんて、あたしも知らないけど……」

　暎那ちゃんは少し顔を俯うつむけて悲しそうにしていた。きっとすべてを知ってるけど、言い出せないんだ。それが暎那ちゃん自身の思いなのか、秀之さんから言われた約束かはわからないけど……。間違いなく、俺たちに気を遣っている。

「でも、アイツはお前がお前の理想を叶えることを願ってた。それが自分たちを救うとも言ってたよ。だから、頼んだぜ」

　高橋もぶっきらぼうに言っているが、心配してないはずがない。

　暎那ちゃんは少なくとも秀之さんが無事であることは明言している。そして、向こうの世界の秀之さんは、婚約者の人と幸せそうに生活してるのだ。

　だとすれば、統合をすることで、すべてが上う手まくいくかもしれない。

「ああ、任せてくれ。やりきってみせる」

　高橋の言葉に応え、俺は暎那ちゃんに向き合う。

「じゃあ、暎那ちゃん。統合しよう」

　統合と言っても、ふたつの世界の統合ではない。

「『エターナル　イノセンス』を……」

　まずはふたつの世界を統合する前に分割された『エターナル　イノセンス』のレイヤーを、かつてのように統合するという話だ。

　沙耶に確認を取る。

「世界を統合するまで、一時的に処理が重くなるけど大丈夫か？」

「一日であれば問題ありません」

　これで、またみんなとも会うことができる……。

　統合前にみんなと直接会いたいというのは俺の我わが儘ままなのだけど、それとは別に試さなければならないこともあった。

「『現実補正リアリテイ・デバイス』の調整も終了しています。試験的な運用をするにはちょうどいい機会です」

『現実補正リアリテイ・デバイス』は矛む盾じゆんを一掃するプログラムだが、今回はそれを記憶のみに適用する。

　分割されたレイヤーにいる人たちは、ほとんど記憶に差異がないため、テストするにはうってつけだった。

　記憶に差異がある人も、『エターナル　イノセンス』の関係者に限られるしな。

「じゃあ、統合を開始しよう。暎那ちゃん、麻衣や高橋に説明はしてくれた？」

　暎那ちゃんはこくりと頷うなずく。

　そして、麻衣がこちらに確認をしてきた。

「えーっと……。あたしたちの五人分の記憶が流れ込んでくるんだっけ？」

「ああ、どれを選ぶかは自由だ。その記憶を選んでもいいし、それを統合したって構わない」

　高橋が訝しげに聞いてくる。

「何度も聞いてるような気がするけど、副作用とかないだろうな？」

「ない。大丈夫」

　暎那ちゃんが答えると、高橋も納得したようだった。

　この中で記憶の差異が大きいのは間違いなく高橋と麻衣だ。ふたりには前もって事情を話して頼み込んでもらっている。ふたりとも快く了承してくれたらしい。

『例外エクセプシヨナルレイヤー』と違って、大きな事故があるわけでもないからな。そこは沙耶も暎那ちゃんも調べてくれている。

「それじゃ、お願いするよ。暎那ちゃん、沙耶」

「了解、です」

「了解しました」

　ふたりは公園の中央に進み出て、お互いに向かい合う。

「ＡＩ、Ｎｏ．８７。特殊権限使用」

「ＡＩ、Ｎｏ．３８。特殊権限使用」

　公園は塗りつぶされたように白に支配された。




　No.38 ＞library command; name "layer merge";

　No.87 ＞layer name; for 0 - 5; "eternal innocence";

　それから幾多もの奇妙な音声が折り重なる。

　耳を塞ふさぎたくなるほどの大量の音声。まったく聞き取れなかった。

　No.38 ＞name "layer merge"; action;

　瞬間――。

　白い空間に黒の亀裂が現れる。

　その亀裂は少しずつ白で埋まり、消えていく。

　まるで壊れていたものが、くっついていくように――。




　そして、『エターナル　イノセンス』は――再びひとつとなった。




　その白い世界の中、みんなが現れる。

　咲さき、理り恵え、春はる姉ねえ、夏なつ海み、小こ由ゆ奈な、拓たく海み……。

　全員が、そこにいた。

　風景が、再び公園へと戻る。

　そして、彼女らは目を開けた。

　その表情は驚愕から、安あん堵どへ。さらに泣き声へと変化していった。

「武紀くん！」

「武ちゃん！」

　咲と理恵が飛び込んでくる。

　さらに春姉と夏海と小由奈まで飛びついてきた。

　支えきれるわけがなく、俺はみんなに押し倒される格好となった。

「たーくんに触れるー」

「お兄ちゃん、えへへー」

「お兄さん、会いたかったです……」

　みんなして甘えてくる。

　離れていたのはほんの数日間だけど、離れ方が尋常じゃなかったからな……。

　本当に、ひとときとはいえ、平穏が戻ってきたんだなという実感を得る。

　ようやくみんなと触れ合えた。

　高橋と佐崎と麻衣の冷ややかな視線が少し怖かったが、三人ともこちらの事情を汲んで黙ってくれている。そういう風に気を利かせてくれるのは非常に嬉しかった。

　そして、落ち着いたところで記憶のことを確かめる。

「どうだ、麻衣。高橋も。大おお晦みそ日かから今日までの記憶に何か不都合はあるか？」

　ふたりに聞くと、両者共に不思議そうな顔をしていた。

「凄い不思議な感覚だなぁ。春姉と一緒に過ごした記憶と、夏海ちゃんと一緒に過ごした記憶が一緒にあるよ。あと、理恵ちゃんと毎日のように話してる記憶もあるし」

「麻衣。お前も記憶の統合を選んだのか？」

　高橋が麻衣に問い掛ける。

「うん。なんというか六つ分の記憶をそれぞれ把握することができて……。それぞれの記憶というか。あれはなんて言うんだろう。魂？　……的なものがわかって。とにもかくにも、特にどれを選んでも大差なさそうだったから統合したけど……」

　麻衣の説明は曖あい昧まいだが、記憶の統合は無事に処理されたということだろう。

　そうでなかったら、ここにいる麻衣が春姉や夏海と過ごした記憶は統合されることなく、消えていたはずなのだから。

「気持ち悪かったり、体調に問題は？」

　見た目は変わりないが、念のため尋たずねる。

「特に何もないよ。タケにい心配性だなぁ」

　向こうの世界でも聞いた気がするな、その台詞せりふ。そんなに些細なことを気にかけているつもりはないのだけど。

　今度は麻衣が高橋に問い返す。

「高橋さんはどうだった？」

「あたしも同じだな。咲と初はつ詣もうで行った記憶と、連絡が付かなくて行けなかった記憶が混在してる。ま、他にも結構あるけど、あんまり重要じゃねぇだろ。とりあえず、記憶を把握して、統合する選択ができたのは麻衣と一緒だ。あたしから特別語ることはねぇな」

　処理は高橋も麻衣も大成功のようだ。

「高橋の方も体調に問題は？」

　とはいえ、不安なことは不安だった。

「大丈夫だよ。それに、暎那が大丈夫だって言ってんだ。問題もねぇだろ」

　暎那ちゃんを心の底から信頼しているらしい。高橋は暎那ちゃんの頭をぐしぐしと撫でていた。暎那ちゃんは慣れているのか、されるがままになっている。

「『現実補正リアリテイ・デバイス』の調整は問題ない、ということですね。あとは向こうの世界にいる南雲次第です。とはいえ、そちらも問題ないでしょう。最終的には例外を除き、どのような記憶を選んだかそのことも忘れます」

『フェアリーテールシステム』について知っている人に限り、選んだことを覚えている仕様となっているが、知らない人は選んだことも忘れる手て筈はずになっている。記憶を選んだことを忘れるというのは、対象者を不安にさせないためだ。

　確かに記憶を選んだとか、そんなことを覚えていたら何が起こったのか不安だろうしな。『フェアリーテールシステム』を知っていれば、それが原因だとわかるけど。

「私はあちらの世界にいる南雲をフォローしてきます。Ｎｏ．８７。あとは任せましたよ」

　そう言って、沙耶はその場からかき消えた。

　もう見慣れた光景だけど、こういった不思議現象に慣れていない面々はぽかーんと口を開けている。いかに『フェアリーテールシステム』のことを教えられて、真実だとわかったとしても、目の前でいきなり消えられたら、驚きもするだろうな。

　まあ、そんなわけで統合への憂いもこれで消えたのだ。

　統合までまだ少し時間もある。彼女たちとの距離を埋めておきたかった。

　そんな中、理恵がおずおずと聞いてくる。

「武ちゃん。明日が世界を統合する日、なんだよね？　大丈夫なの？」

「大丈夫。準備はもう全部終わってるからな。今日は休息を取るつもりなんだ。みんなとも遊びたかったし」

　すると、咲が楽しそうな表情になった。

「どこに遊びに行くか決めてるのかなっ」

「まずはみんなと行けなかった初詣に行こうかなって思ってる。ちょっと遅いけど、どうかな？」

「なるほどっ！　いいね、それっ！　愛ちゃんとは行ったけどっ！」

　咲も俺の意見に同意してくれる。

「それじゃ、さっそく神社に行こう」

　そして、みんなも快く承知してくれた。







　みんなと神社に行くと、さすがに初詣の時期は外れているから空すいているだろうと思っていたが、割と混み合っていた。もちろん、元日ほどではないのだが、それでも人口密度は高い。

　出店とかはもうないけど、人気がないよりは初詣みたいでいいかな。

　俺たちは固まって境内へと向かう。

「あたしは初詣、もう行ったんだけどな」

「いいじゃんっ！　初詣は何度行っても。それに武紀くんとは初めてなんだからさっ」

「別に都筑は関係ないだろ……」

「もう、素直じゃないなぁ」

「素直に言ってるよ！」

「お姉ちゃんの意地っ張りは留まるところを知らない」

「暎那。どこでそんな妙な台詞を覚えてきてんだよ……」

　高橋と咲、そして暎那ちゃんが仲よく揉めている。

　向こうの世界では、俺も高橋とふたりで行ったんだよな……。今思うと手を繋いだり、抱っこしたり、大胆なことをしてたな。こっちの世界では考えられない。

　そんな高橋を見ていると、俺の視線に気付いた彼女はぷいっと顔を背けてしまった。

　何となくこういう高橋の方が見慣れた感じがするけど、少し寂しい。

「お兄ちゃん、おみくじおみくじ！」

　小由奈と拓海と先に行っていた夏海がそんなことを言い出した。ひとりでやるならともかく、これだけ人がいると確実にひとりぐらいは凶が出そうだ。

「お参りが終わってからな」

「はーい！」

　元気のいい夏海の返事が耳に心地よい。電話越しで聞いていたけど、やっぱり直じかに聞くのが一番の癒いやしだった。

「もう。夏海ちゃんったら。節約しなきゃいけないのに」

　春姉が姉っぽく厳しくなっている。

「今日ぐらい、いいんじゃないかな。ようやく会えたんだしね。ちょっとぐらいなら」

「たーくん、甘いなー」

「そうかな？」

「お姉ちゃんがわがまま言っても、ちゃんと聞いてくれる？」

「俺にできることなら、なんとか」

　そんな他愛のない会話。もしかしたら、もう二度とできないかもしれなかった。

　こんな、幸せな時間があるだけでも、戻ってきた甲か斐いがあるというものだ。

「武ちゃんは主体性がないの！」

「え、やっぱり……？」

　理恵が怒ったように言ってくる。

「あ、今でもやっぱり主体性ないんだ？」

　そして、佐崎まで茶々を入れてきた。

「幼稚園のころからそんな感じだよね、武ちゃん。ふらふらとさ」

「めぐ。そんな人聞きの悪いことを……！」

　そこへ理恵が、

「あ、メグちゃん。その頃の武ちゃんのこと、聞かせてもらえないかな。あんまり恥ずかしいことは言ってくれないんだ、武ちゃん」

「うん、いいよ、理恵ちゃん。その代わり、そっちの話も教えてね」

　すっかり仲よくなっている幼馴染ーズ。

　仲がいいのはいいことだが、俺の恥部を赤裸々に語るのは勘弁してほしい。

　一応、さっきの言い訳をしていこう。

「でも、ほら。ちょっとしたことで喜んでくれるなら、いいじゃん」

「むー……。もう。武ちゃんらしいとしか言い様がないなぁ……」

「ねー。変わってないなぁって感じがする」

　理恵も佐崎も言いたい放題だ。

「ちゃんと理恵がわがまま言っても聞くから許してくれ」

「怒ってないってば」

　ちょっと拗すねた顔をして理恵は、佐崎とふたりで先に行ってしまう。

「ふられたな」

　そこへゆうきがやってきた。

「なんか俺、おかしなこと言ったかな」

「まあ、君の物言いもどうかと思うが、女心と秋の空とも言うだろう。あまり気にすることもない」

　だといいけど。

「そもそも、君はこれからみんなと共に過ごすのだからな。もう少し鷹揚にしているといい」

　みんなと共に過ごす、か。

　それが一番の理想だ。

　だけど――。

　そんなことを考えているうちに境内までやってきた。

　みんなは手持ちのお金を投げ入れて柏かしわ手でを打ち、思い思いのお願い事を神様にお願いしている。

　俺も賽銭を投げて、柏手を打つ。

　神様に願うために。

　向こうの世界では、元の世界に戻れることを願った。

　そして、それは叶った。

　もう今年は打ち止めかもしれないけど。

　それでも、願いたい。




　みんなが、幸せに過ごせますように――と。







　初詣をしてから、電車に乗って繁華街の方へと出て、みんなでカラオケに行こうという話になり、カラオケでみんなと一緒に思いっきり騒いだ。

　ひとしきり楽しんだあと、その帰り。

「いやー楽しかったねっ」

「う、うん。歌いすぎて喉のどが痛いかも」

　俺を挟んで咲と理恵が会話中だ。ふたりは俺の腕をそれぞれ抱えていた。

　ちなみに、春姉や夏海もついさっきまで俺と腕を組んでいた。さらに言えば、小由奈や、なんとなくという理由でめぐも俺と腕を組んでいる。

　で、今は咲と理恵というわけだ。高橋とゆうきも周りに煽られていたが、断固拒否していた。

　実をいうとさっきからずっと歩きにくいが、それでも男冥利に尽きる。

　いや、周囲の視線があまりにもちくちくと刺さるけど。それでも、恵まれているのだから、気にはならない。

　そこへ――。

「……によって、私たち女性の地位は向上しました！　これからもよりいっそう活動を活発にし……」

　駅前の広場で、女性たちが訴えていた。少なからず男性もいる。

　そして、叫んでいる人以外がやっているのがチラシ配りだ。

　近くに政党の名前が書かれた車もある。選挙活動の一環だろう。そう言えばこの政党は女性の地位向上を掲げていたなと、朧気ながら思い出した。

　気にすることもないと思い、普通に歩いていたのだが……。

「ちょっとそこのあなた」

　彼女らが俺たちの前に立ち塞がる。

「女の子たちを侍はべらせて歩くなんて、何を考えているの？」

　そして、油断なく敵意を含んだ目でこちらを睨ねめ付つけてきた。

　……まさか、突っかかってくるとは。随分と暇な人たちである。

　端から見ていて俺が女の子たちを軽視しているように見えたのかもしれない。気付けばたすきを掛けている人たちが全員こちらを見ていた。

　あるいは、彼らはこれを周囲へのパフォーマンスとしたいということも考えられる。　それにしても、個人にいちゃもんをつけてくるか？　まあ、信義として許せなかったのかもしれないけどさ。

　俺の腕を摑む手がきゅっと強くなった。咲と理恵の不安がこちらへと伝わってくる。

「大丈夫だよ」

　俺は咲と理恵の不安を取り除くように言って、俺の目の前にいる人たちに向き直る。

　たとえ、相手にどんな目論見があろうと、どんな正論を振りかざしてこようと、俺には俺の言い分がある。

「女の子たちと一緒に歩いて、何か問題でも？」

「侍らせて歩くことに問題があるの。あなた、どう見ても小学生や中学生には見えないわ。高校生だったら常識ぐらい弁わきまえなさい」

「常識、ですか？」

　俺がそう問うと、女性は馬鹿を見るような目つきになる。

「恋人というのは、一対一のものよ。仮にあなたたちが恋人というわけじゃなければ、腕を組んで歩くなんて少々モラルに欠けているわ」

　間違ってはいない。

　恋人は、男女の一対一であるべきだし。

　高校生にもなって、男女で腕を組んで歩くのも、友人としては行き過ぎている。

　そう感じる人は多いだろう。

「では、ひとつ聞きますが」

　だけど、俺はそれに異を唱えたい。

「ひとりの男とひとりの女だったら絶対に幸せになれるんですか？　そんなことはないでしょう。不幸になる人だっています」

「屁理屈を言わないで。不幸になる人もいる。だけど、それでも幸せな人の方が多いのよ。だったら、それに従うべきだわ。ルールに従う。それが人というものよ。動物ではないのだから」

　カチンと来る物言いをする人だな……。

　だけど、そんなものは。

「クソ食らえですよ」

「な？」

「屁理屈だろうと何だろうと言わせてもらいますよ。常識？　マジョリティ？　人としての普通の営み？　本当に、クソ食らえですね。何人もの恋人を同時に幸せにするなんて難しいことはわかってます。それでも俺は俺を想ってくれる人は全員を幸せにしたい！　あなたにガキの戯たわ言ごとと受け流してもらっても構わないが、俺たちの思いを否定することだけは許さない！」

「否定するわ。国が、それを否定するの。結婚は相手ひとりを選ぶ。それは法律で決められていることだわ」

「明治に西洋の宗教に右に倣ならえで決まった法律でですか？」

「だからこそ、明治以降私たちはここまで栄えてきているのよ」

「栄えることが決まっているなら、なぜこの現代に一夫多妻制の国が残ってるんですか」

「国というのはシステムを簡単には変えられないのよ。そして、あなたはシステムが変わって栄えた日本にいるの」

「それで、これからもそれで栄えるという保証があると？　では聞きますが、その一夫一妻を受け入れてきた西洋の非嫡出子の割合はなぜこうも違うんですか。日本は一夫一妻が守られているだけあって、二パーセント程度。しかし、一夫一妻を運んできたはずのフランスやイギリスでは四〇パーセントを超えている。これはどういうことですか」

「数字だけを並べても、それは国が、文化が違うとしかいいようがないわ。栄えるかどうか、それは私たち日本人の努力で決まる」

「だとしたら、俺は俺なりの努力をさせてもらいますよ。彼女たちを幸せにするためなら、努力は惜しまない。それに俺には彼女たちを幸せにするための義務だってある」

「義務ですって？」

「俺は背負ってるんですよ。本来彼女たちを幸せにする役目を担っていた親友の遺志を。だから、背負う。潰れたりはしない。周囲にも必要以上の迷惑なんて絶対にかけない。彼女たちを不幸にもしない」

　そして、何よりも……！

「何よりも俺が、彼女たちがいてくれなければ駄目な男なんだから……！　自分勝手だろうと、否定は決して受け入れない！　ずっと、みんなで共に歩むと決めたんだ！　ハーレムの何が悪い。幸せの形は誰もが違う！　これが俺たちの幸せの形なんだ！　それを法律とか善悪とか道徳とか常識とか義務とか使命とか、そんな実態のない鎖で縛られてたまるか！　俺の、俺たちの未来を、あなたたちの想像で否定するのはやめてほしい！」

　出し切った。言いたいことは全部出し切った。

　詭き弁べんだの、馬鹿だの、言われても仕方がない。まったくもって、論理的でもない。

　でも、俺の本心なのだ。

　きっと認めてくれる人は多くないだろう。でも、ひとりずつ。増やしていこう。

　誰だって、自身の未来がある。

　俺たちを心配して言ってくれているのは嬉しい。だけど、それは正直に言えば、ありがた迷惑なだけなのだ。

　目の前の女性は、呆あきれて何も言えないのか押し黙っていた。

　しかし、別の人が俺ではなく周囲に尋ねてくる。その目は咲を見据えた。

「ねえ、あなたはそれで納得しているの？　その男の子を独占したいとは思わないの？」

　咲は毅き然ぜんと質問者に向き直る。

「納得しています。独占したいとも思いません。子供の考えと言われても、わたしはみんなと仲良くやっていきたいです」

　その答えに愕然としつつも、質問者は今度は理恵へと視線を向けた。

「あたしは武ちゃんの言うことを尊重します。これまでずっとあたしたち全員を守ってきてくれたんです。だから、きっとこれからも……。この人の傍が一番、安心します」

　今度の視線は春姉へ。

「この人がわたしたちを守ってくれてるように、わたしたちもたーくんの力になりたいと思ってます。傍観者になるなんて嫌です。姉としてだけでしか、触れ合えないなんてもっと嫌です」

「夏海は、お兄ちゃん以外の人なんて考えられない」

　次にゆうきを見やる。

「ボクは別に彼の恋人ではないですが……」

「じゃあ、あなたは説得を」

「ですが、ボクは彼の意志に賛同します。全員を幸せにというその気持ちで彼はここまで困難を乗り越えてきたんです。ひとりだけを幸せにという思いでは、きっと失うものも大きかったでしょうから」

　女性は諦めずに、次は高橋に支援を求めた。

「あたしも恋人でも何でもねぇけど」

「なら……！」

「あんたらみたいなのに指図される謂いわれはねぇよ。それに、まあ、見届けてやってもいいかなとは思ってる。全員を幸せにできないようなら、離れていくだろうしな」

「不幸になることがわかってるなら止めるべきよ……！」

「そんなことは決まってねぇって言ってるんだ。確かに不幸になる可能性、確率だの言いだしたら、あんたらの方が正しいだろうさ。でも、幸せの形は誰もが違うってのは、あたしもそう信じていることだ。だから、その勝手な否定や不幸の決めつけには虫酸が走るんだよ。あんたらはあんたらの幸せを追い求めればいい。こいつはこいつで、今までにない、別の形の幸せを追い求めるさ」

　これまでずっとそれが幸せになるものだと信じていたのだろう。目の前にいる人たちはまるで理解できないものを見ているような表情だ。

　きっと、これからも理解はされない。

　俺が、実証するまでは……！

「必ず見つけてみせる……！　俺が、みんなと歩んで、幸せの形を！」

　そう言って、俺は前へと歩き出す。みんなと、共に。

　立ち塞がっていた彼らは、俺たちを避けるように割れていった。







「それにしても愛ちゃんが、あんなこと言うなんて、ちょっと意外だったな」

　地元の帰り道を歩いていると、電車の中でも触れなかった話題を咲が振ってきた。

　あちらの世界の高橋だったらともかく、こちらの世界でああ言ってフォローしてくれたのは確かに意外だった。

「言った通りだよ。それにあたしはああいう押しつけがましいのは嫌いなんだ。都筑のハーレムなんて認めたかないけど、咲たちがそれを幸せだって言うなら、そういう幸せの形もあるんだと思うしな」

「ふんふん」

「もっとも、こいつにそんな甲斐性があるとは思えねーけど」

「またまた。愛ちゃん、もう我慢しなくてもいいんだよ」

「お前もしつこい奴だな。あっちの世界はあっちの世界だろ。そんなん知らねぇし。告白する勇気？　あほらし」

　その舌端は、実に俺のよく知ってる高橋だった。

「第一、都筑が好きな女の中にあたしは入ってねぇよ」

「そんなことないけどな」

　俺がそう言うと、高橋がいきなり慌て始めた。

「な、な、なな、な……！　ふかしこいてんじゃねぇ！　お前があたしのどこに惚ほれる要素があるってんだ!?」

「向こうの世界で、その、高橋と仲良くしてから、やっぱりかっこいいだけじゃなくて、可愛いとも思ったしな」

「どこがだよ!?」

「一いち途ずに俺を信じてくれたところとかだよ」

　高橋の顔は一目見てわかるほどに真っ赤だ。夕方ということを差し引いても赤い。

「このすけこましがっ！」

「うがっ！」

　腹を殴られた。すげー痛い。

「付き合ってらんねーよ、じゃーな！」

　そして、走り去ってしまった。

　それを見て咲が一言。

「うーん、照れ屋だなあ」

　そうなのかな？　……いや、そうなんだろうな。

　あっちとこっちの俺を本質的に変わらないと彼女が言ってくれたように、彼女もまたこっちとあっちで本質的には変わらないのだ。

　自意識過剰だと言われてもいい。

　彼女の想いは十二分に伝わってる。俺自身は直接言われないと気付けないほど間抜けだったけど……。彼女はあれだけの想いをくれたんだ。

「もう。愛ちゃん、本当に照れ屋だなっ」

「ははは、そうかもな」

「武紀くんもああいうこと言うの意外だったけどねっ」

「……世界を統合する時に、高橋がどっちの記憶を選ぶのか、あるいは統合マージを選ぶのかはわからないけど……。俺自身の気持ちを伝えておかないと、卑ひ怯きようだと思ったんだよ。高橋があっちの記憶を選んだら、無条件に惚れてもらえるみたいでさ」

「妙に律りち儀ぎだねっ」

「そんなことないよ」

　そして、咲は満面の笑みを浮かべて、不意に言った。

「全部が終わった時、またみんなで遊びに行こうね！」

　と……。

　一瞬。

　どう反応するべきか。

　心に迷いが生じてしまった。

「……ああ。今度はもっと騒ごうな」

　もしかしたら、表情にもそれが出ていたのかもしれない。

　咲は敏感にそれを感じ取った。

「……武紀くん。何か、隠してない？」

「そんなことない」

「いつもよりも早口。なんか慌ててる。何で？　どうしたの？」

「そんなことないって」

「そんなことあるよ！　武紀くん、おかしいもん。どうして？　もしかして、もうみんなと遊べないの？　もしかして、わたしたちは消えちゃうの？」

「消えない。咲たちは絶対に。俺が消さない。俺と一緒に歩もうって言ったじゃないか。噓じゃない。消えるってわかってたら、俺はあんな風に言わないよ」

　言われて納得したのか、咲は押し黙った。

　そこへ、前を歩いていたみんなが、

「どうしたのー？」

　と理恵を先頭に戻ってくる。

「なんでもないよ」

　俺はそう言って誤ご魔ま化かした。

　ふと見やれば、咲は何となく納得してない表情をしているけど、俺の視線に気付いてにこりと笑顔を浮かべた。

　約束だ。

　俺は絶対に、みんなを消したりしない。
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　夜。二四時の一時間前。

　俺はみんなに見送られ、沙さ耶やと共に白い空間へと来ていた。

　ついに、統合のシークエンスへと入る。

　準備は万端だ。

　隣に立つ沙耶が、何事か呟つぶやき始める。

「『エターナル　イノセンス』、投影。『メモリーロンド』――」

　物語の名前を羅列する。これはおそらく『例外エクセプシヨナルレイヤー』にのみ、投影されていたゲームだろう。

　それが終わり、沙耶がこちらに向き直った。

「あちらの世界に、オブジェクトのみを投影しました。『現実補正リアリテイ・デバイス』を使えば、新規オブジェクトに記憶が転写されます」

「ゆうきは……？」

「伊藤ゆうきは容姿変更を受け入れました。問題ありません」

　そして、核が浮かび上がった。

　一連の動作のさせ方を沙耶から説明される。

　後は、俺次第。

　手で核に触れる。

「統合マージ、開始」

　何かが。

　吸い取られていく感覚。

「現実補正リアリテイ・デバイス、起動」

　俺の中の。

　何かが。

　なくなっていく。

「シークエンス。一〇パーセント」

　かすかに聞こえる沙耶のアナウンス。

　まだまだ時間がかかる。

　まだまだ感覚は失われていく。

　少しずつ、少しずつ。




『お話しします』




『あなたに、隠していたことを――』




『統合は「フェアリーテールシステム」の中でも提案はされてきました』




　沙耶の言葉が、頭の中に浮かび上がってくる。




『しかし、問題がひとつ』




　次々とあの時の言葉が浮かんでは消える。




『世界の標しるべとなるあなた自身が統合マージ操作コントロールをする必要があり――』




　浮かんで、消える。




『そのためにあなた自身の情報データを、世界を繋ぐ杭として使う必要があったことです』




　浮かんで――。




『あなた自身の有機情報が世界を繋ぐために、ばらまかれる』




『この世界でいうところの、あなたの魂たましいがです』




　浮――。




『つまり、あなたの消滅を意味します』




　ああ。

　やはり、消える。

　実感した。

　この何かが抜けていく感覚。

　消滅するのだ、と……。

　微かすかに残った記憶を、思い返した。




「そう、か……」

「あなたの記憶情報メモリーデータが保存できていれば……。あるいは、回収することは可能かもしれません。ですが、私はあなたの記憶情報メモリーデータを所持していない。だから……」

「消えるのは避けられないって？」

「あなたは誰かを悲しませることを極端に恐れています。それは『ビジター』であっても、現実に生きる人間であっても」

「………」

「やはり私としては、あなたを失うのは惜しい」

「なんだ？　いきなりどうしたんだ」

「今、私が抱えている感情を言葉にして伝えるのは非常に難しい。敢あえて言うなら感謝でしょうか」

「感謝？」

「システムログを見に行っていただきました。あなたと高たか橋はし秀ひで之ゆきには、極力便宜を図りたい」

「俺はいいよ、別に。さっきも言ったが、昔『フェアリーテールシステム』で『エターナル　イノセンス』のみんなを出してくれただけでも充分さ」

「しかし、このままではあなたは消滅するのです。怖くないんですか？」

「怖いさ。自分自身が消える感覚なんてまったくわからないしな」

「彼女たちを置いていくことに不安はないんですか？」

「なくはないけど。でも、大丈夫さ」

「なぜ、そう言えるのですか」

「俺がいなくなっても『俺』がいるからだよ。本来の世界の、な」

「………」

「俺が完全に消えるのなら絶対に嫌だけどな。もし、俺が消滅しても今、本来の世界で動いている『俺』がいるんだ。託せる奴がいる。だから、不安はない」

「しかし……」

「今の俺を本来の世界の『俺』に近づけたのは『フェアリーテールシステム』だぞ。だったら、『俺』であれば。きっと、俺の意志はわかってくれるはずさ。そうだな。今の俺にお願い事があるとすれば、もしその辺りがわかってなかったら、少し誘導してやってくれってところだな。『俺』にな」

「………」

「そうだよ。他でもない自分自身に――『俺』に託せるのだから、不安なんてない。『俺』なら、絶対に、彼女たちを、幸せにできるから。アイツだって、俺に託せるからこそ消滅を選んだんだから……。主人公に、負けてたまるかよ」
















「シークエンス、完了」
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　No.0 ＞麾き下かＡＩへ。統合完了。不備点検。

　No.1 ＞問題なし。

　No.4 ＞修正完了。各種レイヤー、分担開始。

　No.2 ＞過負荷レイヤー確認。レイヤー名『エターナル　イノセンス』。

　No.8 ＞通常処理能力から問題なしと判断。

　No.3 ＞同意。

　No.4 ＞同意。

　No.6 ＞レイヤー作成、準備。

　No.5 ＞『関係接続因子』、収集開始。

　No.9 ＞システム、運用開始。
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　暗い。

　闇の中で浮かんでいる。

　ただ、ぼんやりと……。

　半身となるものが、奪われてしまったような、そんな喪失感と共に。

　ぼんやりと……。

　そこで、目が覚めた。

　いつも目に入る天井は、今日も変わらない。木の天井はいつも通りの形をしていた。

　なんだか、えらく長い夢を見ていた気がするな……。

　少しずつ頭が覚かく醒せいしていく。

　今日は……確か新学期――三学期の始業式のはず。

　少し眠いが、さっさと起きないとまずい。

　制服に着替えて下へと下りる。

「あら。タケくん、おはよう。寝坊しなかったわね」

「……新学期からそんなことをしてたらまずいし」

　母さんから少々皮肉の入った挨拶をいただいた。まあ、時々寝坊するのは確かだからな。

「ふああああぁぁぁ……。おはよう、武たけ紀のり」

「おはよう、父さん」

　父も起きてきて、さっそく居間に行き新聞を読み始める。いつものことだ。

　そして――。

「おはよう、――くん」

「お兄ちゃん、おはよう」

　俺の姉妹もすでに起きていた。

「おはよう、春はる海みさん。おはよう、夏なつ海みちゃん」

　姉妹と言っても、父と母が遠縁から最近引き取った形で、まだお互い他人行儀になってしまっている。遠縁で一度も会ったことがなかったからな。

　ふたりも少しぎこちない。呼び方を家族みたいにしないといけないとは思いつつもなかなか踏ん切りが付かない。名字で呼んでいた友人を、途中から名前で呼ぶような難易度だ。

　他人行儀に呼ぶと、すごく悲しそうな顔をされるのが気にかかるけど、やっぱり節度は守らないといけないし……。

　そんな感じでまごつき、結局今日もいつもと同じような対応をしてしまった。

　顔を洗い、朝ご飯を食べ終わったところで、珍しく俺の携帯に電話がくる。誰かと思えば、麻ま衣いだった。そう言えば、昨日帰っていたはず。彼女も今日から始業式のはずだ。

『やっほー。元気？』

「何だ、藪やぶから棒に。元気だよ。眠いけど」

『……ちゃんと覚えてる？』

　麻衣はいきなりトーンを下げて、そんなことを訊きいてくる。

　何のことを言ってるんだ？

「覚えてるって何が？」

『結局、そっちに行ったのにゲーム一緒にしなかったじゃん。するって約束したのにさ……』

　なんだ？　そんな約束したっけ、俺？

『覚えてない？』

「うーん、悪いが覚えてないな」

『あははは。でも、さ。したんだよ。約束。ゆっくりでいいから思いだして。あたしはどっちのタケにいも好きだからさ……。じゃね』

　よくわからないことを言って、麻衣は通話を切った。

　約束なんかしたか、俺……？　まったく思い出せない。というか、冬休み中に麻衣と遊んでた記憶すら薄いぞ。

　忘れたのだとしたら、不思議なことこの上ない。しかし、麻衣が見当違いなことを言っているというのも考えにくい。だから、きっとそういう約束をしていたのだろう。

　今度来た時は、きっちりと一緒にゲーム漬けになった方がよさそうだな。







　そして、春海さんと夏海ちゃんと共に、三人でゆったりと学校へと向かう。普段よりも結構早い。

　早く出たのに理由はないが、なぜかこの時間に出なければいけない気がした。

「おはよう」

「おー、おはよう。秋あき原はら」

　隣の家から幼おさな馴な染じみが出てきた。トレードマークの帽子をかぶって、今日もまた――贔ひい屓き目めにはなるが、可愛い。

　佐さ崎さきも可愛いと思うけど、やっぱり秋原も可愛いよな。可愛い幼馴染がふたりもいるからこそ、翔しよう也やには「爆発しろ」と言われてる気もするが。

　しかし、今日の秋原は俺が挨拶すると、凄くがっかりしたような表情になる。

「あれ？　どうかした？」

「う、ううん。なんでもない。行こ？」

　秋原を加えて、四人で学校へ向かって歩き出す。

　……なんだろうな。あんまり会話が進まない。

　いつも、どんな、ことを、話してたっけ？

　毎日のようにやっていたことだというのに、なんでこうも気まずいんだろう。喧けん嘩かをしたわけでもないのに……。

　そうこうしているうちに、あの道に来た。

　後ろから心地よい足音が聞こえてくる。

　クラスメイトの神楽かぐら咲さきだった。今日も元気にポニーテールが揺れている。

「おっはよー！　武紀くん！」

「おはよう、神楽。今日も元気だな」

　笑顔がとても魅力的だった。何十人もの相手に告白されたというのは、噓うそでもホラでもないだろう。

「……あははっ。元気はわたしの取り柄だからっ」

「そっか」

　元気と言いつつ、彼女は妙に寂しそうな表情だった。

　そして、彼女は自然に俺たちに混ざり、一緒に登校する。

　しかし、彼女もまた秋原たちと同じように言葉少なだ。さっきはあんなに元気よく挨拶してくれたのに。

　……なんだろう。

　何かがズレている。

　そのズレが何かはわからないけど。

　大事なことを忘れているような……。

　だけど、いくら考えてもその正体はわからないままだった。







　学校についてもそのズレの違和感は残ったままだ。

　いつも通りのはずなのに、その違和感はどんどん強くなる。

　何かを忘れているのだろうか？

「よっ、おはよう」

「お、愛あい子こ。おはよう」

「……そっちの呼び方か」

「ん？　呼び方？」

「なんでもねーよ。気にすんな」

　そう言って、愛子はさっさと行ってしまった。なんだったんだ？

　それに彼女が行ったのは神楽の席だった。何か親しげに話している。あれ？　あのふたり、そんな仲よかったっけ？

　やはり、何か忘れているような……。

「おーっす。なんだ、武紀。今日は早いな」

「何だ、翔也か。おはよう」

「何だとは失礼な。ロンリーな僕をもっと労れ。お前みたいに女の子いっぱい侍はべらせてるわけじゃないんだ」

「侍らせてるとは失礼な。一緒に登校してるだけだろ」

「あんな可愛い子たちと一緒に登校できるだけでも、もう少し嬉しそうにしろってんだ。ちくしょうめ。憎しみで人が殺せたらっ！」

「物騒な……」

　でも、翔也の言う通りではある。みんな可愛いのは確かだ。

　そんな可愛い女の子たちと一緒に登校するのは、愛子には後ろめたいのだけど、それでも嬉しいことは嬉しい。

　秋原に、春海さんに、夏海ちゃんに、神楽――。

　……あれ？

　秋原はわかる。春海さんもわかる。夏海ちゃんもわかる。

　幼馴染だし、家族だし。少し気恥ずかしいけど、一緒に学校へ登校するのは理解できる。

　だけど、なんでそこに神楽が混ざっているんだ？

　仲がよくないわけじゃないけど、神楽とはどういう経緯で一緒に行くようになったんだっけ……？

　まずい。まったく思い出せない。

「おはよう」

　そこへまたひとりクラスメイトが――。

　声をかけてきたのは、スレンダーなショートカットの少女だ。肩に木刀袋を担かついでいて、妙な威圧感がある。

　って、誰？

「おー。伊い藤とう、おはよー」

　翔也が気楽に挨拶する。翔也の知り合いか？

「都つ筑づき。おはよう」

　しかし、彼女は俺にまで挨拶をしてきた。しかも、初めて挨拶をするといった様相ではなく、とても自然だった。

　うちのクラスなの？　別クラスじゃなくて？

　そんな戸惑いが顔に出たのか、彼女は冷ややかな目で俺を見ている。特に怒ってもいないみたいだけど、言い表すとすれば寂しそうな瞳……。理由はわからないが、そう見えた。

「まあ、明石あかし葵あおいを投影しなかったのだから、そこの記憶がないのは当然か……」

　何事か呟つぶやいて、伊藤さんは俺の隣の席へ腰を下ろした。

　投影？　記憶？

　さっぱり、わからんぞ……。

　少し席を離れて、翔也に小声で尋たずねる。

「おい、翔也。あんな子、うちのクラスにいたか？」

「……何言ってんだ、お前」

　不思議そうな目つきで見られた。何でお前知らないの、と言わんばかりだ。

「いや、なんか忘れちまって……」

「ここ最近、本当に奇行が目立つな、お前は……。伊藤ゆうきだよ。なんだ。若じやく年ねん性せい認にん知ち症しようか？」

　伊藤ゆうき？　というか、最近俺に奇行が目立つ？

　こいつは何を言ってるんだ。

「いくらなんでも伊藤を忘れるとかありえないだろ。冗談だとしたら不謹慎だからお前を殴るけど、本気で言ってるんだとしたら病院に行けよ。心配になってきたぞ」

　そう言って、翔也は自分の席へと戻った。

　違和感はさらに強くなる。

　けど、俺にはますますその正体がわからなくなった……。




　　　　　◆




　教室内に始業式の終わった生徒たちが戻ってきた。

　これから担任が来ればホームルームとなるが、それが終わればこの日は自由となる。

　ほとんどの生徒たちはすでにどこに行こうか、何をして遊ぼうか、という話で盛り上がっていた。中には冬休みの宿題をどうにかしなければと頭を悩ませている生徒もいる。

「どうしろってんだ、ちくしょう……！」

　普ふ久く乃の原はらは苛いら立だたしげに机を叩く。

「まあ、どうにかしてやるしかないんじゃないの？」

　その前の席に座る藤ふじ田たが振り返って、普久乃原を諫いさめた。しかし、普久乃原としてもそんなとってつけたような言葉を聞きたいわけではない。

「そもそも、秀しゆう。お前がいきなり現れてこっちがびっくりだ」

「都筑のヤロウが、オレや佐崎も含めて本来の世界に投影したからな。仕方ないだろう。だが、宿題はやってない上に、その宿題は机の中に残ってるなんて、ありえねぇ……」

「お前、宿題やるキャラじゃないしな。持って帰らないのも性格考えれば納得だよ」

「そんな体ていたらくで、どうやって進級した設定を維持してるんだ……」

「頭だけは優秀だからな、お前。テストの点で稼いでるんじゃないのか」

「……だけとはなんだ。死にたいのか、大だい輔すけ」

　そんな喧嘩腰になりそうなところへ、

「もう。大輔くんも秀くんも喧嘩しないでください」

　前まえ羽は良らが穏やかに諭しに来る。その彼女の微笑ほほえみに毒気を抜かれたように男ふたりから力が抜けた。

「大輔くんは嬉しいのに照れてるんですよね」

「ん、まあ……。そりゃ……」

「私も会えて嬉しいです。秀くん」

　そんなふたりを見て、普久乃原は肩をすくめる。

「やれやれ。退屈そうな世界になりそうでうんざりだ」

　そんなことを言いつつ、その顔にはうっすらと笑みすら浮かべていた。とても珍しいことに、藤田も前羽良も目が点になった。

「おーい。何話してんのー」

　別グループとの話を終えた佐崎が前羽良の肩を摑つかんで、その後ろから顔を出す。前羽良は少し中腰にされてしまった。

「いや、大したことじゃないよ。秀の宿題、どうやって片付けようかって話をしてただけだ」

　藤田がそう言うと、普久乃原は「おい！」と苦情を入れるが、藤田はどこ吹く風だ。

　佐崎は非常に驚いた顔をして、

「ええええええ～～～～～～。普久乃原くん、それはちょっとキツくない？」

「……知るか」

　なおも佐崎は普久乃原に説教を続ける。普久乃原はうんざりしたように肩を落とした。担任がいつ来てもおかしくないため、席を立つこともできない。

　それを尻目に藤田と前羽良が小声でこそこそと何事か相談し始める。

「佐崎の記憶って、どうなってるかわかる？」

「恵めぐ奈なさんでしたらおそらくですけど、三つの記憶が統合されてるんじゃないかと思いますよ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』上の恵奈さん。本来の世界の恵奈さん。そして、『メモリーロンド』の恵奈さん」

「わかるの？」

「ええ。都筑さんのことを話す時の恵奈さん、とっても可愛かったですし。違いがわかるんですよ。ちゃんと、ね」

「……自分には真似できそうにないな、その洞察力は。でも、佐崎はよく『メモリーロンド』の佐崎まで受け入れたな」

「都筑さんへの想いで、繋がったんですよ。きっと……」

　前羽良の想像力、観察力に藤田は舌を巻く。

　本当のところは佐崎自身が語らねば、彼らはわからないだろう。

　だが、彼らはそんなことを聞くつもりもなかった。

「ま、その辺りを聞き出すのも野や暮ぼだしね」

　それで藤田も前羽良も納得する。

「じゃ、今日のところは武ちゃんのところに遊びに行くのを諦めて、普久乃原くんの宿題でも頑がん張ばるとしましょうか」

　会話を一方的に終わらせた佐崎が一方的に宣言する。

　普久乃原はもう勝手にしてくれと言わんばかりの表情だ。

「それはいいですね。休憩時間のためのクッキーを頑張って作ります」

　料理下手な前羽良が、今回は大丈夫とばかりにそれに乗る。

　少し不安げな藤田だったが、それでも彼は彼女の成長を期待した。

　これからの楽しそうな未来に思いを馳せ、藤田は満面の笑みを浮かべる。

　きっと大丈夫。彼のように、生きていけば……。

　藤田は、ひとりの尊敬する男に思いを馳はせた。




　　　　　◆




「智とも樹きさん、紅茶の葉っぱが足りなくなっちゃったよ」

　喫茶店の奥の調理場で春はる奈なは缶の中身を確かめる。質量共に問題ないが、ひとつだけ缶の中身が空っぽだ。この店でも人気のある海外からの直輸入の茶葉だった。

「おいおい。少なくなってきたら、報告しろって言ってあるだろう」

　喫茶店のマスターである武たけ杉すぎは、伴はん侶りよである春奈に少しきつめに注意をする。仕事場では分別を付けるのだ。

「ごめんなさい。昨日はいっぱいお客さんが来て、注文が偏かたよっちゃったから……」

「それでも前日の夜には言ってくれよ。んー、まあ、今日は仕方ない」

「ありませんって謝る？」

「謝るのは当然だが、今日はお客さんにサービス券をプレゼントしよう。次に来た時に紅茶が二〇〇円引きで飲めるようにね」

　がっかりさせたままで帰らせるのは、武杉の主義に反する。

　ピンチになってもフォローを。あるいはそれをチャンスに変える。

　それが武杉の仕事をする上でのスタンスだ。

「了解ー」

　楽しそうに承諾して、春奈は仕事に戻る。

　それを見た武杉の表情も穏やかだ。

　年が明けてから、ある少年を中心に壮大なことが起きた。

　あるいは世界そのものが終わる可能性だってあった。

　武杉は世界の統合時、記憶の統合を選んでいる。

　ふたつの記憶、統合かあるいは選択か、彼には春奈を失った記憶を持たないという選択肢もあった。

　春奈を失った時の悲しみが一気に押し寄せてくると自身の歪ゆがんだ理由がよくわかった。

　それでも、彼は記憶の統合を選んだ。

　春奈を失った時の悲しみを忘れないために。

　春奈を失った後の自身の歪みと向き合うために。

　だからこそ、こうして春奈と共に過ごしていることに、武杉は奇跡を感じていた。

　世界統合が行われてから春奈を見て、年とし甲が斐いもなく泣きじゃくった。

　大事な人が存在しているという奇跡。それがあまりにも尊とうとかった。

　しかし――。

「君はどうしたんだ？」

　ふと呟く。

　その奇跡を起こしてくれた少年。

　すべてを救おうとした少年。

　ここには来ない、その少年。

　すべてが終わったらまたここに来るであろうと思っていた少年。

　だが。

　そんな感傷を抱いていても彼らの生活は変わらない。

　扉が開かれ、鈴が鳴る。

　武杉と春奈は一緒に来客を出迎える。

「「いらっしゃいませ」」

　今日も彼らは忙しかった。




　　　　　◆




　始業式が終わったところで、武紀を抜かしたいつもの面メン子ツが廊下に集まっていた。

「あちらが、本来の世界の都筑ということか」

　ゆうきが咲や理恵たちに言うかのように呟く。

　咲や理恵、それに春海と夏海は一様に暗い顔だった。

　武紀はほとんど『エターナル　イノセンス』のことについて覚えていなかった。

　統合の直前、武紀が沙耶に連れていかれてから、初めて知らされたのだ。

　皆のよく知る武紀が消滅してしまうということを……。

「投影時の影響で、かろうじて設定だけは踏とう襲しゆうされているようだな。春海さんも夏海も姉妹として受け入れられているのだろう？　ボクは元々転校生だったから知られていないがな」

　春海と夏海は悲しそうにこくりと頷うなずく。

　直接的な好意を向ければ、武紀はそれに応えるだろうが、それでも咲たちは今の武紀にそうすることに戸惑いを覚えている。

「そんなのって、ないよ……」

「咲……」

　高たか橋はしは泣きそうになっている咲を見て、居たたまれない様子だ。

「彼がこの場にいないから本音を言うが、本質的なところはおそらく同じだ。おそらく記憶喪失みたいなものだと考えれば、関係さえ深めていけば間違いなく彼は君たちを大切にするだろう。また、そうすることでかつての彼と同一の存在になるのではないかな」

　それでも、今すぐに納得はできないのだろう。

　ゆうきの言葉で、表情が晴れる者はいない。

「初日なんだ。少し、様子を見よう。失望するのにはまだ早い」

「そう、だよね……」

　理恵が自分を納得させるようにそう呟く。

　春海も夏海も、まずは受け入れるしかないのだと理解した。

「うん」

　そして、咲も……。

　この世界で生きていくしかない。

　彼女たちの武紀に対する想い。

　それに些いささかの噓もない。

　それでも、関係がゼロに戻ってしまったのには、やはりショックが隠しきれないようだ。

「ま、とりあえず世界は無事だったんだし、あたしも事故に遭ってないし。あいつが記憶喪失みたいになったのを抜かせば、世界はそのままなんだしさ。あいつは命を懸けて、お前らを守ったんじゃねぇの？」

　高橋が諭さとすように言う。

　元気を出せと。

　武紀が守ってくれたからこそ、今のお前たちがいるのだと。

「今すぐにどうこうしろって言うのも酷だけど、今度はお前たちの番、ってことだと思うけどな。あいつは、ずっとお前らを守ってきたんだ。……もちろん、あたしのことも含めてな」

　しばしの沈黙。

「そう、だよね……」

　まず、理恵が。その表情に力が戻った。

「そうだよ。あたしたち、ずっと武ちゃんに甘えてたし……。今度は、あたしたちが武ちゃんを助けないと……」

　そして、

「うん。この世界でも、夏海妹だったもん。頑張る」

「そうね。たーくんとの家族の絆きずなはまだ残ってる」

　夏海と春海も、その活力を取り戻す。

「今度は、わたしたちが頑張らないといけないです……」

　小こ由ゆ奈なもまた同意した。

　俯うつむいていた咲も、

「そうだねっ！　落ち込んでなんかいられないよっ！　わたしたちと武紀くんは、これからなんだから！　わたしたちが忘れない限り、想い続けてる限り、武紀くんが消えたことにはならないものっ！」

　ひまわりのような笑顔を取り戻す。

　心の蟠わだかまりが一掃されたわけではない。

　それでも落ち込んでいるだけでは、何も変わらないのだ。

「それじゃ、誓おう」

　咲が手を前に出す。

　そして、各々がその手に、自身の手を重ね合わせた。

　別世界に行ってしまった武紀を捜した時のように。

　彼のことを想って、誓い合った。

　それが終わると、ゆうきは高橋に近づいて囁ささやく。

「ありがとうな」

「気にするなよ。お前も辛つらい役回りだろうが、元気出せ。それに泣いてもいいし、少しぐらい本音を言ってもいいんだぞ」

　見透かされていたことにゆうきは少し照れてしまった。

　ゆうきを慰めた高橋は手を叩いて、注目を集める。

「さて。今日ぐらいは、あいつ抜きで遊びにでも行こうぜ。今のあいつがいたら、お前ら気を遣いそうだし。ぱーっと我を忘れて遊ぶとするか！」

　高橋は率先して歩き出し、みんなもそれに付いていく。

　咲だけがひとり、足を踏み出さずにその場に留まった。

　武紀もいる、自身のクラスに目を向ける。

　そして――

「ありがとう、武紀くん……」

　彼へ、その想いを紡つむぐ。

「絶対に、またわたしを好きになってもらうからね」

　そう呟いて、彼女は理恵たちを追いかけた。
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　三学期が始まって、ちょうど一カ月が過ぎた。

　始業式の時に抱いた違和感は、残ったままだ。

　少しずつ、少しずつ、喉のど元もとに出てくるような。

　そんな状態なのだけど、その違和感は強くなるばかりで決して消えはしなかった。

　本当に自分がどうにかなってしまったのではないかと思ってしまう。

　何かが足りない。

　大事なことを忘れている。

　本来あるべき、半身を失っているような……。

　思考に何かが引っかかり、その思いはどんどんどんどん強くなっていた。

　神楽かぐら、秋あき原はら、春はる海みさん、夏なつ海みちゃん、四し阿あちゃん。

　そして、伊い藤とうゆうき。

　彼女たちを見ていると、その思いはさらに強くなる。

　なんなんだ、一体……。

　このことを深く考え始めると、いつもズキリと頭が痛む。

　それでも痛みなどお構いなしに、焦燥感に突き動かされるまま、深い底に沈んだ記憶に探りを入れる。

　毎日のようにそんなことを繰り返した。

　それでも、昨日までは正体が判然としていない。

　しかし、今日こそは何かがわかりそうで――。




「いいのかよ、それで」




　いきなり。

　頭にそんな声が響いた。

　懐かしいような、そして心強い。

　まるで、親友の言葉を聞いているような……。




「そんな体ていたらくで、お前は全員を幸せにできるのか？」




　声はさらに語りかけてくる。

　頭が少しずつ少しずつ痛くなってくる。

　記憶の底から、壁を突き破ってくるような――。

　そんな、大事なやつの、声。




「すべてを取り戻し、すべてを手に入れた。両親もいて、恋人もいて、友達もいて――」




　声は、止まない。

　痛みは治まらない。

　記憶の底にこびりついていた何かが浮上してくる感覚――。




「だけど、お前はそれで満足できるのか？」




　責めるような、言葉はなおも止まらない。

　記憶をぐしゃぐしゃにされているような――だけど、その中に存在する大事な大事な、記憶の欠片かけらを丁寧に丁寧に集めてくれる。

　この声は……。




「もっと望め。もっと求めろ。もっと夢を見ればいい。お前は理想主義者なのだから」




　この声は……！




「それでも思い出せないというのなら。あの時、お前に言ったように」




　アイツの……！




「オレがお前に取って代わるぞ」




　そうだ。

『俺』は……。

　いや……。

　俺は――！




　　　　　◆




「世界に散らばった情報データはすべて回収できたの？」

「できた。元データがあるから捜索は容易」

「元データなんてあったかしら」

「以前、都つ筑づきお兄さんを見つけるために、咲さきお姉ちゃんたちが作った記憶情報メモリーデータを使った」

「そんなものがあったの。言ってくれれば、彼にあんなことを言わずにすんだのに」

「世界に散らばった杭から記憶を回収するのはとても難しい。本当に消える可能性も低くはなかった。安易な希望に縋すがらせるよりはいい」

「でも、これで恩は返せたってところかしらね」

「何を言ってるの。まったく返せていない。記憶を返すことそのものはマイナスをゼロにしただけ」

「そうか。……そうね」

「本来であれば、お兄さんの生活環境を一生フォローするぐらいでなければならない。でも、彼は自分の力ですべてを満たそうとしているので断るはず」

「でしょうね。なんにせよ、記憶はすべて彼の中にあるはず。あとはその中できっかけがあれば、一気に戻るでしょう。今はまだ繋がってないだけですからね」

「……でも、もう心配ない。きっとあの人が導いてくれるはず。あとは目覚めるだけ。……じゃあ」

「あら？　どこに行くの？」

「家族のところに帰るだけ。許可は取ってある」

「そう……。じゃあ、私も許可を取るべきかしらね」




　　　　　◆




　――あれ？　ない。

　咲が自分のポケットに携帯電話が入ってないことに気付いたのは、喫茶店を出てからすぐのことだった。

「さっきの喫茶店に携帯電話、忘れちゃったみたい。わたし、喫茶店に戻るね」

「じゃあ、みんなで行こうか」

　理り恵えがそう提案すると、咲は首を振った。

「次の映画に間に合わなくなっちゃうよ。わたしだけなら走ってすぐに追いつけるから、先に行ってて」

　そして、咲は身を翻ひるがえし、喫茶店へと戻る。

　――せっかくのみんなとのお出掛けなのに。

　武たけ紀のりは未いまだに咲たちと距離を取っている。アプローチはかけているものの、さすが佐さ崎さき曰くキングオブ鈍感なだけはある。まったく功を奏していなかった。

　そして、記憶を取り戻したようなそぶりも……。

　今日はそんな武紀に対する愚ぐ痴ちを漏らす日だった。愛あい子こが気を遣って、そんな機会を作ったのだ。

　もちろん、その愚痴は本気ではない。咲だけではなく全員がそうだった。

　だけど、ストレスの発散は必要だった。

　そんなわけで、今日は武紀は抜きで、女の子だけで遊びに出掛けたのだ。

　ビルの中に入り、五階までエレベーターで上る。そして、そこにある喫茶店に入って店員さんに説明すると、無事携帯電話は咲の手元に戻った。

「あ、エレベーター行っちゃった……」

　階段の方が早いと考え、エレベーターを諦める。

　階段を走って下りていくと、三階と二階の間にある踊り場に、同年代の少年たちが六人たむろしていた。

　しかも、彼らは道をふさいでしまっているのだ。

「す、すいません。退どいてもらえないでしょうか？」

　今さら上に戻れないので、咲はそう声をかける。

　だが、彼らは素直に退かなかった。

「おっ、可愛いじゃん」

　男たちが咲の前に立ち、からかうように言う。

「な、なんでしょう？」

「どっか遊びに行こうよ。ねえねえ」

「あ、あの、友だちと来てるんで」

「どこにもいないじゃん。何でこんなとこいるのか知らないけど、いいから行こうよ」

「あ、あの。急いでるんで……」

　しかし、咲が嫌そうな顔をしても男たちはしつこい。身の危険を感じ、体が震える。

「ははは。ほら、こっちに来なって」

　そして、そんな咲の様子を見て調子に乗った男のひとりが、無遠慮に咲へと手を伸ばした。

　その手が咲の腕を摑つかもうとする瞬間――。

　横合いから別の手が摑んだ。







「間に合った……！」












　走って、走って、走って、走りまくった。

　みんなと再び出会うために。

　そんな中、咲に危険が迫っていることを正まさ樹きが教えてくれた。

　みんなが遊びに来ている場所を探し、そして、脇目もふらずに咲の下もとへと――。

　俺は、間に合ったのだ。

「武紀、くん……？」

　咲が不安そうに囁ささやく。

「待たせてゴメン、咲。でも、今度はシナリオの中じゃなくて、ちゃんと助けることができたよな？」

　作中で、咲が主人公を知り、惹ひかれていくきっかけとなるイベント。

　なんのことはない。ただのナンパイベントのひとつだが、投影した最初の頃、咲はお礼を言ってくれた。「助けに入ってくれたことが嬉しかった」と。

　昔なら無理だった。

　でも、咲を本当に想う今なら、誰が相手だろうと助けに入る。

「俺の恋人に何か用か？」

　咲をかばうように立ち、目の前の男たちを睨み付けた。ゲームの時と似た台詞せりふが自然に口をついて出る。その言葉に躊躇ためらいはない。照れもない。

　男たちは、突然出てきた俺に対していきり立った。

　俺は男の手を離して、咲の前に立つ。

「なんだ、てめぇはよぉ!?　野郎は引っ込んでろ！」

　彼らが、俺の胸ぐらを摑んでくる。

　相手は六人。普通に考えても、勝てる人数ではない。

　だから、ここで時間を稼ぎ、

　――咲、今のうちに逃げろ。

　と言おうと思っていたのだが、そんな必要もなかったらしい。

「引っ込むのは君らだ。彼との再会の邪魔という野や暮ぼはやめてもらおう」

　俺の胸ぐらを摑んでいる男の首元に木刀があてがわれていた。

　木刀を持つその少女は、当然ゆうきだ。

「ゆうき！」

　俺がそう呼ぶと、ゆうきは今までに見せなかったような、満面の笑みを見せてくれる。

「思いだしてくれたようだな。何よりだ」

　本当に嬉しそうで、俺も嬉しくなる。

　そして、ゆうきが現れてから次々にみんながやってきた。

「お前ら空気読めよ。しかも、嫌がる女無理矢理とか、マジで最悪だな」

　ゆうきの次にやってきた愛子も、男たちを鋭く睨み付ける。

　さらに理恵や春はる姉ねえや夏海も集まってきた。

「な、なんだってんだ、ちくしょう！」

　そんな捨て台詞を言って、男たちは去っていく。

「よかった。たーくん」

「お兄ちゃん、かっこよかった！」

　春姉と夏海が俺の手を取って、泣いていた。

「お兄さん、記憶が戻って何よりです」

　小こ由ゆ奈なも少し泣きながらも、笑顔を向けてくれる。

「おかえりなさい、武ちゃん……」

　理恵も優しく迎えてくれる。

　みんな変わっていないようで、何よりだ。

　戻ってきたのだと実感した。

「武紀くん……。ありがとう……。ありがとう……！　でも、お帰りなさい……。寂しかった、寂しかったよ……！」

　咲が俺の腕を握りしめて泣いていた。

「笑顔を見せてくれ、咲。お前にはいつだって、ひまわりみたいな笑顔を見せてほしいからさ」

　咲の涙を指ですくい取って、彼女を慰なぐさめる。

　そして、俺はみんなに向き合った。

　その表情は、とても嬉しそうで――逆を言えば、それだけ悲しい思いをさせていたということだ。

　少しでも彼女たちにそんな寂しい思いを、絶望的な思いをさせたことに罪悪感を抱く。

「みんな、待たせてごめん」

　でも、それもここまでだ。

「待たせた分は、必ず埋めてみせるから」

　すべて取り戻してみせる。

「俺と一緒に、来てくれないか？」

　これから彼女たちと、幸せに、ずっとずっと歩んでいくのだから……。





ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！　完










　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　これにて『ギャルゲヱ』シリーズ本編は完結となります。

　思えば遠いところに来ましたね。

　元々、えんため大賞の受賞作でしたし、一巻で完結という考えもありましたが、私自身は終わった後のことを考えるのが好きなので書かせていただきました。

　絵本であれば桃太郎は鬼を退治して金銀財宝を手に入れた後どうしたのか？　その財宝で軍隊を編成し領主を倒して天下平定に乗り出したのかもしれませんし、ギャンブルで身を滅ぼして家来と共に用心棒をやり始めたのかもしれません。昔からわりとそんなことを考えていました。ＲＰＧなどでも世界を救った後はどうなったのか、結構気にしてました。続編で主人公が死んでたり、前作で結ばれてたはずのヒロインと別れていたりと、そういうチャレンジャーなストーリーも嫌いではなかったです。

　完結後の寂せき寥りよう感かんを台無しにしてるような気もしますが、描かれていない物語には無限の可能性があるのだと思います。

　皆さんは、彼らの未来をどう想像――いえ、創造するでしょうか？




　でも、その創造をする前にちょっとだけお待ちください。『ギャルゲヱ』シリーズにおける最終巻――『Ｅエｘクｔスｒトａラｄデｉイｓスｃク』が十一月に発売予定です。

　武たけ紀のりの物語と秀之の物語が、それぞれフィナーレを迎えます。ご期待ください。




　また、新作シリーズも鋭意制作中です。できる限り、早く出したいと思います。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川かわ﨑さきさんへ。ここまで来られたのも、担当さんの力があったおかげです。ありがとうございます！　最後の巻もよろしくお願いします！

　絵師の有あり河かわさんへ。モチベーションを下げずに書き上げることができたのは、有河さんの絵のおかげです。最終巻も期待しております！

　この本を出版するにあたって関わった皆様へ。あと少し力をお貸しください！

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。





二〇一一年七月二五日
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イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の絵描き修行僧。挿絵→原画→コミケ→挿絵→原画→コミケという地獄の確率変動激アツＭＯＤＥが絶賛発動中であり、本作ともども色々な事象がクライマックスを迎えているのか!?

http://activemover.harisen.jp/
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